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油圧比例弁の微小流量域におけるスプール制御
(D S Pによるデジタル外乱オブザーバの適用)
高瀬 博文， 大住 剛， 小原 治樹
羽多野正俊， 中橋 秀記*
A spool control in the small range of the flow rate of a hydraulic proportioal valve 
(Application of a digital disturbance observer) 
Hirofumi TAKASE， Tsuyoshi OHSUMI， Haruki OBARA 
Masatoshi HATANO and Hidenori NAKAHASHI 
a high accurate servomechanism uses a servovalve. But this. valve is expensive and weak in contamination. In 
stead of this valve， a proportional valve has 0食en been used though this is inferior to the former in the quality. 
The spool in this valve can not responed to weak input because the solenoid force is small. In this research， a 
digital observer is applied to conquest this weak point of the proportional valve. The observer is for disturbances 
such as flow force and企iction， and a digital type using DSP. It is conbined with this valve. As a result， static 
and dynamic characteristics of this valve were improved by this observer theoretically and experimentally. The 
displacement of spool was improved to the range of 0.5% of prescribed valve. (It is equal to 5 μm displace­
ment . )  
Key Words : Observer， Positioning and Proportional Valve， DSP 
1 . 緒言
高度な制御性を求められる油圧駆動機 構の油圧制
御弁として電気・油圧サーボ弁がよく用いられる。
現時点でこの種の用途にサーボ弁が最も優秀な性能
を持つことは衆知のとおりである。 しかし， この弁
は製造上の加工精度が要求 されるため， 高価であり，
また， 作動油の管理などが問題とされている。
一方， 性能は若干劣るもののある程度の耐コンタ
ミネーション性があり 低価格で使い易い油圧弁と
して比例制御弁がある。 これは電流に比例した推力
を発生する比例ソレノイドのプランジャで直接スプ
ールを移動 させ， 流量と流路をコントロールするも
のである。 (1 )-(4)
サーボ弁は， トルクモータの発生力が油圧により
増幅されてスプールに作用したのに対し， 比例弁で
は比例ソレノイドの発生力がそのままスプールに作
用するため， スプールやプランジャの可動部の摺動
摩擦や流体力などに代表 される外乱力の影響を受け
易いゆト(7)。 また， 比例ソレノイドの電流・推力特
性間の非直 線性やヒステリシス性があり， スプール
を微小に変位 させること， 即ち， 微小な流量を精密
にコントロールすることが困難である。
本研究において対象とした高速応答比例制御弁は
前述の問題を緩和するため スプール変 位を差動ト
ランスによって計測し， 比例ソレノイド駆動電流に
フィードパックする， スプール位置制御ループを有
する製品であるが， 図 1に示すようにスフ。ールの微
小な変位領域に於ける制御性 ( 目標値追従性) はな
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本文及び式 中で記号の添字にnが付くものは実際
(のシステム定数のノミナル値であり， 記号の上に〈
が付くものはその記号の値の推定値を表す。
本研究で使用した比例弁の構造概念図を図2に示
す。 スプール， ソレノイドのプランジヤ， スプール
変位検出 用差動トランス(LVDT) の可動子が同一
軸上に連結され， 平衡スプリングと比例電磁ソレノ
イドの推力によって中立点に保持される。
お充分ではない。
筆者らは， 以前からこのようなスプール位置制御
ループを有する比例制御弁に於いて可動部の摺動摩
擦や駆 動力 の非線形性等を一括して 外 乱観測
器(7ト( 9)で推定し， ソレノイド駆動電流を補償する
ことによって滑らかな動きで微小なスプール変位を
得る手法を提案してきた。(12)
その際， 外乱オブザーバーはアナログ回路によっ
て構成し， 前述の手法の有効であることを示してき
スプール変位の振幅による特性差図1
平衡
スプリング
たが， システム定数の同定誤差などに対する柔軟性
を欠き， オブザーバー上の定数を任意に変えるなど
の試みが不可能であった。 本報告は近年安価に供給
されるようになったD S P (デジタル シグナル プ
ロセッサー)を用いてデジタル外乱オブザーバーを
構成し{13L前記の手法を適用したところ， 制御性や
凡用性に於いて極めて有用であると思われる結果を
得たので以下に手順を追ってこの試みについて記述
する。
図3に実験装置の概要図を示す。 流量設定電圧即
ち， スプール変位目標電圧Vre{と差動トランスから
のスプール変位電圧の差がPIDアンプ， 電圧・電流
変換アンプを経て比例ソレノイドを電流で駆動して
いる。 弁出力は少流量で回転する， 軽負荷用の油圧
モータを回転させている。
スプール変位目標値V... jを入力， スプール変位x
を出力としてこの間の伝達関数を求める。
プランジヤの推力/はソレノイド電流iに比例し，
スプール(プランジャ)変位に影響され， 式(1)で
表される。 また推力/に対し外乱力þが働くときス
プールの運動方程式は式(2)となる。
比例制御弁の構造概略図2
2. 比例弁の基本的特性
先ず， 本章以降で使用する記号を以下に記す。
スプールの減表係数[N・sec/mm]
オブザーバ入力電圧[V]
外乱補償フィードパック電圧[V]
スプール変位電圧[V]
ソレノイドの発生推力関]
スプールに働く外乱力[N]
ソレノイドへの入力電流[A]
比例ソレノイドの変位・推力係数[mmlA]
-2一
Dl 
PH f ムi
Kft 
e; 
eob 
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図3 実験装置の概略
外乱力jdは， ①重力などの内部干渉力， ②摩擦力，
③流体力などの反作用力を包含したものと考えてい
る。 これらは何れも不確定な要因であり， 測定困難
なものであるため一括して外乱力とし， 後述するオ
ブザーパで推定する(8)-(10)。
装置の 構成からソレノイド駆動電流について式 (3)
が得られる。 式中 P ID は偏差増幅器の伝達関数を
表し， 繁雑 さを さけるため略記してある。 平衡点に
おいて初期条件をOとして， 式 (1)， (2)， (3)をラプ
ラス 変換し， 整理すると式 (4)となり， ブロック線
図で表すと図4となる。
f= K"i - Kftx ...・H・.....・H・..…………………… (1)
d2x d土
f- jd = M1 ーで+D1 - + K1 x'……・…H・H・' (2)
dt“ dt 
i = (v，.ザ- KrX) PIDι-………H・H・-…'"・H・-… (3)
K$"PID(s) V"J(s) -Fd -X(s) Kj， 
X(s) = ワ ………… (4)
M1 s " +D1 s+K1 十K$，J(/PID(s)
図4 比例弁制御系の基本的ブロック 図
式 (1)中のιx即ち， スプールの 変位X(s) が推力
F(s) に及ぼす影響は特定が困難であるため， 以後は
これを外乱九(s) に 含め， 式 (5)のように新しく外乱
力Fd， (s) を定義する。
Fd，凶β) =Fd+κ，x(s) ...・H・.....・H・H・H・..………… (5)
式 (4)および図4はスプール 変位X(s) が定常的に
も， 過渡的にも外乱力Fd"似の影響を受けることを
示している。
3 . 外乱力オブザーパーの構成
前章で述べた比例制御弁の基礎方程式をもとにス
プールに加わる外乱力を推定する最小次元状態観測
器を設計する。
図4に於いてソレノイド電流I(s)， スプール 変位
X(s) 間の伝達関数は式 (6)となり， 状態方程式は式(7)
より式 (8)で与えられる。
I(s) K，，-Fd"βj 
X(s) = ヮ
・H・H・..…...・H・.....・H・" (6)
M1 s "十D1 s十K1
jd" 
x 
。 。 。
þis 
。 。 jd，お. 。
x= Ix x + I i… (7) 
K1 D1 K" 
x x 
M1 M1 M1 Ml 
式 (8)に対して外乱力 jd"を推定する 最小次元状態
観測器をゴピナスの手法(11)に従って 構成すると式 (9)
により外乱力は推定 される。 式 (9)に於ける固有値
のα， 。をそれぞれα=11τ， ß =1Inτ とし， 更に
nτ=0すなわち， ひとつの固有値による折れ点を
充分高い周波数域におくことによって式 (11)で近似
できる。
(x=肘bi ・・・ (8)x=cx 
ただし， 式 (8)において係数等は以下である。
0 0 0 
þiS 
。 。x= x A= 
K1 D1 
X 
M1 M1 M1 
。
。b= 
K" I c = (01 0 )  
凡/1
Fω=Ub(::山崎)
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KJ(s)-X(s) (Mi+D1S+Kl) 
F晶(s)= …...・H・"'(10)
(τs+ 1) (nτs+l) 
償することで， ソレノイドは外乱力に対応する推力
を発生し， 外乱力を打ち消すことが可能となる。
式 (4)， 式 (11)および式 (12)を総合してこの高速応
答比例弁のスプール位置制御システム全体をブロッ
ク図に表したものが図 6である。
KJ(s)-X(s) (Md+D1S+Kl) F曲(s)= --- - ， 
-- ，- ， '---.--: - .- --" ....・H・..' (11) 
(τs+l) 
F命(s)Eob(s)=一てプー …・…・・…....・H・.....・H・..…....." (12) 
図よりわかるとおり， オブザーバーは2つの入力
Ei(S) ， Ex仰と1つの 出力瓦b(りを持ち， この関係式
は式 (11)， 式 (12)より式 (13)となる。 また， スプール
変位の目標値電圧にρj とスプール 変位X(S) の関係
は式 (14)となる。 式 (14)に於いて オブザーバ上に 設
定するシステム定数のノミナル値が実 際のシステム
定数と等しいときスプール変位xは式(15)となる。
ILI.r 
式 (6)および式 (11)をブロック線図で表すと図5と
なる。 図5においてオブザーバー部分に設定するシ
ステムのノミナル値は システムの実 際の定数と区
別するため， 記号に添字nが付してある。 推定結果
の九日付を式 (12)に従い電流次元に 換算して， 位置
偏差電圧の制御量に加え， ソレノイド駆動電流を補
更にオブザーバの観測時定数τが充分小さくτ=
Oと見なせるときは式(16)となる。
l 
M1S2+D1S+Kl 
im--…ir--H・H・--J
図5 外乱オブザーバ 図6 オブザーバを含む制御システム
1__ _ "  Mí"s2+ Ð1"s+ K1n " \ 
Eゅ(s) __ ， - . ， I Kif，.E'; (s) - _._，，_ =-: ，，_ --W Ex (s) 1 台 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (13)
Kifn(τs十1)
r-�'�' ，-，
KLn 
-.. ，-， I 
x(s) 
x(s) 
ιKPIDWA)-izf山)τS1"1 
s(Mli+DlS+Kl)ι(Mni+DlnS+Kln) 
+ +ιιιPID(s) τs+l ιn(τs+l) 
K�p?ID(s)ん(s)ー
ユモん(s)
- ・ (14)
τS十1 . ..・H・..………...・H・..…………………...・H・H・H・..…...・H・.. (15) 
M$+D1nS+K1n +�帥Kr.J(p?ID(s) 
ιmKJ>ID (s) v，.み)
x(s) = …...・H・..…...・H・H・H・..………………………...・H・..……・・ (16)
MnS2+D1nS+Kln+ι￡必PID(s)
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式(16)はオブザーバ上に 設定するノミナル値が実
際のシステムの定数値と等しく且つ， 観測時定数 τ=
Oと見なせる理想的状態では比例弁のスプールに加
わる外乱力þ�は 完全に補償 され， スプールの変位 x
に何ら影響しないことを 意味している。
更に， 実 際には非線形性を 含むソレノイドの電流・
推力係数 K�は関与せず， そのノミナル値 K�n に固
定した場合と同等になる事 も同時にあらわしている。
4. DSPによるオブザーパーの構成
近年，安価に供給 されるようになってきた DSP
を用いてオブザーバーを構成した。 デジタル処理に
よって， 任意のノミナル定数値を設定でき， 凡用性，
柔軟性があり， 温度， 経年による変化も少ないなど
の利点が考えられる。 本研究において使用した
DSP は Texas Instruments社の既製品IC 3X DSK J
である。 32bit浮動小数点演算のITMS 320C 31JDS 
p(l6) と14bit 2chAID コンバータ14bit 1chD/A コンパー
タを 内蔵したIT LC 32040JA IC がセット されたキッ
トである。 前述のとおりアナログ2入力. 1 出力を
必要とする今回の用途に丁度都合が良い。
外乱オブザーバのラプラス 変換式， 式 (13)をZ 変
換すると式 (17)となり更に逆Z 変換することにより
オブザーバの差分方程式として， 式 (18)を得る。 式
中Tはサンプリング周期である。 これを 式(19)のよ
うに係数を置き 変え， 整理して 表すと直ちに図7の
ような処理ダイヤグラム図が得られる。 (1同叫4
図において. ;z-1は1サンプリング時間の遅れを
表し. 0EÐは積及び和を 表している。 DSPでの処
理に適した積和計算で構成できる。
図7 処理ダイヤグラム
5. 実験結果
実 験装置は前掲の図3に外乱オブザーパのDSP
回路が追加 され， 比例ソレノイド駆動電流は位置偏
差電圧を P ID 増幅したものと， オブザーバで推定
した外乱力に対応する電流が加算 されたものとなる。
その他. DSP のホストとしてのパーソナルコ ン
ビュータ(SV II 265) と電圧計測， 処理 用の FFT
アナライザ(T R 9211 B). 目標値電圧用のファンク
ションジ ェネレータなどがセットになって装置を構
成している。
以下に主要な油圧機器の仕様とオブザーバに設定
したノミナル定数値を 記す。
Ml n. D1•及びK inは動特性の実 験とシミュレーショ
ンとの対応から求めた値であり， 他は メーカーのマ
ニュアル記載値である。
1 r M1n (z- l ) 2 � ， _ ， TT m 1 
E品(z)= 'm �- T;f，，\ __ __ ， ，� ， l "�l : .0.1 +D1n(z- 1) +K1nTzf Ex(z) …・・(17)
z(T+τ) 一τE; (z) KsnKLn { z (T+τ) ーτf l Tz TL/l '''' 1.1 '.L�ln
.L"'
J 
T M1n+D1nT十K1n'P 2M1n+D1nT 
eoin) = 一一- ejhj， exfHj+ exfhmlj 
T+τ K;s"KLnT(T + r) 
�' / 
K;snKLnT(T +τj 
A1，" て
“ 仰の十戸?仰-1) .......... . ........ (18) 
eob(n)=Aez(n) + Blex(n) + B2ex(n-l ) + B3ex(n・2) + Ceob(n・1 ) ……....・H・H・H・..…...・H・.....・H・.. (19) 
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油圧機器の仕様
バルブ定格
ポンプユニット
モータ
3 1.4Mpa， 20 ø Imin 
4Mpa， 50 ø Imin 
14Mpa， 10.3cc /rev 
ノミナル定数値
Ml n=0.000 1 N.sec 2 /mm 
D1 .=0.0 25 N ・sec/mm
K1.= 19. 2  
KLn=5.0 
N/mm 
V1mm 
Kim= 72 N /A 
図8に実 験結果の一例を示す。 スプール変位目標
値土0.005mm (p-p) (この目標振幅は定格ストロー
クの0. 5%に当たり 非常に微小である。 ) 1 Hz の三
角波信号に対するスプールの 出力 変位の追 従性を示
す。 オブザーバをO FFとした状態で， 定格ストロー
クの目標値振幅において適切な応答性を示すように
P IOの 各ゲイン， 電圧・電流 変換器ゲインを設定し，
目標値振幅のみを小 さくした状態が図中のíNo ob­
serve rJの曲線である。 十分追 従する 1Hz 程度に於
いても外乱力が大きく影響し この様な応答をする。
(注:供試バルブについての実 験結果であり， 全て
の比例弁について断定するものではない。 ) ここで
もし， 偏差アンプのゲインを上げればある程度の追
従性となるが， ストロークが大きくなれば今度は大
きなハンチングを生ずることになり実用性を欠く。
一方， 同図中íObse rverJの場合は， ゲイン等は
定格ストローク時の適正値のままであるが顕著な目
標値追従性の改善が見られる。 なお， 変 位の目標振
幅が大きくなるにつれ， オブザーバの効果は相対的
に小 さくなり， 定格ストロークの 10%程度以上では
ステップ応答の制動性が若干， 低下する以外ほとん
ど影響は見られない。 つまり， オブザーバON のま
まで全ストロークにおいて適切な目標値追従性が得
られる。
図9に同じ0. 5%の目標値振幅に於けるゲイン周
波数特性の実 験結果を示す。 オブザーバーの無い場
合， および オブザーバーが有りの場合で， その時定
数 τをパラ メータとして示してある。 同図より， 時
定数 τが小 さいことが広域部分まで有効であること
が分かる。 即ち τ=0;00 1sec 程度に選ぶことにより，
良好な低域特性と共に広域で素直な減衰特性が得ら
れ， この様な微小スプール振幅に於いても， この高
0.01 
所属訟を}Obs�er+= 
崩ノ 、町、
ιレ/ 又て 4 
/ 
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図8 三角波応答
10 
塁。
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\ 
3N尚一回H40N
-40 
0.6 25 
Frequency [及]
500 
図9 微小振幅時の周波数応答
速応答比例弁の定格振幅時と同等の応答帯域を得る
ことが可能である。(供試パルプの定格は:t 10%ス
トロークにおいて 80Hz である。 )
図 10に外乱入力の周波数に対するスプール出力 変
位のゲイン周波数特性のシミュレーション結果を示
す。 オブザーバが有る場合のゲイン即ち， スプール
変位/外乱力 を無い場合のゲインで割ることによっ
て縦軸を無次元化し， db 表示したものである。
図からオブザーバの観測時定数の大小による外乱
周波数に対する外乱を除去する効果が明確である。
τをO.OOlsec程度に選ぶことによって， 80Hz に於
いて， 外乱による振幅低下を， オブザーバがない場
合に比して- 20db， 即ち 1/ 10 程度に縮少 出来るこ
とを表している。 規則的な外乱力を与えることが不
可能なため実 験による確認は出来ないが， 先の図9
の広域部分でゲインの上昇が τに依存している結果
からもこのことが推察できる。
デジタル処理によるオブザーバは， アナログの偏
差電圧とスプール変位電圧をサンプリングタイムT
[sec J で標 本化し， 式 (18)に 従う積和演算を行い，
結果はO次ホールドを経てアナログ電圧で 出力して
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図10 τと外乱周波数の関係
いる。
本実験では， 制御システム全体としては前述の解
析のとおり連続線形系として取り扱っている。 従っ
て， その一部であるオブザーバの サンプリングタイ
ムを出来る限り短く選定し， 連続系とのマッチング
をはかるべきであると考える。
図IIには， 外乱除去特性に及ぼす サンプリング周
期T [sec J の影響をシミュレーションした一例を
示す。 その結果によれば T [sec J は0.001sec 程度
より短かければ100Hz 程度以下の実用帯域に於いて
は大きな差がないことが分かる。 従って， 差分演算
を行う上でA/D変換. D!A 変換の分解能や耐ノイズ
性を考慮すればT [sec J は0.001sec が適当であり且
つ充分と考えられる。
ちなみに， 本実験で使用したこの DSP では. 最
。
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町、3
LJ 
20 
ロ
'" 
に3
r�O.OOlsec 
• T�O目00001s8c
• T�0.0001s8c 
企 T�O.OOlsec
「id，‘ 
』
つ'ui o
y 
t--
pu nu nc unuA OLV VA nr 103 
図11 外乱除去とサンプリング周期
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図12 推定外乱力と速度
10 
高 40μsec 程度のサンプリング周期が得られる。
スプールが正弦波状に往復運動する場合の推定外
乱力þ�を， スプールの速度を横軸として記録した
結果を図1 2に示す。
弁単体を動かした場合， 及びバルブ 出力流量で油
圧モータを駆動した場合を重ねて記録している。 速
度信号のノイズが 多く， あまり明確ではないが， 駆
動方向によって非対称な摩擦特性と思われる形状と
負荷流量による外乱力増 加が認められる。
6 . 結び
これまで述べてきたように， 比例制御弁のスプー
ル位置制御系に. DSP によるデジタル外乱オブザー
パーを適用した結果， スプール位置 xの定常特性に
於いても応答特性に於いても改善 されることを確認
した。
また， オブザーバ観測時定数による制御性への影
響は解析的にも， 概念的にも予測 される結果と一致
することも確認した。 さらに 紙面の都合で詳細は
省略したが， システム定数のノミナル値を微調整し，
任意の値を与える実験が可能となり， その結果， ス
プール位置制御に対して支配的な要因を知ることが
出来た。
なお， この様な方法で得られる外乱力の推定結果
を詳細に観察することにより この種のスプールバ
ルブの 構造 設計上の知見が得られ， より高性能なバ
ルブの開発につながると思われる。
おわりに， 本研究は， 日本・ Texas Instruments社
の御好 意により. ["日本 T I DSP ユニパーシティプ
ログラム」の適用を受けíC 3X DSKJの提供を受け
て実施 されたことを記す。
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磁性流体の熱伝導率に関する研究
竹越 栄俊， 柴田 豊広ぺ平津 良男， 小坂 暁夫
A Study on Themal Conductivity of Magnetic Fluid 
Eisyun Takegoshi， Toyohiro Shibata， Y oshio Hirasawa， Akio Kosaka 
In this study， the thermal conductivity of magnetic fluids of kerosene base and water base was investigated in 
the change in volume企action of dispersed phase consisting of magnetite and surfactant. The thermal conductivity 
was measured by the transient hot wire method in the range of 5・550C. On the other hand， the three theoretical 
equations for the thermal conductivity of a mixture were calculated for the magnetic fluids and were compared 
with the experimental values. Consequent1y， the equation by the coating model of Kemer was nearest to the 
experimental values. 
Key words: Magnetic fluid， Thermal conductivity， Transient hot wire method， Thermal conductivity 
model 
1 . はしがき
強磁性体の微粉を液体中に分散 させた磁性流体は
磁気に反応する流体として注目 され， 回転軸シール，
ブレーキやクラッチ， あるいは回転レギュレータ等
への応用が考えられ， 特にマイクロマシン等への応
用が構造上有利であると考えられている。 磁性流体
の物理 ・ 化学的性質についてはかなり解明 されてい
るが， 熱伝導率については系統的研究がなされてい
ない。
本研究では， ケロシンベース及び水ベースのマグ
ネタイト系磁性流体について， 温度及びマグネタイ
ト微粉等の濃度を 変化 させて熱伝導率の実験を行い，
混合物の代表的な熱伝導率推算式であるKemerの式，
Euckenの式との比較を行った。
記 号
v 分散相の体積率
入 :熱伝導率
k 1 :熱伝導率比 (入 1 / 入c )
k 2 :熱伝導率比 (入2 / 入c )
添 字
1 :分散相1 (もしくはマグネタイト)
*愛知機械
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2 :分散相2 (もしくは界面活性剤)
c 連続相 (もしくはベース流体)
m 混合物 (もしくは磁性流体)
2 . 実験装置及び方法
図1は本研究における実験装 置の概略図である。
大きなデュワー瓶⑧ (内径1 20mm) の中に， 上部
の気密フランジ④からステンレス管⑥ (外径 25mm，
肉厚lmm) によって黄銅製の真 空容器⑩ (外径10 2
mm， 高 さ 285mm) が吊り下げられている。 デ、ユワー
瓶の中には氷 水が入れられ 真 空容器の表面温度を
OoCに保持できる。 一方， 真 空容器の中心部には，
銅製の試料容器⑨ (内径 33mm， 肉厚 2.5mm， 高 さ
110mm) が断熱台⑭の上に 置かれている。 試料容
器の外周にはヒータ線⑬が巻かれ， 直流PID制御に
より約OoCから数十℃まで任意に温度設定(変動値
0.0 20C以内) できる。
実験方法は真 空容器を排気し， 試料容器の周りの
ヒータに通電して目的とする温度を得る。 次いで非
定常熱線法を用い， 試料容器の中に設 置された白金
線(直径50μm) に通電して行った。 その装置の詳
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① To va叫um
② Thermocouple terminal 
③ Heater terminal 
④ Vacuum tlange 
⑤ Hot wire terminal 
⑥ Stainless pipe 
⑦Insulation回p
⑧ Dewarv田sel
⑨ Coolant 
⑩ Vacuum vessel 
⑪ Specimen vessel 
⑫ Thermocouple 
⑬ Heater wire 
⑭Insulation stand 
Fig. 1 Outline of measurement apparatus 
細は既に発表[IJしているのでここでは省略する。
なお， 水ベース磁性流体では少し導電性があったの
で， 電極及び白金線をエナ メル系のラッカーで薄く
塗装した。
3 . 実験試料
本研究では， 実験試料として ケロシンベース磁性
流体 (タイホー工業製， フエロコロイドHC ・50) 及
び水ベース磁性流体 (同W- 40) を用いた。 これは
ケロシン又は水中に， 分散質として数十nmのマグ
ネタイト ( Fe304) 微粉を分散 させたものである。
それぞれの密度はHC ・50ではρ= 1.3 9g/cm 3 ， W ・40で
はρ=1. 42g/cm3である。 この磁性流体の成分質量割
合(% ) を表1に示す。 ここで， オレイン酸及びド
デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム (以下SDBS
と命名)は， マグネタイトをベース流体中に分散 さ
せるための界面活性剤である。 本実験では表1の成
分の磁性流体原液， 並びにこれらをベース流体で希
釈した試料を用いた。 希釈するとき， ホモジナイザー
を用いて撹持した。 表2にこれらの試料のマグネタ
イトと界面活性剤の体積割合 (% ) を示す。 NO.5及
び、No.9の試料は原液で， その他が希釈した試料で
ある。 表2の体積割合は成分の真密度から計算によっ
て求めた。 そのとき， 7]<， マグネタイト及び オレイ
Table 1 Composition of magnetic fluid (mass %) 
Surfactant 
Oleic Sodium dodecyl-Base fluid Magnetite acid benzen-sulfonate 
Kerosene base 42 50 8 (HC-50) 
Waterbase 46 40 8 6 
(W-40) 
Table 2 Volume fraction of magnetite and surfactant 
in magnetic fluid 
Specimen Base fluid Magnetite Surfactant 
V1 (%) V2 (%) 
NO. 1 1.7 1.5 
No. 2 3.7 3.4 
NO. 3 Kerosene 6.2 5.7 
NO. 4 9.3 8.6 
NO. 5 13.5 12.4 
No. 6 2.1 4.4 
NO. 7 Water 4.5 9.6 
No. 8 7.4 15.8 
No.9 11.0 23.5 
ン酸の密度は文献より それぞれ1.00， 5.1 8， 0. 90g! 
cm3とし， また ケロシンは メーカのデータより0. 79g
/cm3とし， SDBSは不明であったので推測により
0.79g/cm3とした。 なお， 水ベース磁性流体では2
種の界面活性剤が使用 されているが， 表2の値はこ
れらの和を示している。
4 . 実験結果及び考察
この装置の精度を調べるために， 純水を用いて5-
550Cの範囲で予備実験をして文献値と比較したとこ
ろ， 士2%の誤差内に入った。 図2に磁性流体の 構
成液体であるベース流体及び界面活性剤の熱伝導率
の温度による 変化を示す。 水は正確な文献値がある
のでそれを示した。 ケロシン及び オレイン酸は測定
値を示すが， 温度上昇とともに僅かに減少する。 も
う一つの界面活性剤であるSDBSは試料が入手でき
なかったので， 測定していない。 なお， マグネタイ
トの熱伝導率は文献より5. 3 W/(m .K ) で温度によ
らず一定とした。 図3はNo.5とNo.9の試料の熱伝
導率と温度との関係を示す。 ケロシンベースの磁性
流体は温度上昇とともにλmは減少し， また水ベー
スの場合は逆に増大するが， いずれもベース流体の
熱伝導率の影響を強く受けている。
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Fig. 3 Change in thermal conductivity of magnetic fluids 
with temperature 
図4及び図5は分散質 (マグネタイトと界面活性
剤の和) の体積率と熱伝導率比との関係を示してい
る。 図のO印は実験値 実線はKemer[2Jまたは
Eucken[3Jの理論式から計算した値である。 理論式
は， いずれも連続相の中に球状の分散質が分散した
混合物の電気伝導率推算式を 熱伝導にアナロジし
たものである。 彼らはn相の分散質の場合について
理論式を求めているが ここでは簡単のために分散
質が2相の場合を考え， 図 6(a )に示すように一つ
の分散質の表面にもう一つの分散質がコーティング
された状態で分散している場合と， 同図(b )のよう
に二種の分散質が別々に分散している場合を考える。
Kemer (コーティング) の式が図 6(吋に対応し， そ
れを以下に示す。 この場合， 分散相2がコーティン
グ相である。
~一( l-V1-V2)+k1・v1・E1+k2吋Ez
(1 ) 
入 ( 1 - v1 -V2 ) + V1・E1+ v2'Ez 
2 
60 
ιJ 
'"'" 
、、
ぺ.E 1.5 
)) AUJu aしwaM papa vEVE ρMau nvnv adCM AUAU 勺LqL (( rn ahaしw nHLk v-Fiv OLWHM VRFE 一六， 
。
Fig.4 
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Fig. 6 Mixtured model of continuous phase and dispersed 
phase 
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E ， = ___ 
9k2 -l 一
(kρk2)αρ)+2{V/(V1 
Ez
- 3 (k1+2k2) 
(1+2k2)(k2+2) + 2{ V1/(V1 
また， Kerner (2分散質) の式とEucken (2分散質)
の式は図 6(b )に対応し， それぞれ以下に示す。
Kerner (2分散質)
~
一
(l-vcv2) + 3k1叫/(k1+2) + 3k2'v2/(k2+2) 
万 (1みl-vz)+3VI/(kl+2) +3vJ(K2+2)
(2) 
Eucken (2分散質)
^-m _ 2(1刊-V2) +k1(1+2v1) +k2(1+2v2) 
λc一 (2+V1+V2)+ k1(1-v1) +k2(1-V2) (3) 
本研究では， 分散質1としてマグネタイトを， 分散
質として界面活性剤を想定して計算した。 表1に示
したように水ベース磁性流体では界面活性剤として
2種類の 混合物を使用しているが， このうちSDBS
の熱伝導率が不明であるので， 計算ではこの2種の
混合した界面活性剤の熱伝導率としてオレイン酸の
値を用いた。
ケ口シン ベース磁性流体の場合， 図4に示したよ
うに分散質の体積率の増 加とともに入m /入cの実験
値は増大する。 各理論式の計算値も同様に体積率の
増 加で増大するが， Kerner (コーティング) の式が
実験値に近く， Euckenの式がいちばん離れている。
水ベースの場合では， 図5からわかるように実験値
は分散質の体 積率の増 加とともに減少する。 一方，
理論式を見ると3式の値は大きく異なり， Kerner 
(コーティング) の式が減少するのに対し， Eucken 
の式は増大し， Kerner (2分散質) の式はほとんど
変化しない。 このうち， Kerner (コーティング) の
式が実験値にいちばん近い値を示すが， それでも実
験値よりもかなり大きい。 これは計算において界面
活性剤の熱伝導率としてオレイン酸の熱伝導率を用
いたことと， もう一つはKerner (コーティング) の
式がかなり薄いコーティング相を想定した式である
のに対し， 本実験のコーティング相とした界面活性
剤が相当厚い層であることが原因と考えられる。
5. あとがき
マグネタイト系磁性流体の熱伝導率を測定したと
ころ， ケロシンベースの場合は分散質の体積率の増
加とともに増大し， また水ベースの場合は分散質の
体 積率の増 加で逆に減少し， 両者ともKerner (コー
ティング) の理論式が実験値と比較的良く一致した。
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Lim， Y. K. M. O. Is1am， K. B. A. 
pp. 13 9岨 142 ( 1 9 9 8) 
OCR文字認識 技術. 長谷博行:画像処理工学一
ハンドブック一 (谷口慶治監修，共立出版，東京)
pp.2 57 -270， pp.2 9 5-30 5 ( 1 9 9 9) 
UNIXを使ってみよう. 瀧田啓司，丸山博，
黒田靖子: ( 富山大 学生 協) pp. 1- 164 ( 1 9 9 9) 
Characterizations of 1anguage classes: Universa1 
grammars， Dyck reductions， and Homomorphisms， 
S. Hirose and S. Okawa: Words， Sequences， 
Languages: where Computer Science ， Bio1ogy 
and Linguistics Meet (Edited by Carlos Martin­
Vide: K1uwer Pub1ishing ， 
Bank E1m ed.: Cameron Second Tatsuyama: C. and Tambo 
3 .  Devices， Osaka， Japan March ( 1 99 8) 
The Ro1e of sr O Buffer Layer for the Growth of 
AU V且LH 
凸円
T
LU m凶a置 T
m U 03 6EL a T 
T. T. Substrate. Si (OOl) on Sr Ti03 
32. 
4 .  Nakamura， K. Maeda and C. 
5 .  
Semiconductor 
Surfaces， V1adivostok， Russia， Sep. ( 1 9 9 8) 
Theory of pump-probe spectroscopies for surface 
on Seminar Russia-Japan 
Mii: Takashi and Ueba Hiromu dynamics. 
Intemationa1 
33. 
and Surface on Symposium 
Interfaces， ( 1 9 9 8) 
diffraction The Netherlands) in ammomum of intensity 
domain 
X-Ray 34. 
press. Toshio 
Kikuta， R yusuke 
The fifth int疋mationa1 s戸nposium on ferroic do-
Shiozaki: 
structure. 
Yoichi and 
having 
Nozaki 
sa1t Rochelle 
原著論文
1 . ガスセンサ応答 信号における流体伝達場の線形
性 ， 広林茂樹， 小阪友裕， 木村春彦， 大薮多可
志， 電気学会論文誌， Vol. 1 1 8-E， No. 2: 106・
-28一
mains and mesoscopic structures， P A， USA Apr. 
( 1 9 9 8) 
1998� 1999年研究業績一覧
1 12 ( 1 9 9 8) 
2 . マルチセンサシステムによる室内空気汚染ガス
種の認知と 濃度 測定， 大薮多可志， 広林茂樹，
木村春彦， 電気学会論文誌， Vol. 1 1 8・E，No. 2: 
92- 9 9  ( 1 9 9 8) 
3 . 温度 ・湿度変化に対する酸化スズ系ガスセンサ
応答信号の モデル化 ， 広林茂樹， 坂森智， 木村
春彦， 大薮多可志， 電気学会論文誌， Vol. 1 1 8-
E， No. 5: 2 60-2 65 ( 19 98) 
4 .  MG T Pによる 仮説推論の改善案， 川岸武士， 木
村春彦， 広瀬貞樹， 広林茂樹， 電子情報通信学
会 論 文 誌， Vol. J 8 1心・II， No. 6: 1 4 60・ 14 64
( 1 9 9 8) 
5 . プロダクションシステムを用いた 室内環境汚染
ガスの検知システム， 広林茂樹， 木村春彦， 南
保英孝， 坂森智， 大薮多可志， 計測自動制御学
会論文集， Vol. 34， NO.8: 9 13・ 92 1 ( 1 9 9 8) 
6 . 命題論理の 仮説推論に対する問題分割 法の実行
時 間予測， 木村春彦， 出山敦祥， 広瀬貞樹， 広
林茂樹， 電子情報通信学会論文誌， Vol. J 8 1-A. 
No. 9: 12 97- 130 1 ( 1 9 9 8) 
7 . パワーエンベロープ伝達関数の逆 フィルタ処理
による 残響 音声の 音源波形回 復， 広林茂樹， 野
村博昭， 小池恒彦， 東山三樹夫， 電子情報通信
学会論文誌， Vol. J 8 1-A， No. 10: 1323・ 1330
( 1 9 9 8) 
8 . ケプストラム処理による室内ガス発生事象信号
の 復元， 広林茂樹， 木村春彦， 東山三樹夫， 大
薮多可志， 電子情報通信学会論文誌， Vol. J 8 1・
A， No. 1 1: 1 600- 1 6 10 ( 1 99 8) 
9 .  Step Converage of Molybdenum Silicide 
Suputtering Films Investigated by Monte Carlo 
Method， T. Yoshizawa， T. Yamazaki， T. 
Yamabuchi， N. Nakatani， J. Yuhara， K. Morita， 
Jpn. J. Appl. Phys.， Vol. 37， part 1， No. 1 1: 
5 95 6・5 9 60 ( 1 9 9 8) 
10. Outputs of plural tin oxide gas sensors for com­
pound gaseous indoor-air pollutants， T. Oyabu， T. 
Onodera， S. Hirobayashi， H. Kimura， 電気学会
論文誌， Vol. 1 1 8・E，No. 12: 572・577 ( 1 9 9 8) 
1 1. Bidirectional Syndrome Decoding for Binary 
Rate (n・ 1)/n Convolutional Codes， M. Tajima， K. 
Takida， Z. Kawasaki， IEICE Trans. 
29 
Fundamentals， Vol.E 8 1-A， No.3: 5 10δ 13 ( 1 9 9 8) 
12. 日本語会話文における談話構造の決定方式， 松
井達則， 瀧田啓司， 田島正登， 河崎善司郎， 電
子 情 報 通 信 学会論文誌， Vol.リ.J 8剖lト-D-II， NO.2 
455- 45 8 (1 9 9 8) 
13. 新しいロバストな2次識別関数， 酒井 充， 米田
政明， 長谷博行， 丸山博， 電子情報通信学会論
文誌(A)， Vol.J 8 1-A， NO.1 1: 1 61 9- 1 623 ( 1 9 9 8) 
14. 1画素 マッチング処理とベクトルメディアン フィ
ルタを用いた 高精度 オプpテイカルフロ のー効率
的推定，石川 哲， 米国政明， 長谷博行， 酒井 充，
画像電子学会誌， Vo1.27， NO.6: 83 1・ 83 9 ( 1 9 9 8) 
15. MGTPによる 仮説推論の 改善案， J 11岸， 木村，
広瀬 ， 広林 :電子情報通信学会論文誌， Vol. 
J 8 1・D-II， NO.6: 1 4 60- 1 4 64 ( 1 9 9 8) 
1 6. lIf fluctuation in the "Game of Life" ， S. Ninag 
awa， 恥L Yoneda， S. Hirose : Physica D， Vol. 
1 1 8， NO.l・2: 49-52 ( 1 9 9 8) 
17. プロダクションシステムの 高 コストルール対処
法 一属性値管理一， 南保， 木村， 広瀬:人工
知能学会誌， Vo1.l3， No.4: 644・ 651 ( 1 9 9 8) 
1 8. 命題論理の 仮説推論に対する問題分割 法の実行
時 間予測， 木村， 出山， 広瀬， 広林: 電子情報
通信学会論文誌， Vol.J 8 1-A， NO.9: 12 97・ 130 1
( 1 99 8). 
1 9. 高次αメ モリを導入した直接条件照合 アルゴリ
ズム， 林貴宏， 木村春彦， 広瀬貞樹， 広林茂樹，
人工知能学会誌， Vol. 1 4， No. 1: 1 6 6- 173 ( 1 9 9 9) 
20. 近似逆フィルタを用いた人 間活動量の抽出， 広
林茂樹， 山碕雅和， 木村春彦， 大薮多可志， 計
測自動制御学会論文集，Vol. 35， No. 1: 150・ 152
( 1 9 9 9) 
2 1. プロダクションシステムの た めの ベリ フィケー
ションシステムの構築， 木村春彦， 伊之井 清孝，
広瀬貞樹， 三浦政和， 広林茂樹， 人工知能学会
誌， Vol. 14， No. 2: 35 9・3 65 (1 9 9 9) 
22. Detection of human activities by inverse filtration 
of gas sensor response; S. Hirobayashi， H. 
Kimura， T. Oyabu， Sensors and Actuators B， 
Vol: 5 6: 144・ 150 ( 1 9 9 9) 
23. 条件照合 アルゴリズムの 動的切り替えによる プ
ロダクションシステムの高速化， 林貴宏， 木村
春彦， 広瀬貞樹， 南保英孝， 広林茂樹， 人工知
富山大学工学部紀要第51巻 2000 
能学会誌， Vol. 14， No. 4: 62 6- 635 ( 1 9 9 9) 
24. ガスセンサの 単一ガス対数特性を拡張した複合
ガスの 濃度推定， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉沢寿
夫電気学会論文誌， Vol. 1 1 9-E， No. 7: 3 90・3 95
( 1 9 9 9) 
25. Dynamic model to estimate the dependence of 
gas sensor characteristics on temperature and hu­
midity in environment， S. Hirobayashi， H. 
Kimura， T. Oyabu， Sensors and Actuators B， vol. 
60: 7 8・ 82 ( 1 9 9 9) 
2 6. ガスセンサを用いた光環境下における Epipremn
um aureumの ホルム アルデ ヒド浄化率 の 導出，
小野寺武， 広林茂樹， 木村春彦，大薮多可志， 電
気学会論文誌， Vol. 1 1 9占， No. 1 1: 532・537
( 1 9 9 9) 
27. Comments on Simplification of the BCJR 
Algorithm Using the Bidirectional Viterbi 
Algorithm， M. Tajima， K. Takida and Z. 
Kawasaki， IEICE Trans. Fundamentals， 採録決
定 ( 1 9 9 9)
2 8. オプテイカル フロー法による 移動物体を含んだ
画像からの 奥行き情報の 推定， 石 川 哲， 米田政
明 ， 長谷博行， 酒 井 充， 画像電子学会誌，
Vo1.2 8， NO.l: 4 8・55 ( 1 9 9 9) 
2 9. 固有値の 偏り補正に基づく2次識別関数， 酒井
充， 米国政明， 長谷博行， 丸山博， 直江美知子，
電子情報通信学会論文誌のーII)， Vol.J 82-D-II， 
No.4: 63 1・ 640 ( 1 9 9 9)
30. 高次αメモリを導入した 直接条件照合 アルゴリ
ズム， 林， 木村， 広瀬， 広林:人工知能学会誌，
Vo1.l4， No.l: 1 6 6・ 173 ( 1 9 9 9). 
3 1. プロダクションシステムのた めの ベリ フィ ケー
ションシステムの 構築， 木村， 伊之井， 広瀬，
三浦， 広林 : 人工知能学会誌， Vo1.l4， NO.2: 
1 6 1・ 1 67 ( 1 9 99) 
32. 推論 パスネットワークによる 仮説推論の 高速矛
盾処理， 木村， 広瀬， 南保:電子情報通信学会
論文誌， Vol.J 82・D・U， NO.3: 474・4 82 ( 1 9 9 9) 
33. 条件照合 アルゴリズムの動的切り替えによる プ
ロダクションシステムの 高速化， 林， 木村， 広
瀬 ， 南保， 広林 :人工知能学会誌， Vo1.l4， 
No.4: 62 6- 635 ( 1 9 9 9) 
34. K 1 CK- S HOTGANとKICK-HOP
Eの実行比較， 出山， 木村， 泉， 広瀬 :人工知
能学会誌， Vo1. l4， No.4: 733幽742 ( 1 9 9 9) 
35. 条件照合 アルゴリズムの 動的双方向切り替えを
導入した 高速プロダクションシステム ， 南保，
木村， 広瀬 :電子情報通信学会論文誌， Vol. 
J 82-D-I， No. 9: 1 1 9ト 120 1 ( 1 9 9 9) 
3 6， A proposal to reduce cumulative reasoning time 
in hypothetical reasoning， H. Nobata， H. Kimura 
and S. Hirose: Systems and Computers in Japan， 
Vo1.30， NO. 12: 63-7 1 ( 1 9 99). 
37. Homomorphic characterizations of recursively 
enumerable languages with very small language 
classes， S. Okawa and S. Hirose: Theoretical 
Computer Science， in press. 
その他の論文
1 . アンモニ アおよびホルム アルデ ヒドに対する観
葉植物の応答特性， 小 野 寺武， 広林茂樹， 木村
春彦， 大薮多可志， 化学センサ研究会，vol. 14， 
supplement A: 1 65- 1 6 8  ( 19 9 8) 
2 . 遺伝的 アルゴリズムによる マルチガスセンサ応
答の特徴抽出， 西川龍彦， 南保英孝， 広 林茂樹，
木村春彦， 大薮多可志， 第 7回ファジィ学会北
信 越支部 ファジィシンポジウム講演論文集: 1・
4， (1 9 9 8) 
3 . ガスセンサ出力の 日周変動特性による 住環境情
報の抽出，中本義徳， 南保英孝， 広林茂樹， 木村
春彦，大薮多可志， 電気学会，化学センサシス
テム 研究会，CS- 9 8-4 9: 7・ 12 ( 1 9 9 8) 
4. 植物の 空気 清浄機能の評価， 小 野 寺武， 広林茂
樹， 木村春彦， 大薮多可志， 電気学会， 化学セ
ンサシステム 研究会，CS- 9 8・53: 3 1・3 6 (1 9 9 8) 
5. 遺伝子 アルゴリズムによる マルチガスセンサ応
答の 特徴抽出，西 川龍彦， 南保英孝， 広林茂樹，
木村春彦，大薮多可志， 電気学会，化学センサ
システム 研究会，CS- 9 8・ 65: 97司102 ( 1 99 8) 
6 . カラー文書画像中の 文字列 領域抽出の ための 領
域分割方式， 長谷博行， 丸山博， 松 下靖征， 米
田 政明， 酒井充， 信学技報， PRMU 97・2 17: 1・ 8
( 19 9 8) 
7 . 多次元で有効な新しい2次識別関数， 酒井 充，
米国政明， 長谷博行， 丸山博， 直江美知子， 信
学技報， PR MU 9 8-43: 45・52 ( 1 99 8) 
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8 . ライフゲームの挙動における セ ル数依存性， 幡
川繁， 米国政明， 広瀬貞樹， 信学 技報， NL P 9 8・
5 8: 1- 6 ( 1 9 9 8) 
9 . マルチガスセンサとプロダクションシステムを
用いた 室内空気汚染ガスの検知 システ ム， 生田
成秋， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉沢寿夫， 第四回
シ ミュレーション ・テクノロジー・コン ファレ
ンス : 2 1・24 ( 1 9 9 9) 
10. パワーエンベロープに着目した 残響 音声の回復，
高塚徹， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉沢寿夫， 第 1 8
回シ ミュレーショ ン・テクノロジー・コン ファ
レンス : 225・22 8 ( 1 9 9 9) 
1 1. ケプストラム処理による 室内ガス発生事象信号
の 復元， 松 本克裕， 広林茂樹， 山淵龍夫， 吉沢
寿夫， 第四回シミュレーション・テクノロジー・
コン ファレンス: 22 9-232 ( 1 9 9 9) 
12. マスク パタ ーンの 熱応力変形の有限要素法 解析
その2， 園田 敦，大滝竜馬，山淵龍夫，吉沢寿
夫，山崎登志成， 広林茂樹，中谷訓幸， 第 20回計
算電気 ・電子工学シンポジウム: 53・5 6 ( 1 9 9 9) 
13. 帯域分割 を応用した パワーエンベロープ残響抑
圧 処理の 改善効果， 高塚徹， 広林茂樹，山淵龍
夫，吉沢寿夫， 第 20回計算電気 ・電子工学 シン
ポジウム: 57・ 60 ( 1 9 9 9) 
14. カラー画像中の文字列 抽出， 長谷博行， 篠川 敏
行， 米田政明， 酒 井 充， 丸山博， 信学 技報 ，
PR MU 9 9・32: 17・24 ( 1 9 9 9) 
15. 固有値を二重に補正した共分散行列を用いた2
次識別関数， 酒井 充， 米国政明， 長谷博行， 丸
山博，信学 技報， PRMU 9 9・30: 1・ 8 ( 1 9 9 9) 
1 6. 地域I X構築及び アプリ ケーションイン フラ技
術の 研究， 安宅彰隆， 黒田卓， 米田政明， 小杉
正 貴， 中川郁夫， 河崎 哲男， 情報知 識学会， 第
7回研究報告会 ( 1 9 9 9)
国際学会
1 .  Modelization of gas sensor response to the tem­
pera制re and humidity， H. Nambo， S. 
Hirobayashi， H. Kimura， T. Oyabu， CI MTEC' 9 8， 
日orence，Italy ( 1 9 9 8) 
2 .  Relation between ∞tput of gas sensor and indoor 
thermal index， T. Oyabu， H. Nambo， S. 
Hirobayashi， T. Nishikawa， T. Katsube， 
CI M TEC' 9 8， Florençe， Italy ( 1 9 9 8) 
3 .  Approximat怠linear scheme for analyzing gas 
sensor responses of flow fields， S. Hirobayashi， 
H. Nambo， H. Kimura， T. Oyabu， CI MTEC' 98， 
( World Ceramics Congress and. Forum on New 
Materials)， Florence， Italy ( 1 9 9 8) 
4 .  Model of tin-oxide gas sensor response to tem噸
pera旬re and humidity changes， S. Hirobayashi， 
H. Nambo， H. Kimura， T. Oyabu， Technical 
Digest of The 7th Intemational Meeting on 
Chemical Sensors: 440-442， Beijing， China 
( 1 9 9 8) 
5 .  Detection of gaseous indoor�air pollutants using 
multi gas sensor system and a production system， 
H. Nambo， S. Hirobayashi， H. Kimura， T. 
Oyabu， Technical Digest of The 7也Intemational
Meeting on Chemical Sensors: 1 8 1・ 1 83， B吋mg，
China ( 1 9 9 8) 
6 .  Source waveform recovery using power envelope 
inverse filtering， H. Nomura， S. Hirobayashi， T. 
Koike， M. Tohyama， 8th IEEE Digital Signal 
Processing Workshop， 1 6 1 (CDR O M)， Bryce 
Canyon， Utah， USA ( 1 9 9 8) 
7 .  Response characteristics of foliage plant to in­
door aiトpollutant， T. Onodera， S. Hirobayashi， H. 
Kimura， T. Oyabu， 4 9th Annual Meeting of 
Intemational Society of Electrochemis住y: 8 9 6  
Kitakyushu， Japan (1 9 9 8) 
8 .  Dereverberation of speech by power envelope in­
verse filtering and pitch emphasis processing， M. 
Yam但aki， S. Hirobayashi， H. Kimura， M. 
Tohyama， Proceedings of Institute of Acoustics 
vol. 20 part. 5: 23 1・23 8， Windermere， Britain 
( 1 9 9 8) 
9 .  Symbol Reliability Estimation Using the 
Bidirectional Viterbi Algorithm for Continuous 
Da句， M. T勾ima，A. Hatano， K. Takida and Z. 
Kawasaki， 1 9 9 8  Intemational Symposium on 
Information Theory and its Applications: 65 1・ 654
( 1 9 9 8) 
10. Symbol Reliability Estimation Using the 
Bidirectional Viterbi Algorithm with a Code 
Trellis and a Syndrome Trellis for QLI Codes， 
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Kawasaki， 1 9 9 8  Takida and Z. K. M. Tajima， 
マルチモーダル情報工学大講座
吉雄雄司隆志賢芳秀政
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宮 腰
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嶋
田
教 授
教 授
助教授
助教授
助 手
技 官
Information on Symposium Intemational IEEE 
Theory: 204 ( 1 9 9 8) 
Language 
Manipulations for Natural Language Application 
Kawasaki， K. Takida， 
Structure Sentence and 恥10del1 1. 
Systems， 
Tajima，Ne MLa P3/CoNLL 9 8  Workshop on Human 
恥1.and Z. 
篤
著
書
computer Conversation， ACL: 2 8 1-2 8 6  ( 1 9 9 8) 
robust quadratic discriminant function， 
M.Sakai， M.Yoneda， and H.Hase， Proceedings of 
14出 Intemational Conference 
new A 12. 
3次元コンビュータ・アニメーションの原理一一
3Dコンビュータグラフィックスによるモデリ
増補 改
Pattem on the 
トッノ1ン: 2 9 9p 
ング、 レンダリング、 アニメーション
訂版， 袋谷賢吉， 大久保篤志，
(1 9 9 9) 
Recognition， Brisbane， Australia: 9 9・ 102 ( 1 9 9 8) 
segmentat lOn 
合om a color document， H. Hase， H. Maruyama， Y. 
Matsushita， M. Yoneda， M. Sakai， Proceedings of 
areas character extract to Color 13. 
Multi-on Conference Intemational Second the 
原著論文
濃霧中における色光の視認特性に関する研究.
高松衛， 中嶋芳雄， 堀田裕弘， 西塚典生: 電気
学会論文昔、A， Vo1. 1 1 8・A，No. 6: 74 5・74 6 ( 19 9 8) 
1II-42-4 6 China: Kong， Interface，Hong modal 
( 1 9 9 9) 
a color docu-
ment， H. Hase， T.Shinokawa， M.Yoneda， M.Sakai， 
H. Maruyama， Proceedings of the 5th Intemational 
from extract lOn ob n
・1vi t C3 Character 14. 
単色刺激における色彩感性値の推定と解析. 堀
田裕弘， 神田明典， 村井忠邦， 中嶋芳雄: 映像
情報メ ディ ア学会誌， Vo1. 52， 
( 1 9 9 8) 
濃霧による色光の明るさ知覚への影響. 高松衛，
中嶋芳雄， 飯塚昌之: 眼光学学会誌， Vo 1.1 9， 
542- 5 53 No.4: 
2 .  
3 .  
Analysis 
Recognition， Bangalore，India: 7 5-7 8 ( 1 9 9 9) 
Character Extraction from Noisy Background for 
Old Handwriting Manuscripts， H.Negishi， J.Kato， 
H.Hase， T.Watanabe， Proceedings of the 5th 
Intemational Conference on Document Analysis 
and Document on Conference 
1 5. 
of Estimation 
No.3: 94-97 ( 1 9 9 8) 
Quantitative 
Digital Images 
Modification 
and Deterioration 4 .  
143・ 14 6，India: 
(1 9 9 9) 
Real-time Snowfall Noise Elimination 
Bangalore， Recognition， and 
by Caused Reconstructed H. Hase， 
K. Miyake， M. Y oneda， Proceedings of the 5th 
Intemational Conference 
1 6. 
of DC T& of Part and Removal 
Transform Orthogonal 
Techniques. M. Iizuka， M. Kitamura， 
Nakashima: Joumal of Signal Processing， Vo1.3， 
y. 
m Coefficients D WT Processing， Image 
Kobe， Japan，: 2 6A P5.3 ( 1 9 9 9) 
Homomorphic characterizations 
on 
No.1: 6 9・7 6 ( 1 9 9 9) 
微小視角における色覚特性一光源色による一.
中嶋芳雄， 山内直幸， 堀田裕弘， 飯塚昌之， 吉
原紳:日本眼光学学会誌， Vo1.20， No. 1: 7・10
of poly-slender 
context-企ee languages， S. Okawa， S. Hirose and 
17. 
5 .  and Automata 
Formal Languages， Hungary， August ( 1 9 9 9). 
on Conference Domosi: 9th P. 
( 1 9 9 9) 
濃霧環境下における視覚特性に関する研究. 高
松衛， 中嶋芳雄， 堀田裕 弘， 袋谷 賢吉 : 電気学
会 論文誌 A， Vol.l 1 9・A， No. 10: 
6 .  
1203- 120 8 
( 1 9 9 9) 
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7 . 濃霧環境下における物体色 の知覚色評価 . 中嶋
芳雄， 高松衛， 飯塚昌之:電気学会論文誌 A，
Vol.l 1 9・A，No. lO: 12 6 1・ 12 62 ( 1 9 99) 
8 . マンセル表色系を用いた 濃霧中での物体色 の見
え方評価. 中嶋芳雄， 高松衛:日本眼光学学会
誌， Vo1.20， No.3 ( 1 9 9 9) (in press) 
9 . 濃霧中 における物体色 に対する色 知覚 . 高松衛，
中嶋芳雄， 飯塚昌之， 吉原紳:日本色彩学会誌，
Vo1.23， No.4 ( 1 9 9 9) (in press) 
10. ソウギョの網膜S電位 の スペクトル応答特性，
古瀬正浩，大久保篤志，三日市政司，袋谷賢吉，
日 本 水 産 学 会 誌 ， Vo1 65， No. 6: 1 103・ 1 10 4
( 1 9 9 9) 
1 1. フリッカ一光刺激 に対する ヒラメ初situ網膜S
電位 の スペクトル応答特性，古瀬正浩，袋谷賢
吉， 日本水産学会誌， Vo1. 65 ， No. 6: 107 1・ 107 9
( 1 9 9 9) 
12. アユ の網膜S電位 の スペクトル応答特性，古瀬
正浩，三日市政司，袋谷賢吉， 日本水産学会誌，
Vo1. 65， No.5: 903- 90 4 ( 1 9 9 9) 
13. ヒ ラメの網膜S電位 の スペクトル応答特性，古
瀬正浩， 五味正揮， 沼田智幸，袋谷賢吉， 日本
水産学会誌， Vo1. 65， No.5: 90 1- 902 ( 1 9 99) 
その他の論文
1 . 五目並べプログラムの基礎研究. 松田秀雄， 揮
柳一美， 宮腰隆， 山淵龍夫， 中嶋芳雄:富 山大
学工学部紀要， Vo1. 4 9: 33- 4 1 ( 19 9 8) 
2 . 目と色を見る仕組み . 中嶋芳雄， 高松衛:季刊
TKS， No.53: 3- 8 ( 1 9 9 8) 
3 . 囲碁画像認識 プログラムの作成. 松田秀雄， 越
田陽一， 中嶋芳雄， 宮腰隆:富 山大学工学部紀
要， Vo1.50: 23-27 ( 1 999) 
4 . 電気 的モデルによる DNAモーター の計算機 シ
ミュレー ション. 宮腰隆， 越田陽一， 畠 山豊正，
松田秀雄， 中嶋芳雄:電子情報通信学会技術研
究報告， MBE 9 9・5， Vo1. 9 9， No. 82: 27幽3 4 ( 1 9 9 9) 
国際学会
1 .  Intensity of Exercise When Playing Gol王
S.Yoshihara， T.Hasegawa， S.F可ita， Y. 
Nakashima， H.Aoyama: Proceedings of the 4th 
Anuual Congress of the European College of 
Sport Science: 6 1 1  (1 99 9) 
メディア情報工学大講座
教 授 川 田 勉
助教授 田 島 正 登
助 手 加 藤 ジェー ン
技 官
黒 田 靖 子
著書
1. UN 1 Xを使ってみよう. 瀧田啓司，丸山博，
黒田靖子:(富 山大学生協) pp.l- 1 64 ( 1 9 9 9) 
原著論文
1 .  Current-Vortex Filament and Soliton剛Like Waves 
in Weakly Ionized Plasmas. T. Kawata， 1. Sakai， 
and 1. Igarashi: 1. Phys. Soc. Japan， Vo1. 67: 
8 42- 8 4 9  ( 1 9 9 8) 
2 . 仮想実感 における共感覚 に基づく力覚表現 の基
礎検討 . 郭立新， 中 山剛， 北林行雄， } 11田勉:
電子情報通信学会論文誌 D・11， Vol.J 8 1・D・11:
237 6-23 8 4  ( 1 9 9 8) 
3 .  Propagation Speed of a Magnetic Flux Tube 
Soliton with Electric Current. J. Sakai ， 1. 
Igarashi， and T. Kawata: Solar Phys.， Vo1. l 8 1  : 
13・2 1 ( 1 9 9 8) 
4 .  日本語会話文における談話構造の決定方式. 松
井達QIj， 瀧田啓司， 田島正登， 河崎善司郎:電
子情報通 信 学 会 論文 誌， Vol.J 8 1・D-II， No.2: 
455-45 8 ( 1 9 9 8) 
5 .  Bidirectional Syndrome Decoding for Binary 
Rate (n-l)/n Convolutional Codes. M. Tajima， K. 
Takida and Z. Kawasaki: IEICE Trans. 
Fundamentals， Vo1.E 8トA，No.3: 5 10・5 13 ( 1 9 9 8) 
6 . 音節列中 の姓 の聴取率と姓 の親近度との関係の
聴取実験 による定量化. 北林行雄， 中 山剛， 郭
立新， 川田勉:電子情報通信学会論文誌 D -II，
Vol.J 82・D-II: 1 17- 12 6 ( 1 9 9 9) 
7 .  Comments on Simplification of the BCJR 
Algorithm Using the Bidirectional Viterbi 
Algorithm. M. Tajima， K. Takida and Z. 
Kawasaki: IEICE Trans.Fundamentals， Vo1.E 82・
A， No.lO: 230 6・23 10 ( 1 99 9) 
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1 . 牛骨 の疲労強度並びにき裂進展特性に及ぼす負
荷応力比の影響石原外美， 五嶋孝仁，永森治 :
日本機械学会論文集(A編)， 6 4巻 6 1 9号: 83 1・ 83 8
( 1 9 9 8) 
2 . 超硬合金の微小疲労き裂進展特性に及ぼす応力
比の影響. 石原外美， 五嶋孝仁，足立晃一，吉本
隆志:日本機械学会論文集(A編)， 64巻 62 4号:
2 1 45・2 15 1 ( 199 8) 
3 .  TiN含有率 の異なるサ ーメットにおける繰返し
熱衝撃下 のき裂進展挙動. 吉本隆志，石原外美，
五嶋孝仁: 日本機械学会論文集(A編)， 6 4巻 625
号: 2353-23 60 ( 1 9 9 8) 
Effect of Microstructure on Creep and Creep­
Fatigue Behavior in Ti・ 6Al-4V Alloy at Elevated 
Temperature. S. Nishino， K. Shiozawa and Y. 
Aikawa: Materials Science Research Intemational， 
2000 富山大学工学部紀要第51巻
the 
Algorithm 
Trellis and a Syndrome Trellis for QLI Codes. 
M. Tajima， K. Takida and Z. Kawasaki: Proc. of 
1 9 9 8  IEEE Intemational 
Using 
with a Code 
Estimation 
ザ
一 訓
・・1
・』
'l
e 
・ι1
4EL
3・
1
Mv e R 
国際会議
1 .  Symbol 
Bidirectional 
on 
Using 
Continuous 
the 
Symposiurn 
Information Theory: 20 4 ( 1 9 9 8) 
Reliability Estimation 
Viterbi Algorithm 
Data. M. Tajima， A. Hatano， K. Takida and Z. 
Proc. of 1 9 98 
for 
Symbol 
Bidirectional 
2 .  
4 .  
Intemational 
Symposiurn 
Applications: 65 1- 65 4 ( 1 9 9 8) 
Simulation on Collision between a Magnetic Flux 
Tube and Shock Wavesin SolarPlasmas. J. Sakai， 
ltS and Theory Information on 
Kawasaki: 
3 .  
Hurusawa and N. Yoshida， K. Kawata， K. T. 
JSMS， Vo1. 4， No.3: 20 6-2 1 1  ( 1 9 9 8) 
5 .  β型チタン合金の内部疲労き裂発生挙動に及ぼ
す応力比の影響. 塩津和章， 黒田泰嗣， 西野精
一 :日本機械学会論文集A編， 6 4巻， 62 6号:
252 8圃2535 ( 1 9 9 8) 
6. プラズ マ利 用複合表面処理工具鋼(SKD 6 1)の疲
労強度と内部き裂進展特性. 塩津和章，大 谷利
宏，西野精一，岡根正 樹， 河村新吾，長縄毅 :日
本機械学会論文集， A編， 6 4巻， 62 8号: 3050・
3057 ( 1 9 9 8). 
7 . 電子ビーム溶融法でCuを添加した AI-Mg合金材
の機械 的 性質および耐食性. 坂本佳紀，渋田知
昌，佐貫須美子，前健彦，能登谷久公，新井甲ー :
日本金属学会誌， Vo1. 62， NO.2: 1 8ト 18 8 ( 1 9 9 8) 
8. 赤外線温度計測によるドリル摩耗量の予測. 孫
繋明，能登谷久公，山田茂， 高野登，大山達雄，
佃 市 三 :軽金属 ， Vo1. 4 8， NO.3 号 : 1 1 8・ 122
( 1 9 9 8) 
Al・ 17%Si合金 T 6材の穴あけ特性に及ぼすドリ
ル形状の影響. 孫繁明，能登谷久公，山田 茂， 高
野登，大山達雄，佃市三，軽金属: Vo1.4 8， NO.5 : 
222・227 ( 1 9 9 8) 
10. 電子ビーム溶融法でNiを添 加した Al・ Mg合金材
の機械的 性質および耐食性 . 坂本住紀，前健彦，
佐貫須美子，能登谷久公，新井甲ー :日本金属
学会誌， Vo1. 62， Noふ3 6-443 ( 19 9 8) 
9 .  
on Conference 
機械知能システム工学科
Computer Physics (ICC P5): 1・2 ( 1 99 9) 
設計生産工学大講座
石山高
intemational 
公司章
仁美茂夫
登樹夫能雄
雄信
久賢
和
孝外
則精
正
哲理和
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田辻
野野根
能登谷
松 木
塩 津
嶋
原
田水谷山
Proc.5-th 
五
西高岡
曾清室
大友
Cramer: 
教 授
教
授
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教
授
講 師
助 手
助 手
助
手
助 手
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技 官
技
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著書(分担執筆)
1. 押出し関係 ， 高辻則夫，塑性 加工 用語辞典(日
本塑性 加工学会編， コロナ社)， 1 9 9 8. 
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1 1. Solid Solubility of Carbon in Copper during 
Mechanical Alloying. S. Saji， T. Kadokura， H. 
Anada， H. Notoya， N. Takano: Materials 
Transactions， JIM， Vo1.3 9， NO.7: 77 8-7 8 1 ( 1 9 9 8) 
12. 202 4AI-3Fe・5Ni P!M合金 押出し材の機械的 性質
に及ぼす加工 熱処理の影響. 松 木賢司， 北野亮
一， 時津貢， 曾田 哲夫， 横手隆昌， 楠井潤， 横
江一彦:塑性と加工， Vo1.3 9， No. 4 4 6: 23 1-23 6， 
( 1 9 9 8) 
13. Effect of Si Content on Surface Quality of 
Extruded AI-Mg2Si System Alloys. T. Takai， N. 
Takatsuji， K. Matsuki， M. Tokizawa， K. 
Murotani: Materials Sci. and Tech.， Vo1. 15， 
No. 10: 32 8・332 ( 1 9 9 8) 
1 4. 幅広板材の拡大 押出しにおける メタルフロ .ー
今村吉延， 高辻則夫， 松 木賢司， 時津貢， 室谷
和雄， 丸山弘晃:塑性と加工， Vo1.3 9， No. 45 4: 
1 150- 1 15 4  ( 1 9 9 8) 
15. 3%Fe， 5%Ni添加202 4 アルミニウム 合金 MA材
の ミク口組織と機械 的 性質 . 松木賢司， 恵利有
司， 曾田哲夫， 高辻則夫， 楠井潤， 村上 哲:軽
金属， Vo1.4 8， No. 12: 62 9- 63 4 (1 9 9 8) 
1 6. Crack Propagation Behavior of Cermets and 
Cemented Carbides under Repeated Thermal 
Shocks by the Improved Quench Test. S. 
Ishihara， T. Goshima， K. Nomura and T. 
Yoshimoto: J. Materials Science Vol. 3 4: 62 9-
63 6 ( 1 9 9 9) 
17. 一方向CFR P積層板の Mode Iお よび、Mode 11層
間破壊靭 性値に及ぼす環境温度の影響. 清水理
能 ，足立忠晴，荒井政大，中原拓也，松 本浩之:
日本機械学会論文集(A編) Vo1. 65， No. 630: 2 82幽
2 86 ( 1 9 9 9) 
1 8. A coaxing effect in the small fatigue crack 
growth regime. S. Ishihara， A. 1. McEvily: 
Scripta Materialia Vol. 40: 6 17・ 622 ( 1 99 9) 
1 9. 窒化珪素の 熱衝撃下の動的 熱応力と繰返し 熱衝
撃下の微小き裂進展特性石原外美， 五嶋孝仁，
野村幸司， 石崎崇史:日本 機械学会論文集(A
編) Vol. 65， No. 633: 1 1 10・ 1 1 15 ( 1 9 9 9) 
20. 細孔への骨セメントの侵入深さに関する実験研
究. 石原外美， 五嶋孝仁， 金粕浩一， 奈良 哲朗:
生体材料 Vol. 17， No. 4: 15 1・ 157 (1 99 9) 
-35 
2 1. An Improved Method for the Determination of 
the Maximum Thermal Stress Induced during a 
Quench Test. T. Yoshimoto， S. Ishihara， T. 
Goshima A. J. McEvily， and T. Ishizaki: Scripta 
Materialia， Vo1.4 1， NO.5: 553・55 9 ( 1 9 9 9) 
22. Analysis of Small Fatigue Crack Growth under 
Two-Step Loading Conditions. S. Ishihara and A. 
J. McEvily: Small Fatigue Cracks: Mechanics 
and Mechanisms， Ed. by K. S. Ravichandran， R. 
O. Ritchie and Y. Murakami， Elsevier: 3 8 9-40 1 
( 1 9 9 9) 
23. On Fatigue Damage and Small Crack Growth 
Behavior of Silicon Nitride under Cyclic Thermal 
Shock Loading. S. Ishihara， T. Goshima， A. J. 
McEvily， and T. Ishizaki: Small Fatigue Cracks: 
Mechanics and Mechanisms， Ed. by K. S. 
Ravichandran， R. O. Ritchie and Y. Murakami， 
Elsevier: 42 1・42 8 ( 1 9 9 9) 
2 4. Thermomechanical Effects due to Hot Rolling 
Contact on the Energy Release Rates of Multiple 
Interface Cracks in Layered Media. T. Goshima， 
S. Ishihara and N. Yamauchi: JS ME Int. 1.， Ser. 
A: Vo1.42， No.4: 5 68-577 ( 1 99 9) 
25. 衝撃 荷重を受ける CFRP積層板の熱粘弾性応力
解析. 清水理能 ，足立忠晴，荒井政大，松 本浩之:
日本機 械学会 論文集(A編 ) Vo1. 65， No. 63 8: 
20 60・20 6 6 ( 1 9 9 9) 
2 6. 高炭素クロム軸受鋼の S-N曲線と内部き裂発生
挙動. 塩津和章， 魯連涛， 石原外美:材料
Vo1.4 8， No. 10: 10 95-1 100 ( 1 99 9) 
27. P VD法によるTiN被覆炭素鋼の フレッティ ング
疲労特性. 岡根正 樹， 塩津和章，石倉智子:日
本機械学会論文集，A編， 65巻， 632号: 827- 832 
(1 9 99) 
2 8. 改良 9Cr・lMo鋼厚肉鍛造材の高温低 サ イクル疲
労強度に及ぼす切欠きおよび 熱時効の影響. 西
野精一， 塩津和章，小島明弘，瀬尾省逸，山 本有
一:材料， 4 8巻， 6号: 6 10・ 6 15 ( 1 9 9 9) 
2 9. Subsurface Fatigue Crack Initiation and Growth 
of Plasma Assisted Duplex Surface Treated Tool 
Steel. K. Shiozawa， S. Nishino， T. Ohtani and S. 
Mizuno: Small Fatigue Cracks: Mechanics， 
Mechanisms and Applications， Ed. by K. S. 
富山大学工学部紀要第51巻 2000 
Ravichandran， R. O. Ritchie and Y. Murakami， 
Elsevier: 39・47 (1999) 
30. 高炭素クロム軸受鋼のS-N曲線と内部き裂発
生挙動. 塩津和章， 魯連涛， 石原外美， 材料，
Vo1.48， NO. I 0: 1095-1100 (1999) 
31. 電子ビーム溶融法でCuを添加した5052Al・Mg合
金の機械的性質に及ぼすCu含有率の影響. 坂本
佳紀， 寺林正剛， 梶田伸彦， 佐貫須美子， 前健彦，
能登谷久公， 新井甲ー:日本金 属学会誌，
Vo1.63， NO.7: 924-930 (1999) 
32. Mechanical Properties and Corrosion Resistance 
of AI-Mg Alloys with Cu Added by Electron 
Beam Welding. Y. Sakamoto. C. Shibuta. S. 
Sanuki. T. Mae. H. Notoya. K. Arai: Materials 
Transactions . JIM. Vo1.40 . NO.6: 556帽563
(1999) 
33. Metal flow behaviour of wide flat bar by spread司
ing extrusion process. Y. Imamura. N. Takatsuj 
i. K. Matsuki. M. Tokizawa. H. Maruyama: 
Mater. Sci. Technol.， Vo1.14， No.4: 1186・1190
(1999) 
34. 高強度AI-Zn-Mg-Cu系P/M合金押出材のミクロ
組織微細化と高速超塑性特性. 曾田哲夫， 松木
賢 司， 足立大樹， 長村光造， 楠井潤， 横江一彦:
軽金属，Vo1.49， NO.8: 389・394 (1999) 
35. Effect of microstructure refinement on high s仕ain
rate supe叩lasticity in a PM 2024AI-Fe-Ni alloy. 
K. Matsuki， H. Sugahara. T. Aida， N. Takatsuji， 
J. Kusui and K. Yokoe: Materials Trans.， JIM， 
Vo1.40， NO.8: 737-743 (1999) 
36. 幅広板材の拡大押出しにおけるメタルフローの
数値シミュ レーション. 今村吉延， 高辻則夫，
松木賢 司， 曾田哲夫， 室谷和雄， 安田英 司:塑
性と加工，Vo1.40， No.464・880・884 (1999) 
37. 拡大押出しのフローガイドによるメタルフロー
制御. 今村吉延， 高辻則夫， 松木賢 司， 曾田哲夫，
安田英 司， 笹谷光:塑性と加工，Vo1.40， No.465: 
976-980 (1999) 
その他の論文
1 . 材料強度の確率モデル(21). 木村雄二， 中島正
貴， 石原外美:機械の研究Vo1.50， No. 4: 480司
488 (1998) 
2 . 材料強度の確率モデル(20). 木村雄二， 中島正
貴， 石原外美:機械の研究Vo1.50， No. 3: 393-
398 (1998) 
3 . 材料強度の確率モデル(19). 酒井達雄， 越智保
雄， 首藤俊夫， 石原外美， 秋庭義明， 菅田淳，
木村雄二:機械の研究Vo1.50， No. 2: 301-309 
(1998) 
4 . 材料強度の確率モデル(18). 酒井達雄， 越智保
雄， 首藤俊夫， 石原外美， 秋庭義明， 菅田淳，
木村雄二: 機械の研究Vo1.50， No. 1: 42-47 
(1998) 
5 . 材料強度の確率モデル(17). 酒井達雄， 越智保
雄， 首藤俊夫， 石原外美， 秋庭義明， 菅田淳，
木村雄二:機械の研究Vo1.49， No. 12: 1266-
1272 (1998) 
6 .  材料強度の確率モデル(9). 酒井達雄， 岡田憲
可， 石原外美:機械の研究Vo1.49， No. 3: 395-
399 (1998). 
7. サーメッ トにおける繰返し熱衝撃下のき裂進展
挙動と実機(正面フライス)評価. 吉本隆志，
早瀬好明， 石原外美:不二越技報Vo1.54， No. 
2: 32-42 (1998) 
国際会議
1 .  An analysis of the Gerber parabolic relationship 
based upon small fatigue crack growth behavior. 
A. 1. McEvily and S. Ishihara: Proc. of Fourth 
Int. Con王 on Low Cycle Fatigue and Elasto­
Plastic Behaviour of恥1aterials， held at Garmisch­
Partenkirchen， Germany， 7・11 Sept.: 505-510 
(1998) 
2 .  Anisotropic Thermoviscoelastic Constitutive 
Equation of FRP. Masayoshi Shimizu， Tadaharu 
Adachi， Masahiro Arai， Hiroyuki Matsumoto: 
Proceedings of 11 th Intemational Conference on 
Experimental Mechanics， Oxford: 1387・1392
(1998) 
3 .  Drilling Tempera旬re of Al-17%Si Alloy with 
HSS， Carbide and Diamond Coated Drills. Q. 
Liu. N. Matsuda. H. Notoya. S. Yamada. N. 
Takano. T. Oyama. 1. Tsukuda: ICAA-6 (The 
6th Int. Conf. on Aluminum Alloys): 491-496 
(1998) 
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4 . Study of Drilling Temperature and Performance 
on Drilling of Al-17mass%Si Alloy. Q. Liu, N. 
Matsuda, H. Notoya, S. Yamada, N. Takano, 
T. Oyama, I. Tsukuda: ICPCG '98 (The 4th Int. 
Conf. on Prog-ress of Cutting and Grinding): 60-
65 (1998) 
5 . Effect of thermo-mehanical treatment on strength 
and ductility of 2024Al-3Fe-5Ni PM alloy. T. 
Aida, K. Matsuki, R. Kitano, T. Yokote, J. 
Kusui, K. Yokoe: Proceedings of the 6th 
International Conference on Aluminum Alloys, 
ICAA-6, No.2: 1111-1116 (1998) 
6 . Subsurface Fatigue Crack Initiation and Growth 
of Plasma Assisted Duplex Surface Treated Tool 
Steel, K.Siozawa, S.Nishino, T.Ohtani, S.Mizuno, 
Small Fatigue Cracks: Mechanics and Mecanism, 
1998 
7 . A constitutive relationship for fatigue crack 
growth. A. J. McEvily, H. Bao, and S. Ishihara: 
Proc. of the 7th International Fatigue Conference, 
Fatigue'99, Beijing, PRC. Vol.l: 329-336 (1999) 
8 . On Fatigue Lifetimes and Crack Growth 
Behavior of Cemented Carbides. S. Ishihara, T. 
Goshima, T. Yoshimoto, and T, Sabu: Proc. of 
Fatigue '99, Beijing, Vol. 3: 1811-1816 (1999) 
9. Mutual Interference of Multiple Interface Cracks 
in a Surface Layered Material due to Rolling 
Contact with Heat Input. T. Goshima, S. Ishihara 
and N. Yamauchi: Proc. 3rd Inter. Symp. On 
Thermal Stresses and Related Topics, Cracow, 
Poland: 275-278 (1999) 
10. Thermal-Expansion Induced Microcracking of 
Cermets and Cemented Carbides. S. Ishihara, T. 
Goshima, and K. Nomura: Proc. 3rd Inter. Symp. 
On Thermal Stresses and Related Topics, 
Cracow, Poland: 283-286 (1999) 
11. Effect of Coating Thin Film on Fatigue Strength 
of Materials. K. Shiozawa: Fatigue'99, Vol.3, Eds 
by Xue-Ren Wu and Zhong-Guang Wang, 
Higher Education Press: 1913-1920 (1999) 
12. Low-Cycle Fatigue Property of Forged Mod. Cr-
1Mo Steel at Elevated Temperature. S.Nishino, 
K. Shiozawa, K. Takahashi, S. Seo and Y. 
Yamamoto: Fatigue'99, Vol.4, Eds by Xue-Ren 
Wu and Zhong-Guang Wang, Higher Education 
Press: 2177-2182 (1999) 
13. Experimental Evidence of Duplex S-N 
Characteristics m Wide Life Region for High 
Strength Steels. T. Sakai, M. Takeda, K. 
Shiozawa, Y. Ochi, M. Nakajima, T. Nakamura 
and N. Oguma: Fatigue'99 Vol.l, Eds by Xue­
Ren Wu and Zhong-Guang Wang, Higher 
Education Press, 573-578 (1999) 
14. Construction of Database on Heat Resistant 
Alloys and Some Analyses of Fatigue Properties. 
K. Isonishi, M. Jono, K. Shiozawa, I. Tomizuka, 
R. Murakami, S. Hattori, K. Okada, K. Awazu, 
Y. Fukuchi, S. Nishino, T. ltoh, J. Kikuchi and 
T. Oda: Fatigue'99, Vol.4, Eds by Xue-Ren Wu 
and Zhong-Guang Wang, Higher Education Press: 
2735-2740 (1999) 
15. Tribological Properties of Duplex Surface Treated 
Hot Work Tool Steel Sliding against Aluminium 
Alloy. S. Kawamura, Y, Haruyama, N. Yokoi, Y. 
Kimura and K. Shiozawa: Surface Treatment 4, 
Computer Methods and Experimental 
Measurements, Ed. By C. A. Brebbia and 
J.M.Kenny, WIT Press: 13-22 (1999) 
16. High-strain-rate superplasticity of Al-Si alloy pro­
duced by powder metallurgical processing., N. 
Kuroishi, S. Tsuboi, S. Fujino, Y. Shiomi and K. 
Matsuki, Towards Innovation in Superplasticity 
11' 837-842 (1999) 
17. Effect of deformation temperature on high strain 
rate superplastic properties in PM 2024Al�Fe-Ni 
alloys., K. Matsuki, T. Aida and J. Kusui, 
Towards Innovation in Superplasticity 11 , 255-
260 (1999) 
18. Examination of working limitation for change of 
sectional shape in dieless shearing of extruded 
section., H. Kida, N. Takatsuji, M. Tokizawa, K. 
Murotani, K. Matsuki, · 6th International 
Conference on Technology of Plasticity, 
Nuremberg, GERMANY, September, (1999) 
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エネルギー ・環境工学大講座
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
助教授
助教授
助 手
技 官
原著論文
岩 淵 牧 男
葛 晋 治
竹 越 栄 俊
奥 井 健
江 上 繁 樹
平 津 良 男
早 川 英治郎
小 坂 暁 夫
渡 辺 秀 一
1 . 管群型潜熱蓄熱槽の凝固・融解特性に関する研
究， 平津良男， 中山豊， 竹越栄俊， 日 本冷凍空
調学会論文集， 15巻: 257-263 (1998) 
2 .  Enhancement and Stability of Heat Transfer from 
a Superheated Surface by Mist Flow， Akio 
KOSAKA， Eishun TAKEGOSHI， Akira 
TAKI恥10TO and Yuiiro HA Y ASHI， Thermal 
and Science and Engineering， Vo1.6， No.3: 19-24 
(1998) 
3 . 電気粘，t主流体の流動場におけるER効果と非ニュ­
トン性. 島田邦雄，藤田豊久，岩淵牧男， 西田均，
奥井健一:日 本AEM学会誌，6巻，2号: 131・139
(1998) 
4 . 回転レギ、ユレータの静特性と設計:島田邦雄，
藤田豊久， 岩淵牧男， 西田均， 奥井健一:日 本
機械学会論文集 (B編)，64巻，625号: 2909・2914
(1998) 
5 . アブレシブウォータージェット用 ノズル内の高
速混相流の流動特性:原島謙一， 岩淵牧男， 奥
井健一，島田邦雄:噴流工学， 15巻， 1号: 15-23 
(1998) 
6 . アークプラズマのア ノードカソード聞における
熱流動特性と計測:島田邦雄，島田洋一， 岩淵
牧男，松田直彦， 奥井健一:日 本AEM学会誌，6 
巻，4号: 377-386 (1998) 
7 .  Basic research on oscillating plug flow of actua­
tor with magnetic fluid susceptible to temperature 
at low frequency: K. Shimada， M. Iwabuchi， K. 
Okui， S. Kamiyama: Joumal of Applied 
Mechnics and Engineering， Vol.1， No.4: 519-530 
(1998) 
8 .  The effect of several factors on thermohy幽
drod戸lamic characteristics on energy conversion 
system with magnetic field: K. Shimada， M. 
Iwabuchi， K. Okui， S. Kamiyama: Joumal of 
Applied Mechanics and Engineering， Vol.1， No.4: 
543-554 (1998) 
9 .  Mitsui's Dirichlet series for 2勺positive integral 
matnces. 数理解析 研究所講究録1060: 220・223
(1998) 
10. ス メクタイトERFを用いた回転円板型デバイス
の基 本特性:西田 均， 島田邦雄， 岩淵牧男，
藤田豊久， 奥井健一:日 本油空圧学会論文集，
30巻， 1号: 1-9 (1999) 
11. ス メクタイトERFを用いた回転円板型デバイス
の定常特性に及ぼす諸因子の影響:西田 均，
島田邦雄， 岩淵牧男， 藤田豊久， 奥井健一:日
本機械学会論文集 (C編)， 65巻， 629号 269-
276 (1999) 
12. 電気粘性流体中の回転円板の定常トルク特性に
関する研究 (第1報， 回転円筒と回転円板の流
動曲線の比較):西田 均， 島田邦雄， 岩淵牧男，
藤田豊久， 奥井健一:日 本機械学会論文集 (B
編)， 65巻， 633号 1703-1709 (1999) 
13 アブレシブウォータージェット用 ノズル内の高
速混相流の特性 (第1報，一次元スリップモデ
ルによる特性解析と実機データにもとづく考察): 
原島謙一， 岩淵牧男， 奥井健一， 島田邦雄:日
本機械学会論文集 (B編)， 65巻， 634号: 1907-
1913 (1999) 
14. アブレシブウォータージェット用 ノズル内の高
速混相流の特性 (第2報， 運動量計測による固
気液混相流の出口速度と相速度分布の実験的把
握:原島謙一， 岩田l牧男， 奥井健一， 島田邦雄:
日 本機械学会論文集 (B編)，65巻，634号: 2909・
2914 (1999) 
15. On some curious Dirichlet series，数理解析研究
所講究録1091: 172-174 (1999) 
16. On the mean square of Hecke L-functions associ­
ated to holomorphic cuspforms， to appear in 
Number Theory and its Applications (ed. by K. 
Gyory and S. Kanemitsu). 
17. An analytic continuation of multiple zeta 
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1998� 1999年研究業績一覧
fluid: e1ectrorheo1ogica1 regu1ator with Rotating 4. functions and re1ations between extended mu1tip1e 
γA q u 戸しw
'
m 
al mm 戸NJA m 免uk・
mL民。
T. S. Iwabuchi， M. Shimada， K. zeta va1ues (with Shigeki A. and Y. Tanigawa)， 
K. Nishida， 
PしV&E-b ρしW伊au m 
'
o 
mω ・ M リ
e
仁l FE H. prepnnt. 
Systems 
SievertふProceedings of the Intemationa1 ISEM 
Symposium 
J and V.Kose (Ed. 
E1ectromagnetic 
Systems， Cardiff， Wa1es， UK， Sept-ember 17・20，
1995， IOS Press: 867-870 (1998) 
Experimenta1 investigation of high speed jets of 
mu1tiphase flow through 
Harashima， M. Iwabuchi， K. Okui， K. Shimada， 
Proceedings of the 3rd ASME-JSME Joint F1uid 
Engineering Conference: (1999) 
K. nozz1e: 
Non1inear 
AWJ 
non-ltS and transforms Hecke-Rademacher 6 .  
日中数論
国際会議 (北京))
Some identities associated to weighted mean vaト
ues of L-functions (1999年11 12 月解析数論シ
ンポジウム ( 京大数理研))
機械制御構報工学大講座
男剛博雄男樹文造
和
敏邦紀治基発信
亮俊
文弘
正
川住城泉藤原木
代竹
木野瀬
々多 佐佐
笹羽高
吉大岩
小伊
田
博
昭
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
助教授
助教授
講 師
助 手
助 手
技 官
技 官
その他の論文
スプレーフラッシュ蒸発の機構と微 粒化特'性.
小坂暁夫，中川陽子， 瀧本昭: 第35 回日本伝熱
シンポジウム講演論文集Vo1.3: 787・788 (1998) 
磁性流体の熱伝導率に関する研究. 竹越栄俊，
柴田豊広， 平津良男，小坂暁夫:富山大学工学
紀要50巻， 掲載予定 (1999)
スプレーフラッシュ蒸発の機構と微 粒化特性?
ノズル内フラッシング?小坂暁夫，小林穂高，
瀧本昭， 第36 回日本伝熱シンポジウム講演論文
集. Vol.1: 19-20 (1999) 
ミスト冷却における超微細構造面の伝熱促進効
果. 瀧本昭，松川昌史，小坂暁夫:第36 回日本
伝熱シンポジウム講演論文集 Vo1土383・384
(1999) 
A Study on Therma1 Conductivity of Magnetic 
F1uid， E. Takegoshi， T. Shibata， Y. Hirasawa and 
A. Kosaka， 20th. Japan Sympo. Thermophysica1 
Properties: 217・220 (1999) 
on 
5 .  2 .  
3 .  
ana10gues (1999年9 月commutatIve 
7 .  
4 .  
5 .  
国際会議
Study 
Therma1 Energy Storage Cell of Tube-Bank， Y. 
Hirasawa， Y. Nakayama， E. Takegoshi， Proc. of 
Int. Conf. on Solid-Liquid Phase Change '98， 37-
m Me1ting and Solidification on A 
4 3  (1998) 
of Constants Therma1 on Investigation An 2 .  
Sink Heat for Composites Cu-Mo Laminated 
Takegoshi， T. Arikawa， Proc. 
Thremophysica1 Properties 
Conference (ATPC '98)， 61-64 (1998) 
One dimensiona1 ana1ysis of hydrodynamic char­
acteristics of s01id同gas-1iquid three-phase flow in 
Y. Method， F1ash Laser The by Materia1s 
of Hirasawa， E. 
桐
著書
電子 回路学入門，
Asian 5th The 
3 .  
1998 コロナ社，小原治樹，
abrasive water jet: K. Harashima， M. Iwabuchi， 
K. Okui， K. Shimada: Proceedings of 5th Pacific 
Conference 
学術論文
Mobi1e 恥lobi1e
-Torque 
for 
by 
Teηam 
Networks 
Performed 
Irregu1ar 
Neura1 
Operations 
Using 
On Manipu1ators 
Compensation 
39 
Techn010gy: 
February 3-5， 1998， New De1hi， India: 121・140
(1998) 
Jet Water on Rim 
富山大学工学部紀要第51巻 2000 
Disturbance Torques Produced by Irregular 
Te汀ain-. M. Minami. M. Hatano， T. Asakura: 
Joumal of Robotics and Mechatronics: Vol.lO， 
NO.5: 377-386 (1998) 
2 . ワイヤ放電加工の加工精度に関する基礎的研究
(第1報).小原治樹， 上脇寿仁，大住剛:電気加
工学会誌，Vo1.32， NO.70: 16-23 (1998) 
3 . ワイヤ放電加工の断線防止制御の研究(第2報).
小原治樹， 安部充， 大住剛:電気加工学会誌，
Vo1.32， NO.70: 8-15 (1998) 
4 .  UHMWPEの摩擦磨耗特性(乾式、 湿式摺動の
場合). 大住剛， 高瀬博文，小原治樹，池内健，
富田直秀:日本臨床バイオメカ ニクス学会誌，
Vo1.l9: 455-459 (1998) 
5 .  UHMWPEの摩擦磨耗特性(潤滑液の比較). 大
住剛，小原治樹， 高瀬博文，池内健，富田直秀:
日本臨床バイオ メ カ ニクス 学会誌 ， Vo1.l9: 
449-454 (1998) 
6 .  Shape Measurements of Mirror Surfaces with a 
Lateral Shering Interferometer during Machine 
Running. T. Nomura， K. Kamiya， H. Miyashiro， 
S. Okuda， H. TashiroラK. Yoshikawa: Joumal of 
American Society for Precision Engineering， 
Vo1.22， No.4: 185-189 (1998) 
7 . 高減 速比等 高歯ハイポイドギヤの研究.伊藤紀
男ヲ岡田貴之:日本機械学会論文集C編 64幽626:
3996-4002 (1998) 
8 .  Exciting Moment Analysis of VR-Type Engine. 
N. Ito. T. Yamane: JSME Int. 1. Series C 41-4: 
734・740(1998). 
9. New Rubber-Band Loader to Facilitate Use of 
Hemorrhoid Ligator. M. Kosugi， T. Iwaki: Dis 
Colon Rectum， Vo1.41: 1328ぺ329(1998) 
10. Molecular Dynamics Study on Self-Diffusion of 
Liquid. T. Iwaki: Thermal Science and 
Engineering， VolムNO.3: 11-18 (1998) 
1 1. 円管内乱流の直接数値計算. 日本機械学会論文
集，佐竹信一， 功刀資彰，B編64巻 617号: 64-70 
(1998) 
12. 非一様加熱条件を有する円管内乱流のDNS. 佐
竹 信 一 ， 功 刀 資 彰 ， Thermal Science & 
Engineering， VolムNO.2: 1-7 (1998) 
1 3. 一様加熱条件を有する円管内乱流のDNS. 日本
40 
機械学会論文集， 佐竹信一， 功万資彰:B編65
巻 631号: 1004-1009 (1998) 
14. Direct numerical simulation of an impinging jet 
into parallel disks. S. Satake and T. Kunugi 
Int. Joumal of Numerical Methods for Heat & 
fluid Flow: 768-780 (1998) 
15. クリック鞍型板ばねを用いた液中はいずり型微
小走行機械. 笹木亮， 佐々木基文，小泉邦雄:
精密工学会誌，Vo1.65， No.5: 753・757(1999) 
16. Control of Wire Breakage during Wire EDM. H. 
Obara， M. Abe， T. Ohsumi: Intemational Joumal 
of Electrical Machining， No.4: 53・58(1999) 
17. ワイヤ放電加工の加工精度に関する基礎的研究
(第2報).小原治樹，河合保，大住剛:電気加工
学会誌，Vo1.33， NO.72: 20帽27(1999) 
18. ワイヤ放電加工の加工精度に関する基礎的研究
(第3報).小原治樹，河合保，大住剛:電気加工
学会誌，Vo1.33， NO.73: 18・22(1999) 
19. ワイヤ放電加工の加工精度に関する基礎的研究
(第4報).小原治樹，河合保，大住剛:電気加工
学会誌，Vo1.33， NO.74: 16-23 (1999) 
20. 移動マニピュレータによる建設作業システムに
関する研究 一 実システムによるブロック積み作
業と精度 一 . 見浪護， 羽多野正俊， 朝倉俊行:
日本ロボット学会，Vo1.l7， NO.l: 91・100(1999) 
21. ウエーブレット変換によるZP干渉じまの解析.
田代発造，吉川和男，田中芳典，野村俊，神谷和
秀，宮代裕:精密工学会誌，Vo1.65， NO.3 : 433-
438 (1999) 
22. Extension of the Euler-Savary Equation of 
Hypoid Gears. N.Ito， K.Takahashi: JSME Int. J. 
Series C 42-1: 218・224(1999) 
23. クラスターの衝突過程の分子動力学的研究. 岩
城敏博: Thermal Science and Engineering， Vo1.7， 
No.4: 1-9 (1999) 
24. 白軸回転を有する円管内乱流の直接数値シミュ
レーション(第一報、 低回転比における乱流統
計量). 佐竹信一， 功刀資彰， 嶋田哲，日本機械
学会論文集，B編65巻633号: 1759-1766 (1999) 
25. 自軸回転を有する円管内乱流の直接数値シミュ
レーション(第二報、 低回転比における乱流熱
伝 達). 佐竹信一， 功刀資彰， 嶋田哲，日本機械
学会論文集，B編65巻633号: 1767-1772 (1 999) 
1998-1999年研究業績一覧
その他の論文
1 . 立体ランドマークを用いた凹凸路面上の移動マ
ニピュレータの位置・姿勢計測一繰り返し計
算法の提案と評価一. 朝倉俊行， 見浪護，中村
恭史， 羽多野正俊， 堀田尚弘:福井大学工学部
研究報告，Vo1.46， No.1: 95・106 (1998) 
2 . ハイポイドギヤの歯切り段取りの厳密化. 桐
昭弘，米林順也，稲谷 正志，伊藤 紀男:富山
大学工学部紀要 49 : 57-64 (1998) 
3 . 多気筒機関のバランスに関する研究(1). 桐昭
弘，服部 功，伊藤紀男: 富山大学工学部紀要
49: 65・75 (1998) 
プロシーディング等
1 . ループ振動子によるフレキシブルフィーダの構
成と駆動. 笹木亮， 佐々木基文， 小泉邦雄:
1998年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論
文集: 475 (1998) 
2 . 実験モーダル解析によるアルミ構造材のねじり
剛性評価. 加藤俊和， 笹木亮， 佐々木基文， 小
泉邦雄， 大茂達郎:日本機械学会北陸信越支部
第 35 期 総会 ・ 講 演 会 講 演 論 文 集 : 133-134 
(1998) 
3 . 自励オンオフ駆動制御型微小パンチの加工動作.
小林敏昭， 笹木亮， 佐々木基文， 小泉邦雄:日
本機械学会北陸信越支部第35期総会・講演会講
演論文集: 165・166 (1998) 
4 .  Simulation of Wire EDM. H.Obara， T.Ishizu， 
T.Ohsumi， Y.Iwata: Proc. of 12th Int. Symp. of 
Electromachining (Aachen)， 99-108 (1998) 
5 .  Sensing Extemal World Using A Hand-eye 
Camera for Car Navigation- Compensation 
Method Against Disturbances Depending on 
Shapes of Irregular Roads. M. Hatano， M. 
Minami， T. Asakura: . 4th Intemational 
Symposium on Advanced Vehicle Control 1998 
A VEC'98 ， Organizing Committee in JSAE/ 
IA VSD， IF AC， 1 Mech E， JSME， SAE 
Intemational， SICE: 593・598 (1998) 
6 .  Manipulator Robust Real-Time Visual Servoing 
using GA-Model-Based Object Recognition in 
Gray-Image. J. Agubanhan， M. Minami， M. 
Hatano， T. Asakura， Fifth Int. Conf. on Control， 
Automation， Robotics and Vision: 766-770 
(1998) 
7 .  Analysis e汀or depending on amount shear in lat­
eral shearing interferome住y. S. Okuda， T. 
Nomura， K. Kamiya， H. Miyashiro， K. 
Yoshikawa， H. Tashiro: The 13th Annual 
Meeting of the American society for precision 
engineering， St.Louis， Missouri， U.S.A.， October 
25・30 (1998) 
8 .  Laser drawing system using focused and unfo­
cused beams for manufacturing large diameter 
zone-plate. K. Kamiya， T. Nomura， H. 
Miyashiro， S. Okuda， K. Yoshikawa， H. Tashiro: 
The 13th Annual Meeting of the American soci­
ety for precision engineering， St.Louis， Missouri， 
U.S.A.， October 25-30 (1998) 
9 .  Molecular Dynamics Study on Lattice Defect 
Generation during Very Rapid Solidification. T. 
Iwaki: Microscale Heat Transfer， Eurotherm 
Seminar， Poitiers， France， July (1998) 
10. Direct Numerical Simulation of turbulent Free­
Surface Flow. T. Kunugi， S. Satake， Y. Ose: 
Bulletin of the American Physical Society， Vol. 
43， NO.9: 1975 (1998) 
11. Direct Numerical Simulation of Turbulent Heat 
Transfer in an Axially Rotating Pipe flow: 
Reynolds Stress and Scalar-flux Budgets. S. 
Satake， T. Kunugi: Bulletin of the American 
Physical Society， Vol. 43， No及1976 (1998) 
12. 液体支持波動面を用いた進行波型リニアフィー
ダ. 幅栄樹， 笹木亮， 佐々木基文， 小泉邦雄:
日本機械学会北陸信越支部第36期総会・講演会
論文集: 155・156 (1999) 
13. だ円振動子群型フレキシブルフィーダの多素子
ランダム駆動. 日南敦史， 笹木亮， 佐々木基文，
小泉邦雄:日本機械学会北陸信越支部第36期総
会・講演会論文集: 157・158 (1999) 
14. GAを用いたファジイ制御器の設計とその研削
切断機への応用. 大矢勇人， 佐々木基文， 笹木
亮， 小泉邦雄， 能登谷公久， 高野登:日本機械
学会北陸信越支部第36期総会・講演会論文集:
183・184 (1999) 
15. 微小液 中移動機械のための駆動メカニズムの基
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礎的特性. 杉本智博，笹木亮， 佐々木基文，小
泉邦雄:日本機械学会北陸信越支部第36期総会・
講演会論文集:293・294 (1999) 
16. 微小眺曜移動機械の 自励オンオフ駆動制御. 舘
研一，笹木亮， 佐々木基文，小泉邦雄:日本機
械学会北陸信越支部第36期総会・講演会論文集:
295・296 (1999) 
17. 誘導起電力を用いた跳躍移動ロボットの駆動制
御. 吉永和治，笹木亮， 佐々木基文，小泉邦雄:
日本機械学会北陸信越支部第36期総会・講演会
論文集297鴫298 (1999) 
18. 起上がり小法師型跳躍移動機械の駆動制御.小
原啓志，笹木亮， 佐々木基文， 小泉邦雄:日本
機械学会北陸信越支部第36期総会・講演会論文
集299・300 (1999) 
19. ソースシンク駆動による進行波発生装置.笹木
亮， 佐々木基文，小泉邦雄， 幅栄樹，荒木一彦:
日本機械学会ロボティクス・ メカトロニクス講
演会、99講演論文集lAI-01-010 (1999) 
20. 液体支持波動面を持つ進行波型リニアフィーダ.
幅栄樹，笹木亮， 佐々木基文，小泉邦雄:日本
機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会
、99講演論文集2P2・13・003 (1999) 
21. Effects of observers in a hydraulic drive system 
and a pneumatic one. T. Ohsumi， H. Takase， H. 
Obara， M. Hatano， 3rd Int. Symp. on Fluid 
Power Transmission and Control (Harbin) 478-
483 (1999) 
22. Effects of observers in a hydraulic drive system 
and a pneumatic one. T. Ohsumi， H. Takase， H. 
Obara and M. Hatano: 3rd Interτlational 
Symposium on Fluid Power Transmission and 
Control (ISFP'99): 478-483 (1999) 
23. Construction robot systems using mobile manipu­
lators. M. Hatano， M. Minami， T. Asakura， T. 
Ohsumi: 16th IAARC/IFAC/IEEE International 
Symposium on Automation and Robotics in 
Construction (lSARC'99): 549・554 (1999) 
24. Guidance method for mobile manipulators pre­
venting caπying objects 企om slipping. M. 
Hatano， M. Minami， T. Asakura， T. Ohsumi: 
16th IAARC/IF AC/IEEE International 
Symposium on Automation and Robotics in 
Construction (lSARC'99): 565・570 (1999) 
25. A method of analyzing a lateral shearing 
interferogram to measure whole surface under 
test. S. Okuda， T. Nomura， K. Kamiya， H. 
Miyashiro， K. Yoshikawa， H. Tashiro: 1 st inter・
national conference and general meeting of the 
european society for precision engineering and 
nanotechnology， bremen， germany， may 31-june 4 
(1999) 
26. Improvement of precision in analysis of lateral 
shearing interferogram using integration. S. 
Okuda， T. Nomura， K. Kamiya， H. Miyashiro， K. 
Yoshikawa， H. Tashiro: Optical Engineering for 
Sensing and Nanotechnology (ICOSN'99)， 
Yokohama， Japan， June 16・18 (1999) 
27. Molecular dynamics mechanism of diffusion. T. 
Iwaki: Molecular and Microscale Thermophysical 
Phenomena in Nanotechnology， JapanlUS Joint 
Seminar， Sendai， Japan， Aug. (1999) 
28. Direct numerical simulation of turbulent heat 
transfer in an axially rotating pipe f1ow. S. 
Satake， T. Kunugi: Proc. of 5 th ASME/JSME 
Joint Thermal Engineering conference， San 
Diego， California， AJTE99明6448
29. Direct Numerical Simulation on Wave Formation 
and Breaking of Turbulent Free-Surface Flow. T. 
Kunugi， S. Satake， Y. Ose: Proc. of 2nd Int. 
symposium on two-phase f10w modelling and ex­
perimentation Pisa，Italy: 819・826 (1999) 
30. Direct numerical simulation of turbulent free­
surface f1ow. T. Kunugi， S. Satake" Y. Ose， Int. 
1 st Symp. Turb.and Shear Flow Phenomena， 
Santa Barbara (1999) 
31. Direct numerical simulation of laminarization of 
turbulent forced gas f10ws in circular tubes with 
strong heating. S. Satake， T. Kunugi， A. M. 
Shehata， D. M. McEligot: Int Symp. Turb.and 
Shear Flow Phenomena， Santa Barbara (1999) 
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物質生命システム工学科
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
助教授
助教授
助教授
講 師
助 手
助 手
助 手
講 師
著書
材料工学大講座
佐 治
池 野
重
新 井 甲
興
進
森 克 徳
穴 田 博
品 川 不二雄
寺 山 清 志
佐 貫 須美子
西 村 克 彦
島 崎 利 治
古 井 光 明
松 田 健 二
砂 田 聡
草 開 清 志
(工学部留学生専門教官)
1 . アルミニウム技術便覧. 佐治重興:軽金属学会
編 (カ口ス出版)分担 pp62・67 (1996) 
2 . 熱量測定・熱分析 ハンドブック. 寺山清志:日
本熱測定学会編 (丸善)分担 pp 185 (1998) 
原著論文
1 .  Fe-Ni合金の高温酸化におけるサブスケールの
3次元的成長形態の有機溶媒系溶解法による観
察. 草開清志，中尾幸道，桜谷 賢，佐治重興日
本金属学会誌， Vo1.62， No.12: 1151・1156 (1998) 
2 . 組大結晶粒を有する装飾性建材用Al合金板の結
晶粒方位と光反射特性. 野瀬正照， 長柄毅一，
横田勝，佐治重興， 林俊秀，中村恭之: 日本金
属学会誌，Vo1.62， No.10: 887-892 (1998) 
3. Fe-Ni-Co-Nb基耐熱合金のγ'相， E相およびη
相の析出挙動. 草開清志，戸田秀和，小松肇， 佐
治重興:鉄と鋼，Vo1.84， Noふ56・63 (1998) 
4 .  41.5Ni-40Fe-16Cr-2.9Nb・1.8Ti・0.2Al合 金 に お け
るγ' とγ"相の成長. 草開清志， 佐治重興:鉄
と鋼， Vo1.84， No.9: 56-41 (1998) 
5 . 微細結晶を有する3004アルミニウム合金のHall­
Petch則. 古井光明，真田美智子， 佐治重興:軽
- 43 
金属，Vo1.48， No. 8: 405-406 (1998) 
6 . Fe-36%Ni合金の粒界選択酸化に及ぼす引張応
力の影響. 草開清志，桜谷 賢， 佐治重興:鉄と
鋼，Vo1.84， No.4: 49・54 (1998) 
7 .  6063 アルミニウム合金鋳塊におけるAI-Fe-Si系
晶出物の種類に及ぼす均質化処理の影響. 谷 畑
弘之， 菅原智志，松田健二，池野進:軽金属48
巻10号: 489・493 (1998) 
8. レオキャスト7075アルミニウム合金の半溶融押
出し材の特性. 上谷保裕，早川敦史，森本英樹，
松田健二，品川不三雄，池野進:鋳造工学70巻9
号: 641・647 (1998) 
9 . シリコシを過剰に含むAI-Mg-Sì合金の二段時効
における析出挙動. 松田健二， 川畑常員， 直井
勉，蓮覚寺聖一， 上谷保裕，里達雄，神尾彰彦，
池 野 進 : 日本金属学会誌 62 巻9号 : 827・833
(1998) 
10. 加工したAl・Mg2Si合金に現れる特異な形状の
析出物. 松田健二， 蒲田裕志， 土谷保裕，蓮覚寺
聖一， 品川不二雄，池野進:軽金属48巻9号:
471・475 (1998) 
11. 過剰にマグネシウムを含むAI-Mg-Si合金の析出
過程. 松田健二，吉田朋夫，和田智美， 吉田愛，
上谷保裕，里達雄，神尾彰彦，池野進:日本金
属学会誌62巻8号 :718・726 (1998) 
12. Al-1.0%Mg2Si合金の粒界近傍における局部変
形に対する銅添加の影響. 池野進，松田健二，
中島克之，蓮覚寺聖一， 土谷保裕:軽金属48巻5
号: 207引1 (1998) 
13. 6061アルミニウム合金連続鋳造鋳塊の引張特性
に及ぼす均質化処理とFeの影響. 山下友一，渡
辺亨，松田健二，穴田博，池野進:軽金属48巻4
号: 190・194 (1998) 
14. Al-1.0%Mg2Si-0.34%Si合金の粒界近傍における
局部変形に対する時効時間の影響. 池野進，片
山暢，松田健二，蓮覚寺聖一， 品川不二雄， 上谷
保裕:軽金属48巻4号: 179・184 (1998) 
15. 二段時効したAl-1.6%Mg2Si合金の析出組織の
高分解能透過型電顕観察. 松田健二， 蒲田裕志，
藤井要，吉田朋夫，里達雄，神尾彰彦，池野進:
日本金属学会誌62巻2号: 133血139 (1998) 
16. TiC粒子/AI-Mg-Si合金複合材料の時効過程. 池
野進，松田健二， 寺木武志，荒城目弘，蓮覚寺聖
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一， 寺山清志， 上谷保裕:軽金属48巻1号: 8-12 
(1998) 
17. 加工したCu・41.7mass%Zn合金におけるα相の
晶 壁面. 池野進， 久米治，松田健二， 品川不二雄，
上谷保裕:伸銅技術研究会誌37巻1号: 94・101
(1998) 
18. 時効硬化型アルミニウム合金を母相とした粒子
分散型複合材料の時効析出組織. 池野進，松田
健二， 品川不二雄， 土谷保裕:日本金属学会報
まてりあ37巻5号: 370 (1998) 
19. 純 アルミニウムの耐食性に及ぼすガリウムの影
響. 鳥山成ー， 渋田知目， 前健彦， 新井甲ー:軽
金属，Vo1.48， No.3: 113-117 (1998) 
20. 電子ビーム溶解法でNiを添加したAI-Mg合金材
の機械的性質および耐食性. 坂本佳紀， 前健彦，
佐貫須美子， 能登谷久 公， 新井甲ー:日本金属
学会誌，Vo1.62， No.5: 436-443 (1998) 
21. 高温加水分解によるCu(II) アンミン水溶液から
の球形酸化第二銅微 粒子の作製. 佐貫須美子，
高松威夫， 真嶋宏:日本金属学会誌， vo1.62， 
No.6: 510-518 (1998) 
22. Cu(II) アンミン水溶液の高温加水分解における
晶析 速度と球状CuO酸化物の粒子サイズの関
係. 佐貫須美子， 高松威夫， 真嶋宏:日本金属
学会誌， vo1.62， No.6: 519・526 (1998) 
23. Effects of Tensile Stress on the High­
Temperature Oxidation of an Fe-38Ni-13Co-
4.7Nb-.4Si Superalloy in Air. Kiyoshi 
KUSABlRAKI， Hiroaki TUJINO， Shigeoki， SA1I: 
ISIJ Intemational， Vo1.38， No.9: 1015-1021 
(1998) 
24. Solid Solubility of Carbon in Copper during 
Mechanical Alloying. Shigeoki SAJI， Takanori 
KADOKURA， Hiroshi ANADA， Kimihisa 
NOTOY A， Noboru T AKANO: Materials 
Transactions， 11M， Vo1.39， No.7: 778・781 (1998) 
25. Lattice Constants， Compositions of the 
Metastable Ni3Nb Phase Precipitated in a Ni-
15Cr・8Fe-6Nb Alloy. K. Kusabiraki， H. Komatsu， 
S. Ikeuchi: Metallurgical and 恥1aterials
Transactions A， Vo1.29A， No.4: 1169・1174
(1998) 
26. Effect of Casting and Homogenizing treatment 
conditions on the formation of AI-Fe-Si 
Intermetallic Compounds in AI-Mg-Si Alloys. H. 
Tanihata， T. Sugawara， K. Matsuda， S. Ikeno: 
Joumal of Materials Science: Vo1.33: ト6 (1998) 
27. High Resolution Electron Microscopy on the 
Structure of G.P.Zones in an Al-1.6 mass % 
Mg2Si Alloy. K. Matsuda， H. Gamada， K. F吋ii，
Y. Uetani， T. Sato， A. Kamio， S. Ikeno: 
Metallurgical and Materials Transactions A， 
Vo1.29A， No.4: 1161・1167 (1998) 
28. Gas sensing property of Sn02 sputtered under 
different conditions. T. Yamazaki， T. Shimazaki， 
K. Terayama， N. Nakatani， G.A. Mohamed: J. 
Mater. Sci. Lett. Vol. 17: 891・894 (1998) 
29. 恥1agnetic and thermal properties of RAu2Ge2. K. 
Nishimura， M. Yamamoto， K. Mori: J. Magn. 
Magn. Mater. 177-181: 1087-1088 (1998) 
30. Nuclear orientation on rare earth nickel alloys. 
K. Nishimura: Aus仕alian Joumal of Physics 51: 
237・253 (1998) 
31. 積層Al/Ti箔の常温圧下による擾合過程と曲げ
特性に及ぼすTi箔厚の影響. 奥村善雄， 佐治重
興，穴田博:軽金属，Vo1.99， No.ll: 529-539 
(1999) 
32. 直流反応スバッタ法により作製したTiN薄膜の
電気抵抗率と視感反射率. 野瀬正照， 長柄毅一，
横田勝， 佐治重興，中田幹子:日本金属学会誌，
第63巻第7号: 944司948 (1999) 
33. 対向ターゲット式スバッタ法により作製した
TiN薄膜の色彩特性. 野瀬正照， 長柄毅一， 横田
勝， 佐治重興，中田幹子:日本金属学会誌， 第
63巻， 第7号: 944・948 (1999) 
34. 積層AνTi箔の常温圧接による複合化. 奥村善雄，
佐治重興，穴田博: 軽金属，Vo1.49， No.6: 238-
243 (1999) 
35. 極低温・異方向圧延により加工した3004および
5083アルミニウム合金の蓄積エネルギーと再結
品. 古井光明， 能口美智子， 佐治重興:軽金属，
Vo1.49， Noふ209-213 (1999) 
36. Ni・22Cr同9Mo司5Fe-4Nb 超耐熱合金におけるγ
“相の析出と成長. 草開清志， 前川輝男:鉄と
鋼，Vo1.85， Noふ241・248 (1999) 
37. 過剰マグネシウム型AI-Mg2Si合金に対する加
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工熱処理の影響. 松田健二， 橋本功一， 上谷保
裕，蓮覚寺聖一， 品川不二雄，池野進:材料48
巻1号: 16・21 (1999) 
38. 過剰シリコン型Al・Mg2Si合金における中間相
に対する加工の影響. 松田健三， 清水聡， 蒲田
裕志， 上谷保裕， 品川不二雄，池野進:材料48
巻1号: 10・15 (1999) 
39. アルミナ粒子分散Al咽Mg2Si合金複合材料にお
ける時効析出物の観察. 池野進， 荒城昌弘，松
田健二， 品川不二雄， 上谷保裕:軽金属49巻6
号: 244-248 (1999) 
40. ハイス鋼上の鉄ータングステン合金めっき皮膜
の付着性および硬さ特性に及ぼす接合金属の影
響. 高野孝和，蓮覚寺聖一，池野進，中村優子，
島崎長一郎:電気化学および工業物理化学67巻
2号: 163・169 (1999) 
4l. Ti02バインダーによるpνTi電極の長寿命化. 蓮
覚寺聖一， 原陽介，中村優子， 島崎長一郎，池野
進， 加藤琢朗， 久 保田一浩:電気化学および工
業物理化学67巻3号: 243・247 (1999) 
42. 新鋳造法によるアルミニウムビレットの作製.
池野進:工業材料47巻9号: 63-67 (1999) 
43. 高温国体電解質酸素センサーのためのTb407お
よび�Tb2CU203電極の検討. 島崎利治， 山崎登志
成， 寺山清志， 吉村昌弘:高温学会誌，Vo1.25 ， 
No.3: 115・119 (1999) 
44. ビニルトリエトキシシランによる酸化チタンの
カップリング処理. 佐貫須美子， 本吉史武， 長岡
茂， 真嶋宏:表面技術， vo1.50， No.l: 84・89
(1999) 
45. 電子ビーム溶解法でCuを添加した5052Al・Mg合
金の機械的性質におよぼすCu含有率の影響. 坂
本佳紀， 寺林正剛， 梶田伸彦， 佐貫須美子， 前健
彦， 能登谷久 公， 新井甲ー:日本金属学会誌，
Vo1.63， No.7: 924-930 (1999) 
46. 電子ビーム溶解法でNiを添加したAl・Mg(5052)
合金の機械的性質におよぽすNi含有率の影響.
坂本佳紀， 梶田伸彦， 佐貫須美子， 前健彦， 能登
谷久 公， 新井甲ー:日本金属学会誌，Vo1.63 ， 
No.lO: 1348-1355 (1999) 
47. Electrical and colorimetric properties of TiN thin 
films prepared by D.C. reactive sputtering in a 
facting targets spu批ring (FTS) system. Masateru 
Nose， Takekazu Nagae， Masaru Yokota， Shigeoki 
S勾i， Mikiko Nakada: Surface and Coating 
Technology， Volume/issue， 116・119， Nov: 296-
301 (1999) 
48. Effects of Cold Rolling and Annealing on the 
Structure of γ" Precipitates in a Ni 18Cr-16Fe-
5Nb-3Mo Alloy. Kiyoshi KUSABIRAKI， Tonoya 
TSUTSUMI， Shigeoki SAJI: Metallurgical and 
Materials Trans A， Vo1.30A， August: 1923-1931 
(1999) 
49. High Resolution Energy Filtering Transmission 
Electron Microscopy For Equilibrium β-phase in 
an AI-Mg-Si Alloy. K. Matsuda， T. Naoi， Y. 
Uetani， T. Sato， A. Kamio， S. Ikeno: Scripta 
Materialia， Vo1.41 No.4: 379・383 (1999) 
50. Crystal Structure of the ß" Phase in an Al­
l.Omass % Mg2Si・0.4 mass % Si Alloy. K. 
Matsuda， T. Naoi， K. F可ii， Y. Uetani， T. Sato， 
A. Kamio， S. Ikeno. Materials Science and 
Engineering: Vol.A262: 232・237 (1999) 
51. Release of hydrogen molecules仕'Om hydrogen­
containing carbon film deposited on molybde­
num. K. Ashida， K. Watanabe， 1. Kitamura， S 
Ikeno : Joumal of Nuc1ear Materials， No.266-
269: 434司439 (1999) 
52. Investigation of double oxides in出e system of 
Pr203-W03. T. Shimazaki， T. Yamazaki， K. 
Terayama， T. Ishiguro， M. Yoshimura: Joumal of 
Alloys and Compounds， Vo1.285: 112・118 (1999) 
53. Photocatalytic Reduction of Selenate and Selenite 
Solutions by Using TiO 2 Powders. S. Sanuki， 
T. Kojima， K. Arai， S. Nagaoka， H. Majima: 
Metallurgical and Materials Transactions， 
vo1.30B， No.2: 15-20 (1999) 
54. Preparation of Ammonium Chloroplatinate by a 
Precipitation Stripping of Pt(lV)ーloaded Alamine 
336 or TBP. S. Sanuki， Y. Matsumoto， H. 
M司jima: Metallurgical and Materials 
Transactions， vo1.30B， Apr.: 197-203 (1999) 
55. S位ipping of silver 企om Primene 1MT loaded 
with silver thiocyanate complexes. S.Sanuki， 
M.Yata， H.M句ima: Hydrometallurgy， vo1.52， 
No.l: 123・135 (1999) 
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56. Mechanical Properties and Corrossion Resistance 
of AI-Mg Alloys with Cu added by Electron 
Beam Welding. Y. Sakamoto， T. Shibuta， T. 
Mae， S. Sanuki， H. Notoya， K.Arai: Materials 
Trans Jim.， Vo1.40， NO.6: 556-563 (1999) 
57. Magnetic anisotropy of Pm impurity in rare 
earth・・nickel compound. K. Nishimura， K. Mori， 
S. Ohya， S. Muto， W.D. Hutchison， S.J. Harker， 
D.H. Chaplin: Hyperfine Interactions 120/121: 
203-207 (1999) 
58. Reentrant Behavior in Hol-xNdxNi2B2C System. 
S. Cao， T. Ookami， K. Nishimura， K. Mori， 
Physica C316: 273・278 (1999) 
59. Thermal Conductivity of Y 2 03・doped Si3 N4 
Ceramic at 4 to 1000 K. K. Watari， M. E. 
Brito， 民IÍ. Toriyama， K. Ishizaki， S. Cao， K. 
Mori: 1. Materials Science Letters 18・ 865-867
(1999) 
60. Thermal conductivity of intermetallic compound 
NdNi. Y. Adachi， Y. Moami， K. Yabe， K. Ueda， 
M. Endo， Q.F. Lu， 1. Umehara， K. Mori， K. 
Sato: 1. Magn. Magn. Mater. 177・181: 1061・1062
(1999) 
61. RKKY interaction and Kondo effect in (Ce， La) 
PdSn. D. Huo， K. Mori， T. Kuwai， H. Kondo， Y. 
Isikawa， 1. sakurai: 1. Phys. Soc. Japan 68: 3377・
3382 (1999) 
62. Correlation between Superconducting and 
Magnetic Transition Temperatures of Rl・xNdx
Ni2BzC (R=Y， Ho， Er). S. Cao， K. Okamoto， K. 
Nishimura， K. Mori: 1. Low Temp. Phys.: in 
press (1999). 
63. Low Temperature Specific Heat of Zr2(Col・
xNix) under Magnetic Fields. K. Nishimura， Y. 
Tsurugiya， S. Cao， S. Rengakuji， K. Mori: 
Physica B: in press (1999). 
その他の論文
1 .  Effect of Ga Content on Localized Corrosion of 
AI-9massMg Alloys H2 S04 -NaCl Solution. S. 
Toriyama， T. Mae， K. Arai: Materials Trans 
Jim.，Vo1.39， NO.3: 404-412 (1998) 
2. r軽金属学会北陸支部だよりJ. 佐治重興:軽
金属，Vlo1.48， NO.8: 420-421 (1998) 
3 . 1金属材料の極限の性能を引き出すためには， 一
大型素材の結晶粒微細化制御技術の確立を目指
して- J. 古井光明:日本金属学会会報 “まて
りあ.. : Vo1.38， No.2: 179 (1999) 
4 .  1微小重力環境でAl・Ti包晶系合金の凝固宙開
発事業団技術報告(TR- 1 Aロケットの微小重
力実験 6号機実験報告一組織J . 茂木徹ー，
穴田博，他20名:宇): 457・604 (1999) 
5 . 鋳造用 アルミニウム合金素材製造法の最近の動
向.穴田博: 121世紀をめざす鋳造業界と鋳造
技術の動向・展望J， 日本鋳造工学会技術講習
会テキスト: 15-22 (1999) 
プ口シーディンゲ等
1 .  Mechanical Properties of Titanium Flake­
Reinforced Aluminum Matrix Composite. S. S句1，
Y. Okumura， H. Anada: Proc.of the 1 st KIM-
11M Joint Symposium on High Strength Ratio 
Aluminum AIloys， Inchon， October: 27-30 (1999) 
2 .  New Zr-Si-N Thin Films Deposited by RF 
Reactive Sputtering Method. M. Nose， T. Nagae， 
M. Zhou， T. Mae， M. Yokota， S. Saji: 8th 
European Conference on Applications of Surface 
and Interface Analysis， SeviIla(Spain)， October: 
in press (1999) 
3 .  Titanium Flake-Reinforced Aluminum Matrix 
Composite Prepared 合om Multilayered Foils by 
Cold Pressure Welding. Y. Okumura， S. S勾i H. 
Anada: Proc. of Intemational Congress on 
Advanced Materials and Process， Munich， 
September: in press (1999) 
国際学会
1 .  STM observation of localized deformation near 
grain boundaries in Aト1 mass % Mg2 Si 
aIloyswith various amount of copper. F. Ohara， 
Y. Uetani， K. Matsuda， F. Shinagawa， S. Ikeno: 
The 6th Intemational Conference on Aluminum 
AIloys， Their Physical and Mechanical Prope口les
ICAA-6， Toyohashi， Japan， 1998. 7 (1998) 
2 .  The crystal structure of ß" Phase in Al・1.0 mass 
% Mg2 Si -0.4 mass % Si alIoy. T. Naoi， K. 
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Matsuda, T. Sato, A. Kamio, S. Ikeno: The 6th 
International Conference on Aluminum Alloys, 
Their Physical and Mechanical Properties ICAA-
6, Toyohashi, Japan, 1998. 7. 5-10 (1998) 
3 . Precipitation behavior in two step aged Al-MgzSi 
alloy containing silicon in excess. T. Kawabata, 
K. Matsuda, T. Naoi, T. Sato, A. Kamio, S. 
Ikeno: The 6th International Conference on 
Aluminum Alloys, Their Physical and Mechanical 
Properties ICAA-6, Toyohashi, Japan, 1998. 7. 5-
10 (1998) 
4 . Effect of homogenizing treatment on Al-Fe-Si 
intermetallic phase in a 6063 aluminum alloy. T. 
Sugawara, H. Tanihata, K. Matsuda, S. !keno: 
The 6th International Conference on Aluminum 
Alloys, Their Physical and Mechanical Properties 
ICAA-6, Toyohashi, Japan, 1998. 7. 5-10 .(1998) 
5 . Effect of volume fract ion on aging process of 
SiC particle disper sed Al-Mg-Si alloy based 
composite materials. M. Araki, S. Ikeno, K. 
Matsuda, F. Shinagawa, Y. Uetani: The 6th 
International Conference on Aluminum Alloys, 
Their Physical and Mechanical Properties ICAA-
6, Toyohashi, Japan, 1998. 7 (1998) 
6 .  Structure of G.P. zone in Al-Mgz Si alloys. K. 
Matsuda, Y.Uetani, T. Sato, A. Kamio, S. !keno: 
The 6th International Conference on Aluminum 
Alloys, Their Physical and Mechanical Properties 
ICAA-6, Toyohashi, Japan, 1998. 7 (1998) 
7 . Releasae of hydrogen molecules from hydrogen­
containing carbon film depositted onmolybdenum. 
K. Ashida, K. Watanabe, I. Kitamura, S. Ikeno: 
13th International Conference on PSI in 
Controlled Fusion Devices, CA, U.S.A., 1998. 5 
(1998) 
8 . Precipitation Sequences of y ' , E and TJ Phase 
m Fe-Ni-Co-Nb Based Superalloys. K. 
Kusabiraki, H. Toda, H. Komatsu, S. Saji: 
International conference on Solid-Solid Phase 
Transformations '99, Kyoto (1999) 
9 . Transformation from Metallic Glass to the 
Equilibrium Phases in Al90Fe5Gd5. K. Matsuda, 
G.J. Shiflet, R.E. Hackenberg, S. Ikeno: The 
TMS Fall Meeting'99, TMS, Ohio, U.S.A., 
1999. 10 (1999) 
10. Variations m Chemical Composition of 
Precipitates in Al-Ag Alloys. K. Matsuda, G.J. 
Shiflet, S. Ikeno: The TMS Fall Meeting'99, 
TMS, Ohio, U.S.A. ,  1999.10 (1999) 
11. Elemental mapping for equilibrium {3 -phase in 
an Al-Mg-Si alloy by high resolution energy­
filtering transmission electron microscopy. K. 
Matsuda, S. Ikeno, T. Naoi, Y. Uetani, S. Sato, 
A. Kamio: CIM 38th Conference of 
Metallurgists, Light Metals 99, Quebec, Canada, 
1999.8 (1999) 
12. Thixo-extrusion of mechanically strirred 7075 
aluminum alloy with fine grained structure. Y. 
Uetani, H. Morimoto, H. Takagi, K. Matsuda, S. 
Ikeno: CIM 38th Conference of Metallurgists, 
Light Metals 99, Quebec, Canada, 1999. 8 
(1999) 
13. High Resolution Mg and Si Maps for MgzSi by 
EF-TEM. K. Matsuda, S. Ikeno, T. Sato, A. 
Kamio: A workshop on Microscopy and 
Microanalysis for Phase Transformation Studies, 
Fukuoka, Japan, 1999.5 (1999) 
14. Energy Filtering HRTEM Study of Equilibrium 
Mg2Si Phase in Al-Mg-Si Alloys. K: Matsuda, 
T. Naoi, Y. Uetani, T. Sato, A. Kamio, S. !keno: 
Solid-Solid Phase Transformations (PTM)'99, 
Kyoto, Japan, 1999. 5 (1999) 
15. HRTEM Observation of the Precipitates in Two 
Step Aged Al-1.0 mass % MgzSi-0.4 mass % 
Si Alloys. K. Matsuda, T. Kawabata, Y. Uetani, 
T. Sa'to, A. · Kamio, S. !keno: Solid-Solid Phase 
Transformations (PTM)'99, Kyoto, Japan, 1999. 5 
(1999) 
16. Observation of Precipitates in Al-Mg-Si-Cu 
Alloys by the High Resolution Transmission 
Electron Microscopy. I. Okumura, K. Matsuda, 
T. Naoi, Y. Uetani, F. Shinagawa, S. Ikeno: 
Solid-Solid Phase Transformations (PTM)'99, 
Kyoto, Japan, 1999. 5 (1999) 
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ガス吸収・気液反応操作 (分担執筆). 熊
沢英博:改訂6版 化学工学便覧 (化学工学会
編:丸善， 東京， 日本)(1999) 
第3章 境枠， 分散， 混練における粘度. 熊沢
英博:粘度調整技術 (技術情報協会， 東京， 日
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Continuous separation of differently shaped fine 
particles on a rotating vibrating conical disk 
effects of different operating conditions on sepa-
Yamamoto ， M. Tohyama ， M. 
Powder Technology 99: 1-10 (1998) 
湿式粒子形状分離装置の試作と分離特性の検討.
山本健市， 清水直樹， 杉本益規， 松岡洋子:粉
体工学会誌35: 630-638 (1998) 
ration characteristics under various throughputs . 
Sugimoto: K. 
2. 
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著書
偏析. 杉本益規， 篠原邦夫:粉体工学便覧第
二版 (粉体工学会編， 日本工業 新聞社， 東京，
日本) pp240-247 (1998) 
造粒プロセスにおける複合操作. 杉本益規:造
粒 プロセスの最 新動向と応用技術 (技術情報協
会， 東京， 日本) pp179-201 (1988) 
エネルギーの流れと有効 利用. 宮下尚， 吉田正
道:基礎化学工学 (化学工学会編:培風館，
京， 日本) pp240-272 (1999) 
レーザホログラフィを用いた二重拡散対流の可
視化. 山根岳志， 吉田正道， 宮下尚:化学工学
会シンポジウムシリーズ67流れの数値 解析と
熱・物質 の移動現象 (化学工学会「熱物質流体
工学」 特別研究会編:化学工学会， 東京， 日本)
H. Unno， T. Akehata: 1. Chem. Eng. Japan 31 : 
657-662 (1998) 
脱灰石炭造粒粒子の解砕による石炭司重油ー水 混
合物の流動特性， 高瀬 均， 宮崎修治:粉体工
学会誌35: 856-863 (1998) 
5.  CO 2， N 2 Gas Sorption and Permeation Behavior 
of Chitosan Membrane. S.-Y. Bae， K.-H. Lee， S.ー
4 .  
2 .  
Yi， H.-T. Kim， Y.-H. Kim， H. Kumazawa: 
Korean 1. Chem. Eng. 15: 223-226 (1998) 
ドラフトチューブ付き気泡塔における液循環時
間に対するダウンカマーに設けた充填層の影響.
川崎博幸， 宮越芳枝， 熊沢英博:生 物工学会誌，
76: 308-312 (1998) 
Removal of NO by Aqueous Mix巴d Solution of 
and 
c. 
6.  
7 .  
東
3 .  
4 .  
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Kumazawa: 
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H. 
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Archives Env. Protect. 24(2): 141-149 (1998) 
8 .  ドラフトチューブ付き気泡塔の液混合時間に及
ぽすダウンカマーに設けた充填層の影響. JII崎
博幸， 宮越芳枝， 熊沢英博:イ七学工学論文集24:
972-974 (1998) 
9 .  Absorption of Nitrogen Oxide of Low 
Concentrations into Aqueous Solutions of Na2 S 
03 and Fe( II) with Added N2 H4・ T. T. 
Suchecki， H. Kurnazawa: Archives Env. Protect. 
24(4): 35司57 (1998) 
10. Kinetics of Reaction between Carbon Dioxide 
and Sterically Hindered Amines for Carbon 
Dioxide Recovery from Power Plant Flue Gases. 
T. Mimura， T. Suda， T. Iwaki， A. Honda， H. 
Kurnazawa: Chem. Eng. Commun. 170: 245-260 
(1998) 
11. Purification of Concanavalin A by Affinity 
Precipitation Using a New Thermo・Responsive
Polymer with Maltose as a Linkage. K. Hoshino， 
M. Taniguchi， T. Kitao， S. Morohashi， T. 
Sasakura: Biotechnology & Bioengneering 60: 
569・579 (1998) 
12. Production of Antimicrobial Cultuer by 
Sequential Conversion Using Bifidobacterium 
Longurn and Propionibacterium Freudenreichii. 
M. Taniguchi， H. Nakazawa， O. Takeda， K. 
Hoshino， T. Tanaka: Bioscience， Biotechnology， 
and Biochemistry 62: 1522・1527 (1998) 
13. Adsorption Properties of Metal lons onto Sodium 
Polyacrylate Gel. S. Morohashi， M. Takaoka， T. 
Yamamoto， K. Hoshino: Journal of Chemical 
Engineering of Japan 31: 55ト557 (1998). 
14. Flow and Temperature Fields under Natural 
Convection due to Crystal Growth in 
Supersaturated Solution. A. Shiroishi， M. 
Yoshida， T. Yamane， H. Miyashita: 1. Chem. 
Eng. Japan 32:389-394 (1999) 
15. 水のベナール対流において密度反転が及ぼす影
響. 中島栄次， 山根岳志， 吉田正道， 宮下尚:
化学工学論文集 25: 629-634 (1999) 
16. 粉砕を伴う回転円錐型容器による複合微細造粒
粒子の 連続生成一電子線マイク ロアナライザー
による複合形態の観察一. 杉本益規， 戸嶋大輔，
49 
山本健市， 蓮覚寺聖ー:粉体工学会誌36: 685・
691 (1999) 
17. 脱灰石炭造粒粒子の解砕による石炭ー重油-水 混
合物の静置安定性， 高瀬 均， 宮崎修治:粉体
工学会誌36: 266・273 (1999) 
18. Formation of Spindle“Shape Goethite Extremely 
Fine Particles by Air Oxidation of Aqueous 
Suspension of Ferrous Species. H. Kurnazawa， K. 
Higashimae: Chem. Eng. Commun. 171: 15-27 
(1999) 
19. Degradation of Polystyrene in Supercritical 
Acetone， G.-c. Hwang， B.-K. Kim， S.-Y. Bae， 
S.ーC. Yi， H. Kumazawa: 1. Ind. Eng. Chem. 5: 
150・154 (1999) 
20. Pyrolysis of Polystyrene in a Batch-Type Sirred 
Vessel. Y.-S. Kim， G.-C.Hwang， S.旬Y. Bae， S.-C. 
Yi， S.-K. Moon， H. Kumazawa: Korean J. Chem. 
Eng. 16: 161・165 (1999) 
21. 2種類の静止型混合器における乳化分散特性の
共通性. 山本辰美， 川崎博幸， 熊沢英博:微粒
fヒ8: 59-65 (1999) 
22. Fabrication of Barium Titanate Thin Films with 
a High Dielectric Constant by a Sol-Gel 
Technique. H. Kumazawa， K. Masuda: Thin 
Solid Films 353: 144・148 (1999) 
23. Pyrolysis of Kraft Lignin in the Presence of 
Molten ZnC12-KCl Mixture. M.Kudsy， H. 
Kurnazawa: Can. 1. Chem. Eng. 77(5): 6・14
(1999) 
24. Effect of aging on Particle Size and Oxidation 
Rate in the Formation of Needle且Like Goethite 
Particles by Air Oxidation of Aqueous Ferrous 
Hydroxide Suspension. H. Kurnazawa， H. 
Kawasaki， N. Ikeda: Chem. Eng. Commun. in 
press 
25. Hydrothermal Synthesis of Ferroelectric Barium 
and Strontium Titanate Ex甘emely Fine Particles. 
M.-H. Um， H. Kurnazawa: J. Mater. Sci. in press 
26. Synthesis of Titanate Derivatives by Use of lon­
Exchange Reaction. C.-T.Lee， M.-H. Um， H. 
Kurnazawa: J. Am. Ceram. Soc. accepted for 
publication 
27. Absorption and Desorption of CO2 by Aqueous 
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Solutions of Sterically Hindered 2・Amino-2・
恥1ethyl-トPropanol in Hydrophobic 恥1icroporous
Hollow Fiber Contained Contactors. H. 
Kumazawa: Chem. Eng. Commun. accepted for 
publication 
その他の論文
1 . 粉粒体の 選別， 分離(粒) についてーリサイク
ルへ の 応 用- 杉 本 益 規:粉砕42: 72・83
(1998) 
2 .  The separation of Irregularly-Shaped Fine 
Particles by a Vibrating Rotating Disk . K. 
Yamamoto， T. Okumura ， M. Sugimoto : Advanc 
ed Powder Technology 9: 81・95(1998) 
3 . 過飽和溶 液中での結晶成長に伴う二重拡散対流.
前田知子， 城石昭弘， 山根岳志， 吉田正道， 宮
下向:富山大学工学部紀要49:77・84 (1998) 
4. 電子 メールとWWWによる 講義支援事例. 吉田
正道:富山大学総合情報処理センタ一公報3:
l 3・19 (1998) 
5 連載食品加工・製造における 新規な混合・分
散プロセスの 開発と新静止型混合器「ラモンド・
スーパーミキサーJ VI. ラモンド・スーパーミ
キサーの 希薄液分散， 固液分散， 湿式破砕系へ
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電力分配回路に関す る 研究
青 井 英 治
本論文では， 分布定数論的考察 により， 線路としては一般的な任意の巻線比n : 1の非対称分布結合二本
線路の 伝送理論 に 基づいて， 分配回路の 分離特性， 分配特性等の特'性解析を行なってい る。 そして， フ ェ ラ
イ ト コ ア にエナメル線を巻き付けて変成器を構成し， 実際に分配回路を試作し実験を行ない， 理論値と比較
し考察している。 その 結果， 結合2本線路を用 いて構成 さ れ た 分配回路は， 広帯域 にわたって良好な特性を
得ることができると明 ら か に なった。
ホッ プフィール ド ・ネットワークの連想記憶シミュレーショ ン
麻 場 伸 一
ホ ッ プフ ィ ー ル ドネ ッ ト ワー ク は， 脳の “記憶" に 近 い性質を持ち， 知的情報処理に 応用できる。 本研究
ではこれを用い た コ ンビュー タ の記憶システムを構築し， 連想記憶といった人間 に 近 い動作をシミュレー ショ
ンすることが目的である。~ また， 単純な世界モデルを用意し， その中部で コ ンビュー タ はどのような世界像
を持つよう に なるか実験し， それは我 々 人間の脳の記憶方式と比較した場合どのような違い が表 れるか に つ
いて検証する。
Javaによるシーケンス制御用言語のための統合化開発環境の構築
新 井
聡
本研究室では「オ ブ ジ ェ ク ト 指向と状態遷移モデル に 基づ く シーケ ンス制御用言語Jを提案し， 本言語 に
よる開発を支援するた め の様 々 なルーツを作成してきでいる。 しかし これ ら の ル ーツの保守性や拡張性 に
お いて問題 が 生じた。 その た め， 開発言語を C か ら オ ブ ジ ェ ク ト 指向言語であ るJ ava に 変更し， 段階的設計
やイ ン ク リ メ ン タ ルな設計を基本とした再設計， 再開発を行った 。 その結果， モ ジュー ル性や保守性や拡張
性が高 く ， 操作性が良い 環境を構築できた 。
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共蒸着法 に よ る Bi系酸化物超伝導体薄膜のMBE成長
荒 川 豊 文
共蒸着法により基板温度7500Cで SrTi03( 1 00) 単結品基板上 に Bi2SrzCuOx(Bi-220 1 )薄膜を成長 さ せた 。 そ
の結果 Bi-220 1 薄膜 の 表 面性， 結品性は良 く ， ま た再現性を持ってエピ タ キ シャル成長 し て い るこ と を示 し
た 。 ま た. Si(OOI)基板上 に SrO層をバ ッ ファ層 と し て SrTi03薄膜を成長 さ せた 試料を基板 と し て用 い た場
合， その SrTi03薄膜 の 表面性に 強 く 依存 して Bi司220 1 薄膜が成長するご と をX線回折法などで明 ら か に し た。
ネマチ ッ ク液晶材料のねじれ弾性定数の評価 に 関 す る 研究
池 田
一
也
フ ッ 素系ネマチ ッ ク 液晶材料 に おけるねじれ弾性定数K22の 温度依存性 と 分子構造 と の 関係を検 討 し た 。
イ ン プレー ン電極構造の セルを用い. Kz 2をパ ラ メータ と して電庄一光透過率特性の 理論値を測定結果にフイツ
テ ィ ン グ さ せてK22の 温度依存性を導出した 。 ベ ン ゼ ン 環のメ タ 位置にフ ッ 素， パ ラ位置に シア ノ 置換基を
有する材料では， 同位置に水素あ る い はフ ッ 素の みを持つ他の 材料 と 比べてKzzの 値が異常 に大き く ，
状態の 差異を示唆 している。
ナチュラルリソグラフィ法 に よ る 真空マイクロデバイ ス の作製に 関 す る 研究
磯 田 淳 平
ÃÃ � 口
フ ィ ール ド エミ ッ タ アレ イ はフ ラ ッ ト パネルデ ィ スプレイ や高速デバ イ ス の 電子放出源 と し て実用化間近
な状況である。 放出電子密度を高 める観点か ら ， コ ー ン 密度 の 向上は必要不可欠な技術的課題であ る。 本研
究では. 0.s，..._. 1 .5[μmJ径の 微細球状スペーサを利用 し た ナチュ ラ ル リ ソグ ラ フ ィ によるフ ィ ール ド エミ ッ タ
の作製プロセスを提案 し， 素子構造及びデバ イ ス作製プロセスの 検討を行った。
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硫酸ゲ リシンの スイッチンゲ機構に関する研究
内 山 茂 樹
硫酸 グ リ シ ン(TGS) の 分極 反転途 中 に お ける 分域パ タ ー ン を ， 反 転電流波形 を測定 し たの と同じ条件の も
と で観察 し ， 反転電流 と 分域構造 の 関連性 につ い て 調 べ た 。 ま ず， 反転 電流 の波形 を Avramiの 理論 による
反転電流 の理論式 と照 ら し 合わ せて考察す る 。 次 に焦 電検 出 法 を用 い て分域パタ ー ン を観察 し ， 反転 電流 と
の 関連性 を ， ( 1) 電場印加時間 を 変化 さ せ た 場合， (2) 周波 数 を 変化 さ せた場合 に 分 け て 調べ た。
Si(111)基板上のInSb薄膜の ヘテロエピタキシャル成長
岡 本 哲 一
Si( 1 l 1 ) 基板上 に InSb薄膜作 製を 試みた。 薄膜 は組成 比 が In リ ッ チだ と 結晶性が良 く なる表面 が荒れ ， Sb 
リ ッ チだ と 表面 性 が良く な る が結晶 性 は落ちる 。 そし て 基板温度 と蒸着レ ート を 最適化 する と エピタ キ シャ
ル成長する が， 最適化し な い と多 結晶 成長する。 さ ら に蒸着 レ ート を上げるこ と によ っ て基 板温度 Ts=350
℃ でも エピ タ キ シャ ル成長が可能と な る 。 Si(00 1 ) 上 で困難だ、 っ た IsSb の エピ タ キ シャル 成長が 実現 さ れた。
ポ リパラ フ ヱ二レン 超薄膜の配向制御による偏光ELに関する研究
奥 原
徹
導電性共役 高分子で あ る Po1y(2，5-dibutoxy-p-pheny1ene) を LB 法 を用 い て薄膜 化 し ， そ の蛍光 特性及び電気
光学 的特性 を 調べ た。 発光 層 にLB 膜 を用い た有機EL 素 子 におい て 電流密度60mA/cm 2 で 発光輝度1 Ocdlcm 2 
の EL が得 ら れ た 。 偏光E Lスペ クトル の 測定 は 素 子 の劣化速度 が速い た め 測定 でき な か っ た。 吸収 と PL ス
ペ クト ル にお い て 異方 性 が発現 し た が， オ ー ダーパ ラ メ ー タ は0. 1 5 と 低 く ， LB法 単独で は偏光 EL 性機 能 の
付 与 は困難 である。
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電気的消霧 に 関 す る 研究 ー電界中における 霧粒子の振る 舞い一
加 藤 敏 秀
消霧用電極 の間隔及び印加電圧を一定 にした 時 の 電極状態の違 い (濡れ 乾燥 ) 霧の有無による電 極
間電流の変化を， 電流値及び波形を用 いて評価した 。 結果， 霧導入時は電極に水滴が付着すると コ ロナ の発
生が抑え ら れ電極間電流が減少。 霧が無 い 時は， 電 極 に 付着した水滴が ク ーロ ン力 (反発力) によって異極
電極へ飛び、電流が生じる。
短時間呈示における 最適表示色数 に 関す る 研究
河 原 智
人間の 眼は何十万色 も の色を認識できる優れ た 弁明j能を有している。 しかしなが ら ， 記憶色 あ る い は短時
間呈示 に おける色認識においては数種類 の 基本色すなわち カ テゴ リ カルカ ラ ー となる傾向が ある。 本実験結
果より基本色は白， 青， 水， 黄緑， 黄， オレ ン ジ， 赤， ピ ン ク ， 紫の9色 の カテゴ リ ーとなり， 各基本色 に
対する定量的な認識確率も明 ら かとなった。 ま たその結果は， 道路情報板等の 交通視環境整備へ の応用とし
て も 期待できる。
音響インテン シティの3次元有限要素解析
神 林 真 史
この 論文では， 3次元開領域音場 に おける複素音響イ ンテ ン シテ ィ の解析を行った。 解析には， ハ イ ブ リ ッ
ド 型無限要素を使用した 有限要素法を用い， 複数音源のある音場や， 障壁の 存在する音場の解析を行 い， 複
雑な音場 における無限要素の 有効性を検証した。 その 結果， ハ イ ブ リ ッ ド 型無限要素を用 いた解析では， ア
ク テ ィ ブ音響イ ンテ ン シテ ィ では有限領域， 無限領域と も に 十分な精度 が得 ら れ， リ アク ティ ブ音響イ ンテ
ン シテ ィ では無限領域の精度がやや落ちることが分かつた。
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Nonlinear plasma maser d riven by electron beam instability 
刑 部 太 輔
本研究 で は . 2 次元 相対論的粒子 コ ー ド を用 い て シ ミュ レ ー シ ョ ン を 行 い 高 周波 の 電磁波 が エ レ ク ト ロ
ンビ ーム不 安定 に よ っ て励 起さ れた低周波 の ラ ン グ ミュ ア波 を元 に プ ラ ズマ メ ーザ 機構 に よ り 発現する こ と
を electr'On-p'Os加 on プ ラズ マ . ele即 c佐加'On任1ト-叩nププp ラ ズマ の両 方 のケ 一 スで 示 し た。 低周波 から 高 周波 へ の励 起 はフ。
ラ ズマ メ 一ザ 機構 し か考 え ら れず， ま た ， プ ラ ズマ メ ーザ の 特徴 で ある磁場 の 必要性 も 確 か め られ た。
電動 自転車 用直 流電動 機の速度制御に関する研究
黒 谷 忠 司
ア シ ス ト形 電気自 転車 に 回 生機能 を 持 た せる こ とに よ り ， 下 り 坂 に お い て も 大き な 制 動 力 が得 ら れ， バ ッ
テ リ ー の 電 力 を 有効 に 使 う こ と が可能 に なる と 期待できる 。 本研究 で は ， 動 力源 に永久磁石式直流モー タ を
使用し ， 良好な回 生特性が得 ら れる こ と を 目 的とし て 制御装置 を 開 発し ， 模擬 試験に よ り そ の 特性 を 調べ た。
その 結果， 良好なア シスト特性お よ び回生 特性が得 ら れ， 回 生機能が無 い 場合 に 比べて効率が改善 された。
有 機電界発光 素子の発光 機構に関する研究
化 生 正 人
有機電界発光 の 再結合 ・ 発光機構 に 関する検 討課題 の 中 で， 発光層 中 で の 発光再結合位置 に 関 し て は不明
な 点 が多 い 。 本研究で は発光層膜 厚 を 変化 さ せ， 仕事 関 数 の 異 なる陰極 電極 を用 い て EL諸特性 を 測定 し ，
発光輝度の膜 厚依 存性， 陰極 材料 の仕事 関数， 発光層内 に おける電子 ・ 正孔 の挙 動を検討 し た。 再結合量 の
指数 関数的分布 を仮 定 し ， 再結合ピ ー ク 位置が注入 量割合 に よ っ て移 動するモ デルで有 機E L 諸 特性 を説明
できる こ とが わ かっ た 。
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メン タルモデルの形成 に 関 す る 研究
小板橋 淳
人 間ど う し の 対話 と 同様 に 人 間 と 計算機 と の 対話 において も 計算機が使 用 者 の状況 を 認識 し， それ を 人
間 と 計算機 と の 対話 に利 用 で き る と 考 え られ る 。 本研究では ， 使 用 者 のメンタ ルモ デル を 計算機上 に擬似的
に 表現 し ， そ の 情報 を も と に使 用 者 の作 業 を補助 す る シ ステム を構築 し そ の有効性 を 評価 した 。 メンタ ルモ
デル の 表現 には ， フ レ ーム理 論 に 基づ く 知識 表現 と推論 のた め の 機構 を 用いた 。 こ の シス テム に よ り ， 使 用
者 の 計算機 に対する 理解の度合い を把握す る こ とが 可能 と な った。
DNAモーターの電気的モデル に 関 す る 研究
越 田 陽
一
DNA モ ータ ー の構造 と 機能 を 物理 学 にお ける 力 学や電磁気学 を 用いて 解 き明かす とい う 研究は ， 生体分子
機械 の 動作原理 の解明 に つ なが る も の と 期 待 され る 。 し か し ， 一般 に 生体分子は非常 に複雑 であ り ， 力学，
電磁気学的 に 論ず る には困難が と も な う 。
本論文は ， George Oster らが作 成 した モ デル に改 良 を 加 え汎 用 性 のあ る DNA モ ータ ー モデル を作成 した。
微細形状に よ る ネマチ ッ ク液品分子の配向特性 に 関 す る 研究
小 林 耕 人
液 晶セ ル 内 の 分子配向制御 には通 常 ラピン グ法が 用い られてい るが ラビン グ レ ス 配列 や配 向 に 関す る 物
理的 考察の観点から ， 微細線端面 に よ る 液晶分子配列 に 関す る 研究報 告が多く な されてい る 。 本研究では ，
電子線 リ ソ グ ラ フ ィ で微細 線 を 形成 した 基板 を 用い ネ マチッ ク 相 にお け る 配 向特性 の検討 を 行 った。 微細
線 の 間隔が広 い 場合 には ， パタ ーン に 無 関係 に シュ リ ー レン組 織が観察 された 。 線間隔が 1 μ m以 下 で， 厚
み500Å以上 の場合 には均一な配向が 得 られ た。
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対話による言語意識獲得方式の研究
小 林 宏 教
英文解析用辞書 デー タ 構築 に 必要な言語知識 を 対象 と し て， ユ ーザ と 計算機 と の対話 に よる知識獲得 方式
を提案 した。 本方式で は 計算機は コ ー パ ス 及び言語 的特徴 を利用 し て未知 単語 に 関する言語知識の推定測及
び 新デー タ の 生成 を 行な い ， そ れ ら を も と に 適 切 な方 法 でユ ーザ に 情報提供 を 要求 し ， 新 し い言語知識獲得
を 行 な う 。 英文 テ キ スト を コ ーパ ス と した 動詞 の言語知識獲得 実験 を 行 ない ， 提案 方式 の有効性 を 確認 する
と 共 に問題点 に つい て も 検討 した 。
双円錐ホ ーンによるパル スアンテナに関する研究
小 丸 明 宏
パ ルス ア ン テ ナ と し て の役割 を 果た す ア ン テナ と し て 円錐 ホ ー ン に着 目 した 。 円錐 ア ン テ ナ ・ 二重 円錐 ア
ン テナ の 放射 電磁界 を 解析 し ， そ れぞれ の 特性インピ ーダ ン スを導 出 し ， また 実験 に よ っ てこ れ を測 定 し 実
証 した 。 円錐 ア ン テナ の給電点から の 放射の指 向性は円錐の軸方向 に あり ， 従来 のダイポ ー ルア ン テナの指
向性 と は対照 的 な特性 を持つ。 また特性イ ンピ ー ダ ン ス は 円錐 の聞き角度 に よ っ て のみ決 定さ れる。
心電図波 形の 特徴を利 用 し たその効率的記録法に関する研究
酒 井 英 生
長時間 に渡 る 心電図波形 の 解析 を 効率よ く 行 う に は コ ンビュ ー タ を用 いる 必 要 が ある 。 心電図波形の 情報
を損 な わ な いサンプ リ ン グ周波 数で 量子 化 を 行 えば記憶 デー タ 量が膨大となり ， 情 報の解析や記録装置の 容
量に対 し て大き な問題 を残す。 そこで ， 多く の 生体信号 の 圧縮符号化方 式が提案 さ れてきて いる 。 本研究 で
は心電図波形 に着目し ， その 時 間 的 ・ 周波 数的特徴 を 利用 した効率 的 な記録 方式 に つい て検討 ・ 評価を行 っ
た。
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雷鳴によ る雷道の評価に関 する研究
酒 井 英 徳
北陸地 方 の冬季雷 は大電流 で ある こ と が多 く ， 近年 の 送電事故 の 大 き な問題 とな っ て いる 。 雷雲活 動 を把
握する に は雷 放電路 の 位置 を把握する必要性がある 。 こ の 論文 で述 べる 持続時間法 と 時 間差 法 は ， 雷鳴 を利
用 する事 に よ り 放電路 の範囲 と 位置 の推 定 を 目 的 と した 方法で ある 。 こ の 音響 法は視覚 的情報か ら 確認で き
な い雲 内 の 放電路 を 再現 で きる 可 能性 と ， 電磁界 に よる 再現 に 比べ極 め て簡 単な 装 置で測 定できる 点 に大 き
な特徴 が ある 。 こ れ ま で測 定 が困難 で あ った雲 内 の 放電路 が再現で きる 可能性か ら ， 北陸冬季雷 発 生メ カニ
ズム の解明 に と て も 有効 な 観測 手段 と な り うる と 考 える。
T4ファージのシミ ュレーション に関 す る 研究
津 桝
一
美
T4-Phage の 人工生命研究 に お い て自己 組織化 の 過程 など は こ れ ま で い く つ か行われて きた 。 この論文 で は，
溶 液に浮遊 し て いる状態 か ら 大腸菌 に吸着 し ， DNA を 放 出 する ま で の過程をGoe1 と Th ompsonによ っ て考察
さ れた MFA 理論 を基 に モ デル化 し ， Wind ows上 に お い て OpenGL を用 いた3 D グ ラ フイツ ク シュ ミ レ ー ショ
ン を作 成 し て いる。 そ の 結果視覚 的 に 分か り 易 く そ の 現 象 を概念 的 に捉 え 易 く する こ と に 成功 した 。
LATGSP単結晶の強誘電特性 に 関 す る 研究
志 知 正 文
硫酸 グ リ シ ン 単 結 晶 (TGS) 中 に リ ン を ド ーピング した TGSP は TGS と 同じ多分 域状態 で あ り ， L- α ­
a1anine を ド ーピ ン グした LATG S は単結 晶全体が 単分域状 態 で ある 。 両 方 同 時 に ド ーピ ン グ した LATGSP は
単分域状 態 で ある と 考 え ら れるが， 逆 向 き に 分極した 領域 ( 1 2 1 ) が存在 し ， L- α-a1anine に よる 内部バイア
ス 電場 の 発 生 と ， リ ン に よる坑 電場の 増大お よび キュ リ ー温 度 の 低下 が 同 時 に起 こる。 また ， 不純 物 の混入
は， キュ リ 一定数お よ び、展 開係 数。 に は影響 し な い。
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画像処理によ る ヒドラを用いた生理活性物質の微量定量に関す る 基礎的研究
柴 原 章 宏
従来 よ り 知 ら れた神経 伝達 物質や ホルモ ン と は 異な る作用 を 持 つ 細胞成長 因子 と呼ば れ る 一群の 生理活性
物質が生体 内 で発見 され， 臨床 的 に治療 や診断 に 使 う 試みが始 め ら れて い る 。 細胞成長 因子の 微量定量 と し
て ， ヒ ド ラ を用 い た バ イ オ ア ッ セ イ 法 が研究 さ れて い る 。 本研究 で は ， 画像 処理 を 行 っ て ヒ ド ラ に 関す る特
徴 量 を抽 出 し ， ヒ ド ラ の行動 と 細胞成長 因 子 の 存在下 の影響 に お け る 関係 を 解析 し て細胞成長 因 子 の 濃度 を
判定する た め の 手段 を検討 し た。
NANDゲートを用いた論理回路の教育用アプリケーションに関す る 研究
常 少 英
男
筆 者 の 所属 する研究室 で は， MA 法 と呼ば れ る NANDゲ ー ト のみで 理論回路 を設 計する 手法 が あ る 。 今 回
umx の X-Window を用 い ， ユ ーザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス 部分 を強 化す る こ と に よ り ， 誰 に で も簡 単 に MA 法 を
用 い た 回路設 計が行 え る よ う に な った 。 更 に デ ィ レ イ を 考慮 に入 れ た タ イ ミ ン グ シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ， ま た設
計 さ れ た 回路 の検証など も視覚 的に 分か り やす く 制作 さ れて い る の で教育用 と し て利用 する の に 最適な も の
と な っ て い る 。
水滴の帯電現象を利用した地上電界計測装置の開発
関 谷 昌 英
地上 電界 を 測 る た め に水滴の帯 電現象 を利用 し た 新 し い 電界測定法 式 を提案 し た 。 この 方式は単純 で， 高
信 頼性 ， 低コ ス ト ， そ し て雨雪 によ っ て強 く 影響 受 け る も の で は な い 。 電界 中 で の水滴 の 電荷の依 存 を 評価
し ， そ れ ら の聞 に 線形性 を 見つ け た 。 さ ら に 電荷 は， 水 量 と水平 方向 の 電界 に対す る依存性 を評価し ， こ の
方式が 電界測定器 として適用 可能 で あ る こ と を 確認 し た。 ま た 電界 計算 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン において 計算値
と 測定値 が一致 す る こ と を確認 し た。
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在宅健康管理のための生計計測技術に 関 す る 研究
高 木 徹 之
家庭 内 の調度品 を利 用 した健康 計測 シ ス テム と し て ， ト イ レ を利 用 した 体重・排世 量測定 ， 浴槽 を利 用 し
た 心電図測定 ， ベ ッ ド を利 用 した 心電図測定 を行 う 3 つ の自動計測 シ ス テム を富山県高岡市 に建設され てい
る ウェル フェ ア テ ク ノハ ウ ス (WTH) に設 置 した 。 WTH に おい て若年 者及び高齢 者 を被験 者 と した滞在実
験 を 行い ， 各 生体情報 の測定 を 行 う こ とで ， デー タ 解析 アルゴ リ ズム の検 討， シ ス テム の 評価， 測定結果 に
つい て の年齢 層 間 で の差 異 に つい て の検 討等 を 行 った 。
LED電光表示板の視認特性と色光の最適表示輝度に関す る 研究
高 林 武 史
高輝 度青 色 の LED が 開 発され ， LED 電光表示板 で の フル カ ラ ー表示が 可能 と な った。 一方， 多 色表示の場
合， 色毎 に輝 度 と 見 か け の明 るさが違 う とい う 事実があ る 。 そ こ で， 本論文 では オ レ ンジ の輝 度 を 基準 と し ，
青 ， 7k ， 緑 ， 黄緑 ， 黄 ， 赤 ， ピ ン ク ， 紫 ， 白 と の見か け の明 るさ の関係 を測定実験 した 。 そ の 結果， オ レ ン
ジ よ り も 短波長側 の 色は夜 間 では低い輝 度 で も明 る く 見 え ， 長波 長側は 周囲 の照 度 に よる見か けの明 るさ の
変化が少 ない こ とが わ か った。
簡易型方向性結合器に 関する研究
田 中
威
本研究 におい ては 同軸 線 を2 本用い て方 向性結合器 を 構成 し これ を簡 易 型方 向性結 合器 と称 し て特性解
析 を 行 った。 解析 の 結果， 整合係 数K=l.O ， 位相 比D=l.O ， 漏洩係 数Mが限りな く 0 に近いとき に 分離特性，
伝達 特性， 結 合特性が も っ と も よ く な る こ とが わ か った。 また ， 同軸 線2 本 を フェ ラ イ ト コ ア に巻 き付 け て
簡 易 型方 向性結 合器 を実際 に 試作 し ， 実 験 を 行 った と ころ 中 心周波 数付 近 ま では 分離特性 も 良 く ， 理論値 と
一致 した。
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物理的な四角 形 及び主観的な四角 形の明るさ知覚に関する研究
長 徳 典 宏
カニ ッツ ァ の四角形 は数 ある錯視図形 の 中 で も . 2 種 類 の錯視現象 を 内包 する特異な図形で あるこ と か ら
視覚 研究 の格 好 の題 材 と さ れてき た。 す な わちこ の図形 を 見るこ と に よ り ， 主観 的 な輪郭 を知覚 し ， また主
観 的 な四角形 を背景 よ り も 明る く 知覚 する 。 今だ不 明 な点 の多 い主観 的 な四角形 と物 理 的 な四角形 の 明る さ
知覚 に つ い て心理物理実験及び視覚系 に 基づ い た モ デル に よる シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い ， 主観 的 な四角形 及
び物 理的な四角形 の 明る さ知覚 に つ い て検討 し た。
単相交 流誘 導反発 型磁気浮上回転シ ステ ムに関する研究
辻 貴 ー
一次側励磁回路 に集 中巻き コ イ ルを施 し た カ ット コ ア 鉄 心 の表面 に 鉄片 を 置き ， 二次導体 で ある アル ミ ニ
ウム 円盤 と の聞 にギ ャ ッ プ差 を作るこ と に よ っ て 単相 電源 に お ける 移動磁界 を作 り ， ア ル ミ ニ ウム 円盤 を磁
気浮上 ・ 回転 さ せる 装 置 を 試作 し た。 こ の 装置 に 関 し て， 鉄片 の 高 さ を 一定 に し た 場合 ( フ ラ ット) と階段
状 に し た 場合 (ス テ ッ プ) の 基本特性 の 測定， 有限 要 素 法 に よる磁場解析 を 行 い ， 高速 か つ 安定 に 回転 さ せ
るこ と を検討 し た。
濃霧中における 色光の視認 特性に関する研究
寺 田 昌 司
我々人 間 の 目の視認 特性は， さ ま ざ ま な視環境下 に お い て著 し く 変化する 。 本論文 に お い て は， 視環境条
件と して 濃霧を想 定 し ， そ の中 で の 明る さ知覚 ， 及び色光 を用 い た ラ ン ド ルト 環 に よる視角 の 変化 を 測定し
た 。 実験結果よ り ， いず れ の被 験者 に お い て も ， 赤 及び黄 色系統 の評価は高 く ， 逆 に青 及 び緑 色系統 の 評価
は 低 い と い うこ と が明 ら か と な っ た。 こ れ ら の 実験結果は， 濃霧中 に お ける視認 特性 を 考 える上 で極 め て有
用 な情報 と い える。
一一73一
コンビュー タグラ フィック スにおけるレンダ リング法に関する研究
出 口 圭太朗
3次元 コ ンビュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス は モデ リ ン グ と レ ン ダ リ ン グ と い う 2 つ の 要素 に よ っ て構成 さ れ る 。
そ の 中 で レ ン ダ リ ン グ のた め の技術と し て代 表 的 な も の に レ イ ト レ ー シ ン グ法 と ラジ オ シ テ ィ 法 が あ る 。
こ れ ら の レ ン ダ リ ング方法 の 考 え方 を説明 し ， そ れぞれ の 方法 に よ り 計算 ・ 表示 さ れた絵 を 比較 ・ 検討す る 。
さ ら にこれ ら の レ ン ダ リ ン グ方法 を 組み合わせた 方法 に よ り 計算 さ せ描 いた絵 を検討す る 。
Turbo-Codeの 特性解析 …イン タ リーパ 特性の研究
道 具 志 朗
本論文 で は， タ ー ボ符 号 の 一般形 とそれ を 構成す るた め の理 論 を 解明 し ， そ れ に 基づき タ ー ボ符 号 を 構成・
実 験す るこ と を 目 的 と し て い る 。 特 に イ ン タ リ ー パ特性 に注 目 し ブ ロ ッ ク イ ン タ リ ー バ と ス テ ッ プイ ンタ
リ ー パ の2種類 を用 い誤 り 訂 正実 験 を 行 った 。 そ の 結果， イ ン タ リ ー パ 長 が長 い 時 に ， 低 EblN。 領域 にお い
て 安定 したビ ット誤り 率 の改善 が見 られた 。
SiGe系量子井戸の作 成 とその2次元電子の電気的 特性
中 西 早 人
最近の 半導体デバイ ス ・ 集積 回路 の め ざ ま し い 進歩 は， シ リ コ ン に負 う ところが非常 に 大き い 。 そ の状況
は今後 も 変わ ら な い と 考 え ら れ， シ リ コ ン の枠 内で新 し い 分野 を 開拓 す るこ と が強 く 望 ま れて い る 。 そこ で，
我々 はヘ テ ロ 構造 に よ る Si系 デバ イ ス の 高性能化 を 目 標に ， 日々 の研究 に励んだ 。 そ の 結果. Si上 に2 次元
電 子 ガ ス構 造 を MBE 装 置 に よ り 作 成 し ， 低 温 (4000C ) Si +傾斜 型 SiGe バ ッ フ ァ 一 層 を 使用した
SiGe/Si/SiGeで約 1 ，400cm2 Ns (室 温) . 約50，OOOcm2 Ns (5 K) と い う 移動度 が得 ら れた。
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降雨の絶縁破壊現象に及ぼ す影響の評価
南 部 公 孝
落下水滴 が不 平等 電界 中 の破壊 電圧特性 に 与 える影響 を 調 べるた め ， 針対針ギ ャ ッ プ に水滴 を落 下させそ
の破壊 特性 を 評価 した 。 そ の 結果， 落 下水滴 が正電極 に落 下する場合 も し く は正電極 か ら水滴 が落下する 場
合 に の み破壊 電圧が低下する こ と がわ か っ た 。 落 下水 量 に依 存性 は無 く ， ご く わずか な水 量 の水滴 に よ って
も破壊 電圧 に 大 き な影響 を 与 える ， つ ま り 水滴 が正電極 に接触 する こ と が破壊電圧 を低下 さ せた と言 える。
Ge/Si (001) 基板上にInSb薄膜の ヘテロエピタキシャル 成長
二
津 幸 生
Ge/ Si (00 1 ) 基板上 に InSb 二段階 成 長 を 行 う と ， そ の 表面性 に は片寄 り が 生じる 。 本研究 で は ， こ の片寄
り に つ い て 調査 し ， 蒸着 面全体 に片寄 り の 無 い 一様 な薄膜 を作 成する こ と を 目 的 と し て実験を 行 った 。 そ の
結果， 表面性に お ける片寄 り の 方 向 は， 基板に か け て いる通電加熱のバイ ア ス方 向 に依 存 し て現れた 。 また ，
片寄 り を防ぐ方法のー っ と し て ， 基板 温度 に対する蒸着 レ ート を上げる こ と に よ り 凝 集 を抑 える方法は有 効
である こ と を確認 した 。
二相交流磁気浮上式 リニア誘 導 モ ータに関する研究
林 哲 也
二次導体 に ア ル ミ ニ ウム板 を 使用 し ， 二 次導体が浮上 した ま ま推 進する リ ニ ア 誘導モ ー タ を 試作 した 。 そ
の 試作 した リ ニ ア 誘導 モ ー タ を 用 い て， 励磁周波 数 と浮上 力 と の 関係 ， ア ル ミ 円盤 を用 いた推 進 力 の測定 を
行 った 。 さ ら に ， 有 限要素法 プ ロ グラム を 用 い 実測値 と 計算値 と の比 較 を 行 った 。 また ， 複数 の 周波 数成分
を合 成 した 電源 を 試作 し ， そ れ を 用 い て浮上 と推 進 の 非干渉 制御 につ い て 実験 を 行 い ， そ の有 用 性 に つ い て
検討 した 。
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呼吸， 岨暢， 嚇下運動の リズ ム聞の協調関係 とその姿勢による 影響
松 村
忠
呼吸 ， 岨鴫 ， 鴨下運 動は 生命維 持 のた めに重 要 な運 動 であ る 。 これ ら の運 動は 能幹 に 存在す る 各C PG によ
り 制御 された リ ズム運 動 であ り 協調 関係があ る 。 本研究ではこれ ら の運 動聞 の協調 関係が姿勢 でど のよ う に
変 化 する か 検 討 した 。 そ の 結 果 ， 呼吸位 相 中の鴨 下 時 点は 座位 ， 仰臥位 ， 横臥位 と比較し ， 四這 (h ead
down) では早 い位相で 生じた 。 こ の よ う な協調 関係 の 変化は ， 姿勢変化 に よ り 体 内 の筋 肉や器官の 機械的 性
質 の変化 を補償す るた め に 生じ る と考え られ る 。
ネッ トワ ークニュ ー スを対象 とした情報収集方式の研究
間 藤 真 人
ネ ッ トワ ー ク ニュ ー ス シス テム上 に 存在す る多 量 の記事 か ら 効 率 良 く 獲 得洩れ の 無 い情報収 集 を 行 う 方法
と し て， 要約 手 法 を利 用した情報収 集方式 を提案 した 。 本提案 方 式 の実 現 には 要約情報 を獲得す る 機構が必
要であ る 。 そこ で記事 の 表 層 表現 の 特徴 か ら 重 要部 を推定 し ， 要約 情報 を獲 得す る シス テム を構築 した 。 実
験 よ り こ の推定 方法の有効性 を 確認出来たが ， 要約情報 の 精度 と し ては実 用上 まだ不 十分であ り ， 今後 更 な
る 解析の必 要性が 認 め られた 。
因子分解法を 用 いた ス テレ オ画像による物 体の3次元再構 成に関する研究
三日市 康 博
本研究では2台 のCCD カメラ を任意 の位置 に設 置 し ， 撮影 した ス テ レ オ画像 か ら 対象物体 の 形状 を 測定 す
るこ と を 目的 と し て い る 。 近年 ， 3台以上 の カメラ を 用 い ， それ ぞれ画像上 の 対象物体 の 特徴 点 の 対応 関係
か ら3 次元 へ復元 す る 因子 分解 法が 発表 さ れた 。 こ の 因子分解法 を ステ レ オ に 適用 す るた め の拘束条件 を提
案 し ， ス テ レ オ画像 か ら3 次元 再構 成 を 行 う 実験 を 行 い ， 本提案 手 法 の有効性 を 確 か めた 。
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地上で観 測される電界から雷雲電 荷分布を 推定する 手法の検討
宮 野 潔
地上 数ヶ 所 の 観測電界 のデー タ か ら雷雲の 電荷分布 を推 定する ア ルゴ リ ズム を提案 し た。 こ の際 ， 電荷分
布 は点電荷モ デルで 表現 し 推 定電荷数及び反復 法 (GA 及び、ニュ ート ン 法) に よる推 定 の際 の 初期値 が電界
分布 か ら自 動 的に決定 さ れる 。 数値 シ ミュ レ ー シ ョ ン に よ り ， 初期値設 定 の 適切化 に よっ て安定な収 束解が
得 ら れるこ と ， 有効桁 数3桁 の電界測定精度で あ れば推定可能で あるこ と ， 精度及び計算時 間 の点か ら ニュ ー
ト ン法 の 方がやや優 れて いるこ と な ど が明 ら か に さ れた。
リング型ハイブ リッド 回路に関する研究
宮 村
貴
純
本論文 は4 本 の入/4 線路 の環状 に 結合 し て得 ら れる リ ン グ型はハ イ ブ リ ッ ド 回路 を 分布 定数論的 に 考察 し ，
そ の 伝送理論 を明 ら か に し た も ので ある 。 解析 に は散乱行列 を用 い て 動作減衰 量 を算 出 し て 各特性 をグ ラ フ
化 し ， 実 験 に より そ の妥当 性 を 示 し た。 ま た ， リ ング 型 ハ イ ブ リ ッ ド 回路 は進行波 と 反射波 に 比例 し た波 を
取 り 出 して 検 出できる ので ， そ の 両 者か ら回路 に 接 続 し た被測定素子 に お ける 反射係 数 を 求 める た め の 測定
方法 に つ いて 示 し た 。
色情報 と動きベク トルを 用いた動画像からのオブジェク ト抽出の検討
宮 本
剛
本研究で は， 動画像符 号化 方 式 (MPEG4) のVOP符 号化 に対する動画像 か ら の オブ、 ジ ェ クト抽 出 法に つ い
て検討 し た。 ま ず， 静止 画像 に お い て， 光の影響を 受 け た物体の ハ イ ラ イト や影 の 部分 の 過分割 を 除去 する
た め ， 物体 の色分布を近似 し た ク ラ ス タで ク ラ ス タ リ ン グ を 行 う 領域分割 法 を提案 し た。 次 に ， 領域分割法
と フ レ ーム 間 の 相 関， 動きベ ク ト ル を用 い た統合処理 を 組 み合 わ せ て動 画像 か ら オ ブ ジェ クトを抽 出 する 手
法 を提案 し た。
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可変速風力発電模擬システムに 関 す る 研究
湯 野 康 治
発電機 に 誘導機を用い た 可変速風力発電模擬システムを試作した 。 こ の システムは， 回転子回転数を誘
導電動機で コ ン ト ロー ルし， 発電機 により機械的出力を電気的出力 にし， 系統 に回生する装置であ る。 発電
制御としては， 回転数より も 低 い励磁周波数 に する こ と によって回転数の変動が あ って も 発電可能な， すべ
り一定制御を行っている。 こ の システムを用い て 風力発電 に おける フ ィ ー ル ド 試験の再現を行 い， 特性を
検証した。
画質評価尺度に基づいた画質主導型JPEG符号化の検討
吉 岡 哲 二
本研究では国擦標準であ るJ PEG符号化 に 対して情報源符号化 の 立場か ら QoS を向上 さ せるた め に， ユー
ザが必要とする画像品質で情報圧縮を行う 白 黒画像 に 対する画質主導型J PEG符号化を提案した 。 次 に ， こ
の システム に 対して再生品質 の 精度向上と処理速度 の短縮両面 か ら 検討を加 え， その 有用性を検証した 。 ま
た， パソコ ン 上 に 本 システムをソ フ ト ウ エア実装する こ とにより， ユーザー指向型画像配信 システム の実現
へ向けた検討が行な え た 。
イン クジ、工ツト法 に よ る 有機EL素子の作製とその電気光学的特性
吉 森 幸 一
有機電界発光 (EL) 素子の 作製法と し て， 現時点では先行してい る真空蒸着法の課題は低 コ ス ト 化， 大型
化， パ タ ー ン 形成が困難な こ とである。 本研究では， 伝導性透明基板上に発光層をイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ
を用 いて直接成膜するイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト 法 に つ いて検討 し た 。 RGB 発光素子の 作製が可能 と なり，
C540を発光材料 に用い たと き2wt% の ポ リ マ ー 濃度で7 mAlcm2 に お いて3 80cdlm2 の輝度を得た。
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マ スクパターンの熱 変形3次元有限要 素解析
夏 広 詣
電極 パ タ ー ン を 形成する た め の マ ス ク パ タ ー ン は 高 温 に さ ら される た め ， 熱変形 を 起 こ し ， 不 良品 が 生じ
て し ま う 。 本論文 で は こ の メカニ ズムを解明する た め に 有限 要 素 は り モ デル と3 次元弾性変形有限要素モ
デル を併用 する 手法 を提案 し た。 板 の は り モデル に 表裏 の 温度差 を 与 え て解 い た 結 果 を3 次元 モデル に 初期
変 形 と し て 与 え ， 板全体に 1 500C を 与 え たところ， 期待される 曲げ 変形量が得 ら れ た 。 交 点付 近 の 材質 を 変
える こ と に よ り 変形量 を小 さ く で きる こ と が分かつ た。
階層概念を 用いたインター ネット検索シ ステ ムに関する研究
金 大 申
イ ン タ ーネ ッ ト 検索 シ ス テム に階 層概念 を取 り入れ て， イ ンタ ーネ ッ ト上の 情報 の 特性 で あ る 大容量， ダ
イ ナ ミ ッ ク 性 (情報 変化 の 激 しさに分散性 など に 対応で きる 高 度検索 シ ステム 方式及びそれ を 実装 し た プ
ロ ト タ イ プモデル の 開 発 を行 い ， 新 し い イ ン タ ーネ ッ ト 検索方式 を提案 した。 情報検索 を 行う 実験 を 行 い ，
実験結果 を 用 い て提案 し た検索方式 の有効性 の 確認及び問題 点 を検討 し た。
最適例及び下位範晴化 フレー ムを 用いた動詞情報の獲得方式の研究
徐 天 歳
本研 究では ， 辞書に登録され て いな い動詞 の辞書 デー タ (文 法 ・ 意味 情報 ) を自 動 的 に獲得する方法に つ
いて述 べる。 文 法情報 の獲 得は， あらかじ め 用意 した 動調下位範時 化フレ ームを用 い て ， 構文解 析が 可能か
ど う か に よ っ て行 う 。 意味情報 の獲得 は， 共 起関係 など の手 がかり が含 まれ て いる典型 的 な テ キ ス ト (最適
例) を用いて行う 。 開 発 した 評価用 システム を 用 い て 動詞情報 の自 動獲得実験を行 い 提案 した方 法の有効
性 を確認 し た。
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ユ ーザイン タ ー フェ ー スを 用いた環境型教育シ ス テ ムの構築
越 紅
CAI と は コ ンビュ ー タ を用 い て 人 間 の 学習 を支援 する教育 シ ス テム である。 本研究 で は フ ー リ エ級 数 を教
材 と し た知 的CAI シ ス テム を提案 する。 学習 者が フ ー リ エ級 数 に 関する基本概念 及び演習問題 を 容 易 に理解
で きる こ と を 目 的 と する 。 こ の シ ス テム は四 つ の段階 ， 即ち「 導入段階J. í 適用段階J. í 定着段階J. í推 定
段階J か ら 構成 さ れる 。 Windows'95 の 環境 でVisual C++5.0 を用 い て試作 し た 。 各階段 の 学習 過程 で 他 の段
階 に行ける こ と は本 シ ス テム の特徴 に な っ て いる 。
結合 線路 形 フィル タの 特性解析
越 大 我
本研究では， 結合3 本路 線 を用 い て構成 さ れる帯 域除去特性を有する フ ィ ル タ の 特性解析 を 行 っ た。 3種
類 の 伝 送 回路網の特性 を6 端子対 回路網 の 一般 式 を用 いて 解析し た。 そ の 結果， 帯 域除去特性 を有する こ と
が理 論 的 に明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 伝送回路網 の 応用 と し て は， 通 信 シ ス テム や 計測 シ ス テム に おける雑
音 の 除去回路 へ の 応用 など が考 え ら れる。
有限要素法を 用いた発電 機 タ ービン羽根の振動解析
文 涛
発 電機蒸 気タ ービン羽根の 振動解析 を 目 的 と して タ ービ ン の羽根 を 二 次元弾性体平板 曲げ モデル に簡略
化 し ， この 解析モ デル に つ い て 固有振動数及び固有振動モ ー ド を 有 限 要 素 法 (FEM) を用 い て 計算 し た。 解
法 の妥当 性 を 調 べる ため 解析解の知 ら れて いる問題 に本 法 を 適用 し た ところ 理 論値 に 比較的一致 し た 振動
周波 数 と 振動 モ ード が得 ら れた。 ま た ， シュラ ウ ド に よ っ て タ ー ビ ン羽根 を 連結 し た場 合 の 固有振動数の上
昇 の様子が定量的 に 評価で き た。
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伝送 線路で構 成される方向性結合 器に関する研究
木 塔 里 甫 莫 合 買 提
本論文 に お いて は， 分布 定数回路理 論 に 基づ いて ， 結合3本線路 の6 端子対回路網 と して の 基本式 を 導 い
て い る 。 次 に ， 対称、 結合3本線路形 方 向性結合器 の 結合， 分離， 伝達 の 各 特性 を 各 端子対聞 の 動作減衰 量 に
よ って 解析 して い る 。 解析 の際 に用 い た パ ラ メ ー タ は， 整合係 数， 漏洩係数， 位相比で あ る 。 各 パ ラ メ ータ
が特性 に お よぽ す影響 が明 ら か に な っ た。 同様 に 非対称形 方向性結合器に つ いて も 解析 し て い る 。 実験値 に
対す る理 論 曲 線 も よ く 一致 し てい る 。
PWM制御負 荷をもっ三栢ダイ オー ド整流 回路の高調波 計算に関する研究
李 帆
ダイ オー ド 整流器 は， 交流電力 を直 流電 力 に 変換 して い る 。 直流チ ョ ッ パ の オ ン 時 間 と オフ 時 間 を調節 す
る こ と に よ って ， 直流 出 力 電圧が調節 さ れ る 。 本研究は， PWM (パルス幅変調) 制御 に よ る 直流負荷 を も っ
三 相 ダイ オ ー ド 整流 回路 で発 生す る 高調波 電流 を 周波 数領域で算定でき る 効率 的 な方 法 を提案 し た も の で あ
る 。 提案 法は， 整流 回路 の高調波 電流が周波 数領域で の代 数計算 に よ り 求め ら れ る 方法 で あ り ， 簡 単で よ り
速 く ， し か も 高精度 の 計算が可能で あ る 。
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放熱 基板用複合 材料の熱物性値に関 する実験的研究
青 木 修
本研究で は， Mo とCu を 組み合わせ た積層型複合材料 の 熱特性 を明 ら か に し ， 放熱基板など へ適用 す る た
め の 基礎 デー タ を 得 る こ と を 目 的 と し た。 ま ず， レ ーザ ー フ ラ ッ シュ 法 に よ り 熱定数の 温度依 存性お よび組
成依 存性の検討 を 行 っ た 。 そ し て， 三 層 試料背 面 の 温度応答 の解析解 に よ る 理論的な 熱物性値 など に つい て
そ れぞれ比較， 検討 も 行 っ た。 次 に ， 押 し棒 式測定法 に よ り 線膨張率， 線膨張係 数 の 温度依 存性お よび 組成
依 存性の検討 を 行 っ た。
焦点はずれ画像からの 形状 計測法に関する研究
浅 井 晋 平
光 に よ る 非接触立体形状計測技術 の 一方法 と し て 焦 点 はずれ画像 を用い る 方法 が あ る 。 焦 点 が はずれ た
複数 の 画像 か ら 合焦 点測度 を 求 め ， そ れ か ら 合焦 点位置 を 求 め る ことで 物体表面の三次元位置 を同 定 し ， 物
体形状 を 得 る こ と がで き た 。 適切な合焦 点測度 など の 各 種測定条件 が明 ら か に な り 複数画像聞 の 対応点 の
問題 や測定不 能点 に 対す る 処理方法など に つい て検討 し た。
セレ ー テッド フィン付管群の熱流動 特性
五十嵐 正 男
フ ィ ン付管群 の 性能評価 に あ た っ て は， フ ィ ン の 種類や， 管群 配列 に 関 し て も詳 細 な比較検討が必 要 であ
る 。 本研究 で は ， 伝熱性能向 上 の た め フ ィ ン の 形状 を 変 え たセ レ ー テ ッ ド フ ィ ン付管群 の実 験 を同 一サイ ズ
の ス パ イ ラ ル フ ィ ン付管群 と比較 し な が ら 信 頼性 の保 証で き る 基本デ ー タ を取 得 し た 。 こ の 基本デー タ を
も と に し て， フ ィ ン形状や管群 配列 が フ ィ ン付管群 の 熱流動特性 に お よ ぼす影響 を把握 し ， 実 験相 関 式 を 作
成 し た。 ま た ， 既 存 の 熱流動相 関式 と も比較 を 行 っ た。
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スイッチ ト・アライ バル・シ ス テ ムのカ オ ス制御
市 川 智 昭
カ オ ス の 発生する 非線形 シ ス テム で ある ， ス イ ッ チ ト ・ ア ラ イ バル ・ シ ス テム (SAS) に つ い て ， 大阪 大
学 ・ 潮助教授 に よる カ オ ス 制御 法 を 数値実 験 に よ り 解析 し ， 目 標 軌道 に乗る ま で の収 束 時 間 を 求 める こ と で
そ の 有効性 を確認 し た。 収 束時 間 に は， カ オ ス 的 な複雑 さ が見 ら れる 。 ま た 潮 式 の 制御方 法 を改良 し た 制
御方法 を提案 し ， そ の収 束時 間を調べ潮 式 と 比較 し て実際ど の程度 の改善 が達 成 さ れ た か を検証 し た。
線接触ハイポイドギヤ歯面の接触に関する弾性学的考察
稲 谷
正
志
歯車歯 面 の か み あ い 性能や歯 面強 度 を 考 える 場合， 共役歯 面 間 に 生じる瞬 間接触 線 の 特徴 や瞬 間接触 線上
の歯 面 の主 曲 率， 主 曲率方 向 の 位相差 など を明 ら か に し な ければ な ら な い 。 本論文 は， ハ イ ポイ ドギヤ のか
み あ い条件 よ り 歯 面上 を 移動する瞬 間接触 線 を 解析的 に 求 め ， ハ イ ポ イ ドギヤ の代 表的歯 面 で あるねじ れ 面
を 対象 と し て ， 歯 面上 の 各種歯車 要素や歯 面 要 素 算 出に必要な 関係 式 を 導 き 出し ， 瞬 間接触 線上 に お ける こ
れ ら の 要 素 の 変化 の様子 を明 ら か に し た。
GAを 用 いたファジィ制御 器の設 計 とその研削切断 機 への 応用
大 矢 勇 人
研削切断 機 の よ う な外 周刃 を用 いた 精密切断 ・ ス ラ イ ジ ング 加工 に お い ては プ レ ー ド の弾性 変形やプ レ ー
ド自体 の偏摩耗に 起因する研削 精度 の低 下 が問題 と なる。 ま た ， 高度な自 動化 へ の 要望が高ま っ て いる研削
加工 に お い て， 柔軟 な対応が可能な研削 加 工 の自 動化 シ ス テム の 構築 が不 可欠 で ある。 そ こ で本研究で は，
研削 状態 を リ ア ル タ イ ム で監視 し ， 精度， 能率の 最適化 を はかる た め ， 遺伝的 ア ルゴ リ ズム に よ り フ ァ ジ ィ
制御器 を設 計する。 そ し て， こ れ を 用 い て 送 り 速度 を 連続的 に変化 さ せ， 高精度な ス ラ イ ジ ン グ 面 を 生成す
る研削加工の自 動化 シ ス テム を 開 発 し ， そ の有効性 を検討する 。
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起上がりこぼ し型跳躍移動 機 械の駆動制御
小 原 啓 志
起上が り こ ぼ し の 原理 を姿勢 制御 に利用 し た跳躍 移動機械 の移動実 験 を 行 った 。 無制御で も自然 に 起 き上
が る 特徴 を利用 し姿勢 制 御 に 容 易 に し つ つ ， 跳躍機械 に お い て問題 と な る 倒れ と い う状 態 を な く し た。 ま た ，
そ の 内部重 心 を 移動 さ せ自 ら 本体 を傾 け跳躍 す る こ と に よ り 移動す る 。 連続跳躍 時 に お け る跳躍 の タ イ ミ ン
グは電磁 シ リ ン ダ 内 部 に 発 生す る 誘導起電 力 を用 い て行 い 特別 なセ ンサ類 を 必要 と し な い 。
高速気液 二相流の発達領域における流動 特性
金 田 仁 介
本研究で は， ア ブ レ シ ブ ウォ ー タ ー ジ ェ ット の 発達領域 (気液混 合直後 の 領域) に お け る 高 高速 気液二相
流 の 流動状 態， す な わち液相 と 気相 の速 度変化 と 圧 力分布 を 予測す る 手法 を 確立 す る こ と を 目 的 と す る 。 そ
の 手法 を確立 す るた め に速 度変化 を 予測 に 必要 な ボ イ ド 率お よび圧 力 を実 験 的 に 調べ る と と も に ， 得 ら れた
ボイ ド 率 と 圧 力 を 基 に 数値解析 に よ り 圧 力 分布 の 予測 に 必要 な摩擦損失係 数巳 を 算 出す る 。
SCM440鋼の腐食疲労強度に及ぼ す各種 表面改 質処理の 影響に関する研究
加茂川 大
低合金鋼J IS SC M440鋼 に PVC 法 に よ る TiN被覆処理 ， プ ラ ズマ光輝窒 化処理 (イ オ ン窒 化処理 ) . プ ラ ズ
マ光輝窒 化処理後. TiN被覆処理 の 複合処理 お よ びガス窒 化処理 の4 種類の表面改質処理 を施 し た 試料 を用
意 し ， こ れ ら 各 種表面改質処理 材 の ア ノ ー ド 分極 曲線測定法 に よ る 静 的耐食性 評価並びに3 %NaC l 水溶 液中
に お け る 腐食疲労 試験を行い ， 腐食疲労強 度 に 及ぼす各 種表面改質処理 の影響 に つい て検討 した 。
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アルミニウ ム合金の疲労強度 特性に及ぼすアル マイ ト処理の 影響に関する研究
小 林 弘 和
ア ル マ イ ト 処理 を施 し た ア ル ミニ ウム 合金の疲労強度特性 を 明 ら か に するた め に A2014-T6 お よ び A6 1 5 1 -
T6 に ア ル マ イ ト 層 を約3 μ m被覆 し た試験片の片 振 り 引 張疲労 試験 を 大 気 中で行 っ た。 アル マ イ ト処理材の
疲労強度は未処理材 に 比較 し て20""30 %減少するこ とが 明 ら か と な り ， こ れ は疲労過程 中 に 基材の 変形 に伴 っ
て 生ずる ア ル マ イ ト 層の割 れ に よ っ て基材のき裂 発 生 を早 める た め で ある 。 ま た， 基材強 度の違 い に よる ア
ル マ イ ト 層 の割 れの影響 に つ い て も 検討 し た。
AI-Si合金の砥石切断性に及ぼ す送り速度の 影響に関する研究
佐 藤 雅 彦
本研究 で は， 加工精度お よ び加工能率の 向上 を図るこ と を 目 的 と し， 難削材 と さ れる 過 共晶 Al・ 17 % Si 合
金 を， 連続外 周刃砥石研削切断 機 にてGC砥石 を用 い 切断 を 行 い， 砥石 切断 性 に 及ぼ す送 り 速 度の影響 に つ
い て切断抵抗 ， 単位面 積当 り の 比切断抵抗， 仕上げ面形 状， 仕上げ面 あ ら さ， SEA 観察か ら 考察 し， 加工精
度 と 加工能率が向上 できる と 考 え ら れる 送 り の速 度の 制御方法で切断 を 行 っ た 結果， 加工 精度で約 1 9 %， 加
工能率で約30 %の 向上 を達 成 し た。
液中泳動 マイク口口ポッ トの要 素開発研究
杉 本 智 博
液 中泳 動 マ イ クロ ロ ボ ットの開発 を目指 し， 駆 動 メ カニ ズム と し て， 従来か らの鞍形 板ばね を小 型化 し，
駆 動 アク チュ エ ー タ と し て形 状記憶合 金線の 加 熱一 冷却 での 非対称 動作 を利用 した 。 この鞍形 板ばねに 非対
称形 状の脚先 を取 り 付 け， は いず り 型微小走行機械と し て乾摩擦面， 完 全 液 中に て は いず り 移動実験 を 行 っ
た。 ま た， 魚 な どの泳 動原 理 を模倣 し た微小ひ れ機構 を 試作 し， 前述の駆 動 メ カニ ズム に取り付 け， ひ れ機
構 に か かる抵抗 力 に つ い て考察 し た。
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アルミニウ ム合金粉末のECAP固化 成形によるミク口 組織 と機 械的性 質の改善
竹 内 孝 之
ア ル ミ ニ ウム合金粉 末 の 固化成形 と ミ ク口 組織微細化 を 目 的 と し ， 新規 に Single 及び、 Double Angle ECAP 
法 の 適用 を検討 した 。 そ の 結果， 両 方法 に お い て充分な成形体密 度 と硬度が得 ら れた 。 本実 験では ， さ ら に
ダイ の 形状， 繰 り 返 し 数及び ECAP 加工時 の 回転角 の影響等 を 成形材 のビ ッ カ ー ス硬 さ 測定， TEM ミ ク口組
織観察及び高温圧縮試験等 に よ り 評価 した 結果 成形体は 高速超塑 性 的挙 動 を 示す事 が判明 した。
改 質アルミニウ ム合金の耐摩耗性 および 機 械加 工性に関する研究
竹 内 芳 徳
本研究では ， 5 種類 の実用 Al 合金 に 対 し 電子ビ ーム溶 融法 を用 い て， Cu添 加量 を 変 え て改質 を 行 っ た 。
こ の母 材 と 1 5種類の改善 材 に 対 し て， 硬 さ 試験， 摩耗 試験 を 行 い ， 改質 の効果 を検討 した。 また ， 向 材料 に
対 し穴あ け加工 と フ ラ イ ス 加工 を 行 い ， そ の加工性 に つ い て も 検討 した。 そ の結果 いずれ の合 金 に お い て
も C u添 加 量が多 い ほど ， 硬 度は上昇 し ， 耐摩耗性 も向上 した 。 し か し ， 機械 加工性 に お い ては ， あ る添 加
量範囲 で良好な結果 を 示 した。
自励 オン オフ駆動制御される多足補助型跳躍マイクロロボッ卜
舘 研 一
自励 オ ン オ フ駆 動制御 を用 い る こ と で， 次 の 特長 を有 す る多足補助 型跳躍 マ イ ク ロ ロ ボ ッ ト の 繰 り 返 し跳
躍 (ホ ッピ ン グ) を 可能 に した。 1. 振動系 を構成す るため ， 本体 が着地 の際衝撃 を 受 け に く い 。 更に繰 り
返 し跳躍 を行う際 には ， 沈 み込 み に よるばね の位置エネ ルギ ー を次 の跳躍 に利用 で き る 。 2. 内蔵 さ れたひ
ずみゲ ージ をセ ンサと し て用 い ， 本 体 と脚 部 の相 対変位を得 る こ と で跳躍 機械 の運 動 を 求 め るた め ， 物理的
な絶 対位置測定腕 が必要無 い。
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水を含む微 細多孔構 造粒子充填層の凝固融解に関する実験的研究
田 中 達 也
微細構造多孔質粒子 (吸着剤 ) はその 特性 よ り 凝 固 ・ 融解現象 に何 ら か の影響 を 与 え る と考 え ら れ る 。 そ
こ で， 本研究 で は ， 吸着 相 互作用 の水 の凝 固 ・ 融解へ の影響を明 ら か に するこ と を 目 的 と し ， そ のあ し がか
り と し て現象を 一次元問題 と し て簡 単化 し ， 含水多孔質粒子充填 層 の凝 固 ・ 融解実 験 を 行 い ， 実 験値 と 解析
解 に よ る 生成 さ れ る凝 固 ・ 融解層 の 厚 さ と 時 間 と の 関係 の 比較 よ り 微細構造多孔質粒子 の影響 を検討 す る も
の で あ る 。
摩擦熱 測定による 時効損傷の評価に関する研究
谷 口 政 磯
エ メ リ ー紙 を 一定荷重 で 押し つ け 回転 さ せるこ と に より発生す る摩擦 熱測定 に よ っ て 材料損傷 を 評価す る
新 し い 手法 を 開 発 した 。 温度973K， 時効時間50-200時 間 の 時効損傷を 与えた Cr-Mo-V 鋳鋼 を用 い て ， 本手
法 に よ る摩擦 熱 と 時効損傷 の 関係 を 検討 した 。 その 結果， 時効損傷の 増加に 比例 し て摩擦 熱 も 増加す るこ と
が明 ら か と な った 。 単位面積 あた り の 発熱量 (熱流束) を パ ラ メ ー タ と し て 時効損傷 が定量 的 に 評価でき ，
且 つ ， 結晶粒界の析出物 の 量 を推定するこ と が可能 と な った。
デジタル コン トローラによる静圧気 体スラ ス ト軸受の特性改善
天 日 崇 介
静 圧気体スラ スト軸 受は軸 の荷重変動無反応特性 を有す るこ と が求 め ら れ る 。 しか し 荷重変動の作用 場所，
大き さ を 計測す るこ と は困難な 場合 が あ る 。 そこ で最小 次元状 態観測器 の 構成法よ り 軸 変位 と 可変絞 り すき
ま か ら 荷重変動 を推測す る オ ブザ ーバ を設 計 し ， 柔軟 な対 応 が 出来るデ ジ タ ル コ ントロ ー ラ を構成 した 。 こ
れ を使用 し て軸 変位 を改善 す る軸 受系 を 構成 した 。 周波 数特性に よる検討で は コ ント ロ ー ラ が気体軸受 の
特性改善 に有効で あ るこ と が分かつた 。
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ダイ マンドレルによる矩 形中空押出し 材の内径寸法 精度の改善
戸 上 勝 彦
ダイ マ ン ド レ ル方式は ア ル ミ ニ ウム 合 金 中空 材 の 成形 に 一般的 に用 い られ て い る 方法 で あ る が， メ タ ル を
一旦 分割 し 再び圧着 接 合 し な ければ な ら な い為 ， 寸 法精度 に 大 き な影響 を 及ぼす。 そ こ で 成形 の難 し い 肉厚
差 の 大 き な 矩形 シ リ ン ダー の 押 出 し で， ダイ マ ン ド レ ル の スト レ ートポ ート孔形状 の 変化お よ びマ ン ド レ ル
の 長 さ を 変化 さ せ る こ と に よ り ， 押 出 し 材 の寸 法精度 に お よ ぼす影響 を 調べ， 中空 部 の真 円 度 の 向上 を図 っ
た。
アルミニウ ム合金の腐食疲労 過程におけるピッ ト 成長特性 と電気化 学的検討
中 田 博 幸
本研究では， ア ル ミ ニ ウム 合金20 1 7-T4材 を供試 材 と し . 3 %NaC l溶 液 に て片 振 り 引 張 り疲労実 験 を 行 い ，
腐食疲労 過程 の 連続観察か ら ， 腐食ピ ット の 発生， 及び成長特性 を 調査 した。 そ し て ， これ に 及ぼす負荷応
力 ， 即ち 応 力 変動 と 最大 応 力 値 の影響 を明 らか に した 。 同 時 に ， 腐食疲労 過程 の腐食 電位， 及び腐食電流密
度 の 経 時変化 を 調査 した。 そ し て， 以上の 観察結果 を基 に ， ピ ット 成長特性 の 理論的背景 に つ い て考察 を加
えた。
カ オ ス・ア トラク ター を利 用 した秘匿通信シ ステ ムの解析
西 端 忠 之
2 次元の カ オ ス力 学系 の典 型例 で あ る エ ノ ン写像 を用 いた秘匿通 信シス テム を取 り 上げ ， コンビュ ー タ シ
ミュ レ ー シ ョ ン に よ る 分析， 考察 を行 う こと で， 本 シス テム の特性 を解析 した。 具体的 に は， 秘匿 性 の検証，
同 期 時 間 の 算 出， 初期状態 の 算定， 情報 信 号 の 変調率 と 平均 同期 時 間の 関係 の 調 査 を 行 った。 さ ら に は， 別
の カ オス ・ アト ラ クタ ー を 有す る3次離散時間 シス テム を用い て， 秘匿通 信 シス テム を実際 に設 計 ・ 構築 し ，
そ の特性 に つ い て も 同様 の解析 を行 った。
- 88 -
アルミナセラミックスのクリープフィード研削性に及ぼすツルーインゲの効果に関する研究
延 野
貴
俊
本研究 で は ， GC 砥石 を用 い て 結 合剤 の 異 なる3 種類 の ダイ ヤ モ ン ド砥石 をツ ルー イ ン グし ， そ れぞれ の
ダ イ ヤ モ ン ド砥石 に 対 し て砥石 表面 あ ら さ ， 真 円 度 の 観点か ら砥石校 正 の た め の 最短所要時 間 を 求 め た。 さ
ら に ， 校 正後 の砥石 を用 い ， 純 度 の 異なる3 種類 の ア ル ミ ナセ ラミ ッ ク ス に 対 して ク リ ー プフ ィ ー ド研削を
行 っ た結果， レジ ノ イ ドポ ン ド砥石 の研削抵抗は 最大40 % ， 研削抵抗 比 は約3 0 %減少 し ， 材料 除去性 が 向上
し た。
V 形14気筒 機関の 起振 モーメン トに関する研究
服 部 功
自 動車用 機 関 は多 気筒化 と V形 化 が進 め ら れ， 現在 で は乗用車 機 関 と し て は V形 1 2気筒が最も 気筒 数 の多
い 機 関 と な っ て いる 。 本論文 で扱 う V形 14気筒 機 関 は ， 舶用 機 関 と し て は実用 さ れて いる が， そ の詳細 に つ
い て は明 ら か で は な い 。 そこ で V形 1 4気筒機 関 の 気筒 配列 論や機関 に 有効な パ ン ク角 を ， 機 関 に 発 生する 起
振 モ ーメ ント と の 関係 に お い て明 ら か に し ， 上記 機 関 の 振動削減条件 と乗用車用 実機 と し て の 可能性や問題
点 など に つ い て明 ら か に し た。
SiC粒子強化アルミニウ ム基複合 材料の高速 超塑性 特性
花 井 哲 治
本研 究 にお いて 行 っ た 高温圧縮試験 の 結果 か ら ， い ずれ の 複合材料 の 製造方法 に お い ても 適切 な 温度 に よ
る予加工 の付 与 に よ り ， 高速超塑 性 的挙 動 を 示すこ と が でき た。 ま た SiC 粒径 に よ ら ず， 2024Al の 固相 線温
度付 近 の 試験温度 に おい て m値 が0.3以上の高い値 と な っ て お り こ の 時 の ミ クロ組織は等軸な微細 結晶粒組
織 と な っ て い た。 しき い 応 力 ， 有効応 力 を 求 め 変形 機 構 の 判別 を行 っ た結果か ら ， 転位運動 に律速 さ れた粒
界すべ り に よる も の と 考 え ら れた。
一一 89 一一
液体支持櫛歯 面を 用いたソー ス・シンク駆動進行波型 リニア フィーダ
幅 栄 樹
従来搬 送困難 で ある と さ れて いる 柔軟物や軟粘体が搬 送可能な フ ィ ー ダ の 開 発 を 目 指す。 本研究 で は ， 薄
い膜面 を 液体で支 持 し た 柔軟 な波 動面 を搬 送面 と し て ソ ー ス ・ シ ン ク駆 動 に よ っ て ， 波 長が短 く ， か つ 大
振幅 の進行波 を 発 生 さ せ搬 送困難 物 の搬 送 を 行 う 。 搬 送面 の薄膜 の 正面 に 質 点 を等 間隔 の櫛歯状 に付 加 した
フ ィ ー ダー を 試作 し た 。 搬 送面 の形 状や進行波 の波 長 ・ 振幅 を 変 え て搬 送実 験 も 行 っ た。
高速 フレー ム溶射法によるWC/Co溶射被覆鋼の フレッ ティンゲ疲労 特性
挽 正 治
高速 フ レ ーム溶射 法 に よ り 耐摩耗 性 に優 れ た WC/Co を溶射 し た NiCrMo鋼 の フ レッテ ィ ン グ疲労 試験 を行
い ， 接 線 力係 数およ び相対 す べ り 量 の 計測， さ ら に詳細な破 面お よ びフ レッテ ィ ン グ面 の観察 を通じ て溶射
被膜 が フレ ッ テ ィ ン グ疲労 特性 に 及ぼす影響 に つ い て検討した 。 そ の 結果， 溶射 に よ り フ レッ テ ィ ン グ疲労
強 度 が30'""40%改善 さ れる こ と が認め られ これ は 接 線 力係 数 の 低下 に起 因する も の で ある こ と が明 ら か と
な っ た。
だ円振動子対列で構 成される 線毛群型 リニア マイクロ フィ ーダ
日 南 敦 史
独立 し た振動子 に よる フ レ キ シ ブルな フ ィ ー ダ を 開 発 した 。 だ 円 振動 を 発 生する ル ー プ状 の 振動子 に よ り
フィ ー ダを 構成する 。 搬 送面 が平坦に 振動する ルーフ 部 を 試作 し ， 基礎実 験 を 行 っ た 。 ま た ， 有 限要素 法 に
よ り 振動子 の 動 的特性 を明 ら か に し た。 さ ら に . 2個 一組 と し た 振動子対 を用いる こ と に よ り 駆 動系 の簡 易
化 を図 り ， 振動子対 を用 い た フ ィ ーダ に よる搬 送速度の 測定及び， 搬 送の応用 を 行 った 。
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電気 粘性流 体の 回転体まわりの流動 特性 と回 転機器への 応用
古 川 健 作
回転二重 円 筒型粘度 計 を改 良 した実 験装置 を用 い て ， 各 種パ ラ メ ー タ (ERF の 濃度， 電極 間隔 など ) の影
響 に つ い て の 粘度特性， 電流密 度特性 を 調べ， 本研究で用 いた ERF の 流動特性 を 明 ら か に す る 。 さ ら に ， そ
の 特性か ら ク ラ ッ チやブ レ ー キ な ど の 応用 の 基本型式 と な る 回転 円 板 を 持 つ実験装置か ら 得 ら れ るト ル ク を
予測す る 方法 を 導き ， 比較， 考察 を 行 う 。
超高分子量ポ リエチレンとセラミック ス聞の摩擦摩耗 特性
前垣内 智 章
人工 関節 に 使用 さ れ る 化学的 に安定で， 機械 的強 度 に優 れた 超 高分子量ポ リ エ チレ ン と ， 人工関節 材 と し
て注 目 さ れて い るセ ラ ミ ッ ク ス 間 の摩擦摩耗 特性， 及び両 材料聞の適 合性を 検討 した 。 試験機は ， ボ ール オ
ン デ ィ ス ク 型摩擦 試験機 を 使 い ， タ リ サ ー フ 組さ 計 に よ る2 次元断面形 状， 表面 の 金属顕 微鏡写真 . SEM 
に よ っ て比較検討 した 。 そ の 結果， 摩耗 特性 の良い順 は， 窒化ケ イ 素セ ラ ミ ック ス ， ジ ル コニ アセ ラミ ッ ク
ス ， ア ル ミ ナセ ラ ミ ッ ク ス で あ った 。
12Cr鋼の高温低サイクル疲労強度特性に関 する研究
松 田 貴 之
結晶粒 径 の 異な る2 種類の 1 2CrlMoV鋼および 1 2Cr3 . 5CoWMoVNbN鋼を用 い て 高温低サ イ クル疲労 試験 を
行い ， 疲労強 度特性 に 及ぼす 微視組織 の影響 に つ いて検討 した 。 そ の 結果. 1 2CrlMoV鋼 は結晶粒 の粗 大化
に よ り 疲労強 度が低下す るこ と が 明 ら か と な っ た 。 1 2Cr3 .5CoWMoVNbN鋼 の 場合， 繰返 し ねじ り 条件 下 で
はき裂が 大き く 屈 曲 し な が らモ ー ドE 方向へ 伝ばするた め . 1 2CrlMoV鋼よ り も 高強 度 と な るこ とが 明 ら か
と な った 。
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トポグラ フィ破 面解析による 表面改 質鋼の内部疲労き裂伝ぱ挙動
水 野
聡
表面改質処理を施 し た合金工具鋼 SKD6 1 と 焼結高速度鋼 HAPIO の 内部疲労き裂 の 伝ぱ挙 動 を明 ら か に する
た め に ， 破 面 の 三 次元トポ グ ラ フ ィ 情報 を用 い て破 面 の再 構築 を 行 い ， コ ンビュ ー タ ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
(FRASTA法) に よ っ て検討 し た。 ま た， TiN被覆 材 と プ ラ ズマ光輝窒 化処理後 TiN被覆 処理 を施 し た 複合処
理材の破 面 を 解析する こ と に よ り ， 内部き裂 の進展挙 動 に 及ぼ す表面改質層の影響 を検討 し た。
半連続押出し加工におけるビレッ ト 表皮層の挙動
安 井 崇 博
本研 究で は 生産性 の 向上を 目 的 と して「 半連続押 出 し 法J を提案 し 押 出 し加工 に お い て悪影響 を 及ぼす
原 因 と さ れる表皮 層 の挙 動 に つ い て 6 063合 金 の外 周に 表皮層 に 見立てた 3003合 金 を被覆し たビ レ ット を用
いる こ と に より モ デル実験を 行 い、 各 押 出 し条件 に よる影響 及び 通 常用 い ら れるFlat形状 の ダ ミ ー ブ ロ ッ
ク に加 え て， 凸形状 の ダ ミ ー ブ ロ ック が表皮 層 の挙 動に及 ぼす影響を調査 し ， 半連続押 出 し の有効性に つ い
て検討 し た。
スタッガード配列スパイラル フィン付管群の渦発生特性
矢 田 心
吸込み型の風洞 実験装置 内 にス タッ ガード 配列 のスパ イ ラ ル フ ィ ン付管群 を挿入 し たテ ストセクシ ョ ン ダ
クト を取付 ける 。 空気 を流し ， フ ロ ー ノ ズル で ノ ズル差 圧 を ， 管群後流部で放 出 されるカ ルマ ン渦の圧 力 変
動 を 計測する 。 圧力変 動 は圧 力トランスデュ ーサ に よ っ て 電圧 に 変換 し FFT機能付 デジタ ル電圧測定器で
F T解析する こ とに より渦 の 発 生周波数 と音圧ス ペ クト ラム を 算 出する。 計測 し たデ ータ を 解析し流速， ス
ト ロ ーハ ル数等 を 求 め管群 の 配置形状 の影響 を 調べる。
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転がり すべり接触を 受 ける被覆半無限 体界面き裂の干渉効果および分岐 特性
山 内 伸 恭
近年 ， 耐 熱性や耐摩耗 性 な ど の 目 的 で被覆 材が積極 的 に利用 さ れて いる 。 本研究では ， 転が り すべ り 接触
を受 ける被覆 半 無 限体界面複数き裂 及び 分岐屈折き裂 の応 力拡 大係 数及 びエネ ルギ ー 解放 率 を解析 し， き裂
の干渉効果及び分岐 特性 に つ い て検討 し た。 実際 に 各種ト ライ ボ ロ ジ材料 が表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た 場合
につ い て ， 摩擦係 数や熱流入並び に被覆厚 さ の影響 を 数値 的に 調 べ， 干渉 効果 による 界面 方 向 へ の 進展や分
岐屈折 進展， お よ び両 者 の 比較 に つ い て検討 し た。
誘 導起電力を 用いた跳躍移動ロボッ トの駆動制御
吉 永 和 治
他 の 移動方法 に 比べ高速 移動 お よ び障害物 の乗 り 越 え が よ り 安 易 である と 考 え ら れる跳躍 移 動 の 研究 を お
こ な っ た。 こ れ ま で の研究 で は， 連続跳躍 を お こ な う た め に さ ま ざ ま なセ ンサ を 必要 と し た た め ， 比較的大
き な跳躍 ロ ボ ット し か 存在 し な か っ た。 そこ で， 電磁 シ リ ン ダ よ り 得 ら れる 誘導起電流 を利用 し， セ ンサ レ
ス で連続跳躍 の タ イ ミ ン グ を とる 方法 を提案 する 。 さ ら に ， ス テ ッピ ン グ モ ー タ を用 い て移動方 向 の 決定，
お よ び姿勢 の 制御 を行 う 方法 を提案 する。
改良9Cr・1Mo鋼厚肉鍛造材の高温低サイクル疲労強度特性に及ぼす試験温度およびひずみ波形の影響
LEW SANLAI 
改 良 9Cr・ l Mo鋼 厚 肉 鍛造材 を用 い， 試験温度8 23 K '"'-' 903 K の条件 で三角波 ， 引 張保 持台形波 ， 圧縮保 持台
形波 お よ び引 張 ・ 圧縮保 持矩形波 の 高温低サ イ ク ル疲労 試験 を 行 い， 破損寿命 に 及ぼすひずみ波形 お よ び、試
験温度 の影響 に つ い て検討 し た。 そ の 結果， いずれの 温度条件 下 で も破損寿命 は三角波>引 張保 持台形波>
圧縮保 持台形波 の順 と なる 。 三角波 に 比べ てひ ずみ保 持波形 の破損寿命 の 低下 は 試験温度 の影響 が顕著 であ
る こ と が明 ら か と な っ た。
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高クロ ム鋼の被削性に及ぼす工具 形状の 影響に関する研究
林
剣 峰
本研究で は， コ バルト系 高速 度鋼 の上 に TiN をコ ーテ ィ ン グ した 直 径5mm の ス ト レ ート ド リ ル の先 端角
を 変 え て 高 ク ロム鋼 の穴 あ け加工 を 行 い ， ド リ ル切れ刃 の摩耗 ， 穴 あ け抵抗 を 調 べる とと も に ， ド リ ル切刃
の す く い角 に 相当 する横 す く い角 を 有するバ イ ト を 使 っ て旋削加工 を 行 い ド リ ル切刃 の 各 部分 の 切削抵抗
を 推定 し ， これ ら の 材料 に 対する 工具形状の 影響を 調 べた 。 そ の 結果， 加工条件 に よ っ て 最適 な形状 が ある
こ と を 明 ら か に した。
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アルミナ粒子分散AI-Cu-Mg合金 基複合 材料の 時効 過程
荒 城 昌 弘
ア ル ミ ニ ウム合金 にセ ラ ミ ッ ク ス など の 非金属繊維 粒子など 高強 度 の強 化材 を 複合 し た 金属 基複合材料
は， 軽 量で強 い ， い わゆ る 高 比強度， 高比剛 性 の 材料 とし て注 目 さ れて い る 。 ま た母相合金 を 時効硬 化 さ せ
る こ と に よ っ て材料 の強 度 を さ ら に 向上 さ せ る 研究 も あ る 。 し か し 複合材料 は 製造法が難 し く ， そ の 時効過
程 に 関 しで も ほ とんど知 ら れて い な い 。 本実験で は製造が困難 と言 わ れ る 低体積率粒子分散型複合材料 の作
製 に 成功 し ， TEM， DSC など を 用 い てそ の 時効過程 に つ い て も 初 め て明 ら か に し た。
水溶液の加熱冷却による 二重拡散対流の数値解析
一 色 治 美
2 層 に 濃度成層 し た水溶 液 を側 方 か ら 加 熱冷却 し た とき に 発 生するこ重拡 散対流 を 対象 に SIMPLE 法を用
い て 数値解析 を 行 っ た。 実 験結果 と の 比較 に よ り ， 計算結果は層境界崩壊 ま で の 現象 を良 好 に 表現 し ， 特 に
熱的擬定 常状 態 に お け る 局所濃度， 密度分布 に つ い て 実験結果 と定 量的 に 一致 を 示 し た。 こ の 計算結果 を 用
い2 層 系二重拡散現象の詳 細 に つ い て検討す る と と も に ま た 十分細 か な空 間分割 の 必 要性等 に つ い て も 考
察 した。
液中国 体面への懸濁微粒子の付着， 脱着の検討
上 回 浩 之
液 中国体面へ の懸濁 ポ リ ス チ レ ン ラ テ ッ ク ス 粒子の付着 ， 脱着 現 象 に つ い て， 添 加界面活 性剤 の 種類， 濃
度 を 変 え て検討 し た。 固体面へ の ラ テ ッ ク ス 粒子 の付着速 度は， 国体面へ の 接 近時 に お け る 固体面 と 粒子聞
に働 く 相 互作用 力 に 大き く 影響 を 受 け た 。 ま た ， 原子 間 力 顕微鏡 に よ り 液 中国体面 を 観察 し た と ころ， 分散
媒 の条件 に よ っ て は， 固体面上 に 界面活 性剤 の吸着 層 と思 わ れ る 数m の突起が見 ら れ た。 付着 お よ び脱着
速 度 は ， 乙 の吸着 層 の 厚 み に よ り 異な る極 接 近時 の 相 互作 用 力 の違 い に よ っ て も影響 さ れて い る と 考 え られ
る 。
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ゾルゲル法 Ti02の性 質におよ ぽす溶媒効果
上 田 雅 史
ベ ン ゼ ン誘導体溶媒 中 で Ti ア ル コ キ シ ド の 加水 分解 ・ 縮重 合 を 行 った 。 そ の 結果 生じた TiOz溶 液 の 光 の
吸収 やゲ ル の 熱的挙 動 か ら ゲ ル 生成 に お よ ぼす溶媒効果 に つ い て検討 し た。 TiOz溶 液 は 三次元成長 を抑 え
ら れた 層 状高 分子 の 前駆 体 を形 成 し て い る と 考 え ら れ る 。 従来法 よ り 低温 で ア ナ タ ー ゼTiOz が得 ら れ， 溶
媒 に よ っ て 前駆 体 の 構造 を 制御 し ， 結 晶化温度 を 低 く でき る 可能性が あ る 。
Cu添加した AI・1.0mass%Mg2Si合金における粒界破断
大 原 史 隆
Al- lβ% MgzSi 合金 に 0.2 % ， 0.5 % お よび 0.8 %程 度 のCu を添 加す る と ， 強 度 お よび 延性が改善 さ れ る 。 そ
の 延性 の 相違を 段差ずれが生じた 粒 界 の 延長 線上 に 粒界三重 点 よ り 発 生す る フォ ー ル ド の立体的形状 の 変
化 に つ い て走 査 ト ンネ ル顕微鏡 を用 い て観察 し ， また延性 に 関係 す る と 考 え ら れ る 最初 に 発生す る 割 れ の 発
生時期 に つ い て観察 し た。 また粒界で発生 した 割 れ の 伝播経路 の 変 化 につ いて も 検討 した。
Studies on the Structura l  Properties and Application of Starch 
小 川 和 郎
Gu-HC l  (guanidine hydrochloride) was considered to be a material which can promote the gelatinization and to 
restrain the retrogradation by contributing to hydrogen bond of starch. 
The synthesis of crosslinking starch as starch-based biodegradable polymer was examined by the 
copolymerization of starch acrylate with acrylic acid. The copolymer may form the bridge structure . 
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アルキルメラミンを含む 環状シアナミド類の HPLC分析 と熱 特性
開 地 哲 也
メ ラ ミ ン に 種々 の ア ルキ ル基 を 導入 し た8 種 の ア ルキ ル メラ ミン は 加 熱 に よ り 側鎖 が順 次 開裂 して い き
最終的 に メ ラ ミ ン に な る こ と がわ か っ た。 ま た メ ラミ ン やその 加熱縮合物 加水分解物 を含む7 種の シ ア
ナ ミ ド 類 の HPLC を 用 い た分離分析 には ， 陽 ・ 陰両 イ オ ン交換樹脂カ ラム と ス ウ ィ ッ チングバル ブ を備 え た
系 を 新規 に 製作 し た 。 そ の 結果， 全試料が各カ ラム で 固 有 の保持時 間 を 有す る こ と に よ り 分離 ・ 定量が可能
に な っ た。
揮発性溶媒を含む非親水性多孔 質材料の乾燥速度相関法
笠 島 大 土
一般 に ， 乾燥速 度 曲 線は 材料 の 種類や形 状， 乾燥条件 な ど に よ って 異な る が， 本研究 で は ， 非親水 性多孔
質材料 の 乾燥速 度 曲 線 が乾燥条件 ， 溶媒 の 種類 に依ら な い 材料 固 有の 一本 の 曲線 (特性関数) に よ って 相 関
で き る こ と を明ら か にし た。 さら に ， 特性関数 を 応用 し ， 一つ の溶媒で 一度乾燥 実験 を 行 えば ， 任意 の溶媒
及び条件 に 対す る 乾燥 過程 が推算で き る 方法 を提案 し ， 数種 の溶媒 に 対し ， そ の 実用 性 が あ る こ と を 確 認し
た。
回 転振動傘型円板による異形粒子群の分 離
-3次元 形状判別に基づく検討 ー
梶 山 俊 重
各単一粒子 を ， 肉眼 に よ っ て多 方 向 から観 察 し ， あ るい は互 い に 直角 な3方 向 から画像 解析装 置 に取 り 込
む こ と によ り ， 粒子 の3 次元 形状判別 を試み た。 こ れら の 手法に 基づ き ， 本研究室 で試作 し た 形状分離装 置
{ 回転振動傘 型 円 板) 上 で の 異形粒子 間 の 分離特性 を 検 討 し た 。 本装 置 に お け る 各種形 状粒子 の挙 動 の差 異
は主 と して 粒子の 長軸方向から見 た形状の違 い に依 存 し ， 各形状粒子間 の 分離 の難 易性は両 者の 組合せ に よ っ
て か な り 異な る こ と が認められた。
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メカニカルアロインゲ法による Cu-c系強制固溶 体の創製 と熱的挙動
角 倉 孝 典
平衡 状 態 で は 銅 中へ の炭 素の 固溶 度 は 非常 に少 ない。 本研究 で は， 銅 と グ ラ フ ァ イ ト の混 合粉 末 を メ カ ニ
カ ル ア ロ イン グ( Mめす る こ と に よ っ て ， 銅 中 に炭 素 を約28 .5at % ま で過飽和 に 固溶 さ せ たナ ノ 結 晶 から成
る Cu-C 系強 制 固溶 体 を創 製で き た 。 ま た ， こ の Cu・ 20at %C 新合金 の 熱的安定性は MA粉 末 中 の 酸化物 に影
響 さ れ， 酸化物が少 ない と 1473Kで も溶融 せず， 銅 中 に 約 1 0at% の炭 素が残 った。 酸化物が多 い と 銅 中 の炭
素 は CO 2ガ ス と な っ て消失 し た。
レーザホログラ フィーを 用いた2層系二重拡散対流の可視化
金 田 哲 生
矩 形容器 内 で2 層 に 濃度成層 し た Na2 COa水溶 液 を側方 から加熱， 冷却し た と き に 発 生す る二重拡散 対流
に つ い て， レ ーザ ホ ロ グ ラ フ ィ ー干渉法 に よ り 可視化を行 った。 得ら れ る干渉縞 は屈折 率分布 に 一致 す る た
め ， 別途 調べた Na2 COa水溶液 の屈折 率 と 温度， 濃度 の 関係 と ， 可視 化 の際 に 同時 計測 さ れ た 局所温度デ ー
タを使用 し て干渉縞 の 定 量化 を 行 った。 そ の 結果， 局所濃度分布 ， 密度分布 が計算 さ れ， 二重拡散 対流 に伴
な う 系 内温度， 濃度， 密度 の時 間 的変形 を 定量的 に捉 え た解析が可能と な っ た。
微粒子群の湿式 形状分離装置の開発
一液中での粒子安定供給法に関する検討 ー
河 村 政 輝
異形微細混合粒子群 の湿 式形状分 離装 置 の開発 を 試み ， 本装置 に お い て連続 的 な 分離操作を行 う 上で重 要
で あ る2 つ の課題 につ い て検討 し た。 そ の 結果， (1)装 置内 の 液 の旋回 流が生じ難 い条件 下で掃 流操 作 を 行う
こ と に よ り ， 有効な 形状分離が可能 と な る ， (2) 分離装 置へ の 粒子 の 安定供給を 目 的 とし て開発 を 試みた湿 式
の微量定量供給装 置に お いて ， 微少個 数粒子 の 比較的安定な 連続 的排出 が可能で あ り ， 単位時 間当 り の排 出
個 数 を超音波 の強 さ ， お よ び ノ ズ ル口 径 に よ っ て調節 で き る こ と を確 か め た。
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2， 3・ジメチル スピ口[シク口プロパン・1，1・-(1H-アズレニウ ム)]
イ オンの合 成 と 反応、に関する研究
川 守 祥 央
標題化合物(1) の 合成 と 反応 に つ いて 報告す る 。 1 の 立体構造の異な るcis ， trans の2種類の 異性体 を 合成し ，
生成溶 液 中-200Cで転位 して 環拡 大 生 成物 を 与 えた 。 こ の時 cis 体はtr，αns 体 よ り も 安定で あ っ た 。 また ， 1 
は求核剤 と 反応 し3員環上 に付 加 し た化合物 を 与 え た 。 さら に ， 生 成 し た付加体の 立体構造から こ の付 加反
応が求核試薬 の選択 的な進入 に よ る 立体特異的な 反応で あ る こ と が分かつ た。
DY1-xY x Ni2 B2Cの超伝 導 と磁性
北 賢 二
ホ ウ 素炭化 物超伝導体 RNi 2 B 2 C (R =希土 類元 素) は超伝導 と 磁性 が共存す る 化合物 として興味が持た れ
て い る 。 そ こ で本研究で は ， 磁性元 素 で あ る Dy に 非磁性元 素で あ るY を 加 え た R= DY 1 -XYX と し た 系 の 超
伝導転移温度 Tc と 反強磁 性転移温度 TN の 相 関 を 調 べ る こ と を目的 と して い る 。 比抵抗 ， 磁化， 比 熱 の 測定
を行 う こ とによ り Tc とTN の 相 関図 を 作成 し た が， x が低 い 部分 に 複雑 な磁気構造を持つ こ と を見 いだした。
銅被覆 TiC粉末を 用 いたレーザ合金化法による 5083アルミニウ ム合金の 表面改 質
久 保 卓 也
AI-Mg 系合金板 (A5083) の耐摩耗 性 を改善 す る た め に ， TiC に銅 を 1 0， 30， 50お よ び、60mass %被覆 し た粉
末を塗布 し た後 ， レ ーザ溶 融合金化 を 行 う こ と によ り 厚 さ がlmm以上 の 合金化層が 形成で き た 。 合 金化
層 中 で は亜共 晶組織， 共 晶組織， 初晶θ相 が 晶 出 し た 過共 晶組織お よ び塊 状 のγ 1 相 に TiC が分散 し た 組織が
形成 さ れ た 。 合金化層 の硬 さ は最大で約 HV7 00で あ り ， 比摩耗 量 は約 1/7 ま で減少 し ， 耐摩耗性 が 向 上す る
ことを 明らか に し た。
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H2S04- NaCI 水溶液中における SU S304鋼の
腐食 形態におよ ぽす微量元 素 (Cu， Mo)の 影響
香 田 秀 文
Cu お よ び、 Mo を含む SU S304鋼 は H 2 S04 -NaCl水溶 液 中 に お いて 応力 を負荷す る こ と に よ り 様 々 な腐食 形態
を 示 し腐食 す る 。 腐食 形態が変化す る 要 因 と して は鋼 中 の Cu お よ び、 Mo 含 有量 に よ っ て 腐食減 量速度およ び
割れ進行速 度が変化す る こ と が挙げら れ る 。 も う 一つ の 要 因 と して は加工誘起 マ ル テンサイ ト 相 と オ ー ス テ
ナイ ト 相 の腐食減 量速度が鋼 中 の Cu お よ び Mo によ っ て 変化す る こ と が挙げられ る 。
ニッケル ー 水 素電池 用Mg2 Ni電極の充放電サイクル 特性の改善
小 林 幸 司
ニ ッケ ルー水素電池 の負極材料 と して Mg 2Ni の 実用化 を目指 し ， 長 く 充 放電サ イ クル を 繰 り 返 せ る 電極 を
作成す る こ と を目 的 に研究 を 行 っ た。 そ の 結果 Mg 2Ni粉 末 に 予 め空 気 中 で酸化処理 を施 して から 焼結 し た電
極 は， 処理 を 行わ な か っ た 場合 の約3倍 長 いサ イ ク ル寿命 を 示す事 を 見 出 し た。 こ の事 は酸化処理によ り 焼
結 時 に 粒子表面 に MgO の 生成 を抑 制す る保護 性 の 酸化膜 が形成 さ れ る為 焼結 が速 や か に 進行 し 電極 の 機械
的強度が増す為 と 考 え た。
Nd・123系 酸化物 超伝 導体の置換効果による 超伝 導特性
小 林 憲 彦
Nd・ 1 23 系 の Ba と Cu をそ れぞれ M (= Sr， Ca， Mg) と M' (= Ag， Co， Ni) に置換 した場合， 試料の超伝
導特性 に ど の よ う な影響 を 与 え る か を 調べた。 X 線 回折 の 結果， 全て の 試料 に お いて 置換が う ま く 行われて
い る こ と が確認で き た。 比抵抗 の 結果から Tc は， 置換率 の 増加 と 共 に 低下する ことが， ま た ， 磁化 の 結果か
ら超伝導体積率 は， 置換率 の 増加 と 共 に減少 す る こ と が確 認 で き た 。 1 23 系 酸化物超伝導体に お いて は Ba よ
り も Cu の 方が重 要で あ る こ と が確認で き た。
-1 00一
新規な9，10ーアントラキノンの 生成反応に関する研究
朱 宮 裕 貴
9， 1 0-ジホル ミ ル ア ン ト ラ セ ン(1 )と 各種 Grignard 試薬 (MeMg 1， EtMgBr， p -MeOCs H4 MgBr) の 反応 を 行 っ
た と ころ， そ れぞれ反応す るジ オ ー ル体(2) と 共 に ， 9 ， 1 0・ エ ン ド ペ ル オキ シ ド(3) と 9， 1 0- ア ン ト ラ キ ノ ン体) が
得られた。 こ の 反応は 2 から3 を 経て4へ と変化す る こ と が分かつ た。 又， 3 の 熱分解反応で は ， ケ トン.ジ
オール 体(5) ， 9， 1 0・ ジ ヒ ド ロ キ シ ア ン ト ラセン(6) を 経て4 とア セト ア ルデ ヒ ドへ 変化す る こ と が分かつ た。
液中 造粒の平衡 造粒粒子径への界面物性の影響
小路口 正 志
液 中 造粒 に よ り 得ら れる 造粒粒子 の 平衡 造粒粒 子径 に 及ぼす界面 物性 の影響 に つ いて ， 造粒粒子強 度へ の
考察 を元 に検討 し た 。 液 中 造粒 は 界面張力 接触角 な ど の 界面物性に 大 き く 影響 さ れた。 平衡 造粒粒子 径
は， 架橋剤添 加 率 の 増大， 撹枠速 度 の 低下に よ り 増大 した 。 造粒粒子 の保形力と境搾 に よ る破壊力 の バ ラ ン
ス から平衡 造粒粒子径が決 ま る と い う モデル に 基づ き 平衡 造粒粒子径 と 液 中 造粒 に影響 を 与 え る 種 々 の 因
子 と の 関係 を 表す実験式 を得た。
6063アルミニウム合金におけるAI・F争Si系金属間化合物
菅 原 智 志
6063 アル ミ ニ ウム 合金鋳塊 の鉄量， 鋳造時 の 冷却速度， 熱処理時 間， 熱処理温度 を 変化 さ せ， そ れぞれ の
条件で見ら れ たAトFe-Si 系 金属間化 合 物 を 透 過 型 電子 顕 微 鏡観 察 し 整 理 し た 。 そ の結 果 ， 鋳造 材中 に は
ß-AIFeSi相(単斜晶系: a=b=O.612nm， c=4.15nm， ß =910) ，  α-AIFeSi 相 (立方 晶 系 : a=1.256nm) ，  α'­
AIFeSi相 (六 方 晶系: a=1.23nm， c=2.62nm) の3相 が混在 して い た が， 858K， 2.4Ms の 熱処理 を施 し た 場合，
ほぽ 1 00 % が α'-AIFeSi相 に 変化 し た。
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2 成分溶媒を含む高分子溶液の乾燥 モ デル
砂 場 学
2成 分溶媒 を含む 高 分子溶 液 (Polyvinylacetate-Toluene白Ethylbenzene 系溶 液) の 乾燥 実験 を 行 い 乾燥挙 動 の
解明 を 行 っ た。 ま た ， 脱着等 温線及び拡 散係 数とい う 基礎物性 に 基づ い た乾燥 モデル を提案 し た 。 温度変化
を 考慮 し た数値 シ ミュレ ー ショ ン の 結果は， 乾燥速度及び温度変化 の 実験結果 を 定性的 に説明 す る こ と がで
き た。 特 に ， 境膜律速期 間 に お いて は定量的 に も 実験結果 と良好な一致 が得られた。
Bi系 酸化物超伝導体におけるPb，Agの置換・添加交換
塚 田
将
Bi 系 超伝 導体 の2223相 は Pb を 適 量添 加 す る こ と に よ ってそ の 作製 を 容 易 に す る こ と がで き る 。 し か し Pb
は Biに 置換す る こ と で2223相 の 生成 を促進す る の か あ る い は2223相に 対 して触媒 的 に働 く の か 明ら かで は
な い 。 本研究 で は (Bi 1 - x Pbx )  2 Sr 2 CaZ C U3 010 (Pb 置換型) ， (Bi 1 - xAgx ) 2 Sr 2 Ca 2 CU 3 010 (Ag 置換型) ， BizSr 2 
Ca2 CU3 010 + y% Pb ( Pb添 加 型) を目 的 と し た3通 り の 試料 を 作製 し ， X線 回折 ， 電気抵抗 率測定， 磁化測定
を お こ な い Pb の2223相 に 対す る働 き を考察す る 。
粉砕を伴う回転円錐型 容器による複合微細造粒粒子の 連続 生成
戸 嶋 大 輔
単一回転円錐 型容器 に よ る造粒 と粉 (解) 砕 と 分粒 と の 同時操 作を利用 し CaC 03 粉 末 と SiC粉末を 用 い
た2 成分複合微細造粒粒子の 連続 生 成 を 試み ， 生成 さ れた微細造粒粒子の 複合形 態 を 造粒粒子内 に含 ま れ る
SiC凝 集体 の粒度 分析法 に よ り 推定 し た。 ま た ， 複 合造粒粒 子 の断 面 を電子 線マ イ ク ロ ア ナ ラ イザ ー(EPMA)
に よ り 分析 し ， そ の 結果 と 推定結果 を 比較検討 し た。 そ の 結果 粒度分 析法 によ る 複合形態の 推定 法の有効
性が確 か められた。 (なお， 本論分 の 一部は 1 998 年度粉 体工学会 上滝論文賞 を 受賞 )
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AI-1.0mass%Mg2Si合金における時効析出物の結晶構進
直 井 勉
Al-Si 合 金 の Si 相 お よ び、 AI-Mg-Si 合 金 の 平衡 相8 を 透 過型電子顕微鏡 に イ メ ー ジ ン グ フ ィ ル タ ー を装着 し
た エネ ルギー フ ィ ル タ ー透過型電子顕微鏡 を 使 い 各元 素 に お け る マ ッピ ン グ像 を 得 る こ と がで き た。 こ れ
ら の像 は原子分解能下で も観 察 さ れ， そ れぞれ の弾 性像 に 対応 し た像 が得られ た 。 ま た AI-Mg-Si 合金 の 平衡
相β に 関 しては， 高圧変 動お よ び観 察試料の ド リ フ ト な ど の影響 を考慮 し て ， 三 方 向 から の観察 を す る こ と
に よ り ， こ れら の問題 を解消 し た。
金属アンミン錯イオンの高温加水分解および溶媒逆抽出法による酸化物微粒子の作製
西 脇 元 哉
本論文 は湿 式製錬 や リ サ イ ク リ ン グ に お け る浸 出や分離濃縮プ ロ セ ス に直接 組み 入 れられる微粒子製造 プ
ロ セ ス の 開 発を 目 的 に 実験的検討 を 行 ったも ので あ る 。 す な わち ， Cu ( II ) ，  Zn ( II ) ， Co ( II ) お よ びNi (II) 
ア ン ミ ン錯 イ オ ンを含むアンモ ニア水溶 液から高温加水分解に よ る 酸化物微粒子 の 作製お よ び形 態制御， Nd 
(m) を担持 し た VAI0ケ ロ シ ン溶 液からNd炭 酸塩 の 品析逆抽 出 お よび 晶析逆抽 出過程 の ク ロ ーズド システム
化 を検討 し ， そ の 結果 を論述 し た。
広い温度範囲における金属・化合物の電気抵抗および熱電能の研究
沼 田
聡
高 温 の 熱電能 の 測定装 置 を作 成 し ， さら に 熱電能 と 同時 に 電気抵抗も 同時 に 測定で きる よ う に改良を加え
た。 完 成 し た装 置 を 使 っ て ニ ッ ケ ル の測定 を 行 い ， その 測定結果から の装置 の 性能評価 を行 っ た 。 そし て，
完 成 した測定装 置 を用 い て， 機械的な強 度 の異な る様 々なモ リ ブデン に つ いて ， その電気的な性質 を 調べ た。
こ の 高 温 の 測定結果 に ， 低温 の 電気抵抗 と 熱電能 の 測定結果 を あ わ せて考察 を行 った 。
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低レイノルズ数領域における伝熱促進管の総合的性能評価
浜 田 高 敦
円管 内 にワイヤ ー コ イ ル， あ る い は， ねじ れ テ ー プP を挿入 し た伝熱促進管 の'性 能 に つ いて実 験的検討 を 行 っ
た。 円管 の 内壁 形状は平滑 ， 直溝 ， らせん溝 と し た。 実験条件 は 層 流域から乱流域 に お け る幅広 いRe数で，
圧力損失 の 増大 を 考慮 し た性能評価 を 行 っ た。 乱流域 の場合 いずれの条件 で も 伝熱促進管の効 果 は あ ま り
な い が， 層流域では， 管壁一挿入 物聞 に わず か な 間隙 を設 けた と き ， 挿 入 物 と溝 の 複合効果 に よ り 高 い 性能
を 示 し た。
ジシク口ヘプタ[a， eJシクロオクテンの合成研究
林 秀 一
本研究 は新規なπ電子系不飽和炭 化水 素 で あ るジ シ クロプタ [a ， eJ シ ク 口 オ ク テ ン の 合成 を 目 指 し ， そ の
炭 素骨格 の構築 につ いて三 種類 の経路で検討 し た。 目 的 を達 す る に は至 っ て い な い が 新規 な ト 口ポキ ノ ジ
メ タ ン の 発生と ， 重要な合成中間 体で ある 3， 6， 8 ， 1 1 ， 14， 1 6・ ヘキサ ヒ ド口ジ シ ク 口 ヘ プタ [c ， hJ [ l ， 6J ジチ エシ
ンの 合成ならび に そ の立 体配座 に 関す る 種 々 の新 た な知見 な ど を得た。
AI-C系混合粉末のメカニカルア口インゲ
林
俊 秀
Al 中 に C 原 子 を MA に よ って強 制 固溶 さ れ る こ と に よ っ て 高融 点， 高強 度 で軽 量な合金 を 作製で き る こ と
が期待でき る 。 Alc20""50at% C 混合粉末 に つ いて 3. 6""540ks ミリ ン グ し た 結果， Al 中 に C は侵入 型 に 固溶 し
ミリ ン グ時 間と炭 素配合 量 の 増加 に と も な い α - Al の 結 晶粒が微細化 して い く 。 36ks ミ リ ング す ると A11 C 3
が生成 しミ リ ン グ時間 と炭素配合量 の 増加 に と も ない 結 晶粒 が微細化し ， 生成量が増加 してい く 。 最終的に
は ほ ぼ A14 C 3 の 結 晶 のみ と な る 。
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非晶 質 FeS2NbsB20合金の 昇温 に よる結 晶相形成過程
牧 野
治
非 品質 の 結 晶化 は 熱処理 の 種類 に よ っ て は， 安定相 と は 異な る 結 晶 形態 の 相 の 出現す る 場合 が あ る 。 本研
究ではイ ンパ一合金 を 基本 と し た 非品質FeS2NizsB20合 金 の 結晶相 形成過程 を 調 べ た 。 そ の 結果， 非 晶 質 FeS2Nizs
B20 合金 の 結 品化 は ， 試料内部で均一 に 結 晶化が起 こ っ て い る 。 結 晶 相 は正 方 晶 の (Fe . Ni) 3 B で あ る 。 結 品
相 は 非 品質部分か ら コ ロ ニー 状 に 成長す る こ と がわ か っ た。
シ ク口 ヘプ タ ト リ 工ン 縮環系化合物の合 成 と 反応に関する研究
宮 本 恭 臣
本研究 は新規 な シ ク ロ ヘ プ タ ト リ エ ン縮環系化合物 と し て ピ ス ト ロ ポ ノ シ ク ロ ヘ プ タ ト リ エ ン ， ジ ア ズ レ
ノ [5， 6， d・5' ， 6'， d'J ヘ プ タ フ ルバ レ ン ， 8 - (6- ア ズ レ ニル) ・2，3・ ジ メ ト キ シ ヘ プ タ レ ン ， ビ ス ー [ η 5 _nH_ ア ズ レ ニ
ル] ー鉄( II ) を 合成 し た 。 ま た 分子軌道計算 (PM3 法) を 用 い て 各分 子 の 安 定性 の 比 較 を 行 い ， こ れ ら 新規 な
シ ク ロ ヘ プpタ ト リ エ ン縮環系化合物 の性質 に つ い て種 々 検討 し た。
連続鋳造圧延過程における6 1 51ア ルミニウ ム合金 線の 組織変化 と鋳造性
吉 田
新
送電線 の 製造 を 目 的 に 開 発 さ れた プ ロ ペルチ法は， 近年で は鍛造用 線材 の 製造 に も 用 い ら れて い る 。 本研
究 で は圧延 中 の 組織変化な ど か ら 変形過程 を 調べ， 更 に そ の 鍛造性 を 評価す る た め に 圧縮試験 を 行 っ た。 そ
の 結果， 圧延終 了 時 に お い て も 鋳造 時 の 粒 界 を 観察 さ れ， そ の 内 部 で は 数 μ m の 再結晶粒 と 亜結晶粒が観察
さ れた。 ま た ， 微細 な 組織 を 持 つ 材料は 良好な圧縮率 を 示 し た。
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半 円 柱乱流促進体を用い た伝熱促進の有 限要素法 に よ る 数値解析
Fadilah Hasim 
伝 熱装置の 流路内 に 設置した 半 円 柱乱流促進体 による伝熱促進 のメカ ニ ズムを明 ら か に するた め， 1方程
式乱流モ デルを用 い た 有限要素法 により促進体周り の 流れ の 挙動 の 数値解析を行った。 得 ら れ た 乱 流エネル
ギ 一 分布をKim ら が行った直接数値計算 の 結果と比較すること により. 本モデル の 妥 当 性 が確認 さ れ た 。 ま
た 電極反応実験 により測定 さ れ た壁面勇 断応力と定量的 に良好な一致を示し， 壁面近 傍 の 流れ挙動を詳細
に 把握することができた。
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〔化 学生物工学専攻〕
Preparation and Characterization of Self-Assembled 
M onolayers Carrying Various Functiona l  Groups 
N aoki Kanayama 
The author prepared self-assembled monolayers (SAMs) carrying two different functional groups. The first one 
is phenylboronic acid group caπying SAM. Sugars， polysaccharides， sugar residues in the protein were bound to 
the phenylboronic acid group on the SAM. The affinity of SAM for sugars changed with the position of hydroxy 
groups in the sugars. The SAM which carried phenylboronic acid group will be useful as molecular sensing de­
vices for the recognition of sugars. The second one is pyridine ring caηying SAM. The water-soluble porph戸in
in which a zinc ion was incorporated was attached to the exterior surface of the SAM by the axial ligand linkage 
between th巴 pyridine ring and the po叩hyrin ring. The SAM on which the porphyrin rings are immobilized would 
be useful as molecular photo-devices. 
荷電高分子微粒子の 規則構造形成におよ ぽす器壁表面電 荷の 影響
古 角 憲 弘
荷電高分子 ラ テ ッ ク ス 分散液は 十分 に 脱塩す る こ と に よ り 規則構造 を 形成す る 。 ま たガ ラ ス 表面 の 電荷
を 増加 さ せ る と 同符号の粒子が表面近傍 に集 ま る こ と が報告 さ れて い る 。 本研究では 倒立型 レ ーザ ー スキ ャ
ン顕微鏡 と 動 的光散乱 (DLS) 装 置 を 用 い て ガ ラ ス 表 面 の 電荷が規則構造 の 発現や形成過程 に ど の よ う な 影
響 を お よ ぼすか に つ い て調査 し た。 DLS 測定の結果よ り ， ガ ラ ス セ ル表面 の 電荷は， 粒子 を 表面近傍 に 濃縮
す る こ と に よ り 構造形成の 初期過程 に お け る 核形成 を 容 易 に す る 作用 が あ る こ と が明 ら か に な っ た。
T 細胞 白 血病 と T 細胞受容体遺伝子 座異常
斎 藤 益 満
ヒ ト 第 1 4番染色体 ql 1 .2領域 に 染色体異常 を も っ 成 人 T 細胞 白 血病 (ATL) 症例 に お け る 染色体転座切断点
の 同 定 を 行 っ た。 そ の結果 T細胞受容体 α / õ 鎖遺伝子座 の V α 領域 に転座切断点の存在が明 ら か と な っ た。
ま た， T 細 胞 白 血病 の発症の原 因遺伝子 と 考 え ら れ る TCL1 遺伝子 の 機能解析 を 行 っ た 結果， TCL 1 遺伝子が
細胞増殖 に 関与 し て い る と い う こ と を 証明 し た。
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バク テ リ ア に よ る ジオールの酸化とジケトン 類の還元
住 田 泰 輝
ジ ケ ト ン の 一種ベ ン ジ ル を バ ク テ リ ア Bacillus brevis が選択的 に 培地 中 300C で還 元 し ， 収率85 % ， 9 1  % e.e .  
で s- ベ ン ゾイ ン を 生成 し た。 こ こ で， 反応時間 を 延長す る と ベ ン ゾイ ン の 酸化が起 こ り ， 50 % の ジ ケ ト ン を
残 し た段階で再還元が起 こ っ た 。 ま た ， B. cereus の存在下 で は フ ェ ニル プ ロ パ ン ジ オ ー ル の 不斉酸化で s-
2- ヒ ド ロ キ シー 1 - フ ェ ニル プ ロ パ ン が 生成 し た 。 菌体 を 遠心分離 し た後 の 上澄液で還元 と 酸化がお こ り 菌体外
酵 素 の 存在が示唆 さ れ た。
Studies on the Chemistry of trans-deca l i rト9-su lfen ic Acid Derivatives 
関 隆 一
trans-9-デ、 カ リ ル基 を 有す る こ と に よ り 一般 に は不安定 な ス ル フ ェ ン 酸 や そ の 誘導体で あ る ス ル フ ェ ニ ル ア
セ テ ー ト ， ス ル フ ヱ ン ア ミ ド お よ び、新規 チ オ ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 合成お よ び単離 に 成功 し た 。 ま た ， そ の 3 次
元構造， 物理的性質 お よ び反応性 に つ い て 詳 し く 研究 を 行 っ た 。
二酸化チタン を 用 いた水中 の フ タル酸ジエステル可塑剤の光触媒分解
高 木 健 作
環境汚染物質 で あ る フ タ ル酸 ジ エ ス テル類 を 二酸化 チ タ ン を 用 い て 迅速 に 光触媒分解す る こ と がで き た 。
光触媒分解機構 に影響す る 諸 因 子 を 解析 し ， フ タ ル酸 ジ ブチ ル エ ス テ ル の 光触媒分解速度 を ， 光強度， 量子
収率， 初濃度， 溶液 中 の 酸 素 分圧 の 関数 と し て 表 し た 。 ま た ， 中 間 生成物 の 同 定及びそ の 生成量 の 時 間変化
を 調べ， そ れ ら の 結 果 よ り ベ ンゼ、 ン 環 へ の OH 付加及び側鎖酸化 に よ り 始 ま る 分解初期経路 を 提 案 し た 。
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Functions of Novel Amphiphiles with Many Pendent Mannose Residues 
K吋i Tagawa 
Novel amphiphiles caπying many pendent mannose residues were prepared by telomerization of m組nose­
caロying monomers using a lipophilic radical initiator. The interaction between amphiphiles incorporated in 
liposomes and Con A was largely atTected by the degree of pol戸nerization and the content of the amphiphile， 
whereas the distance between the sugar residues and the polymer main chain did not affect. The association con­
stants of the amphiphiles with Con A were much larger 白an that of monosaccharide due to the "cluster 吃酔ct" .
The positive en仕opy change for the binding of Con A to mannose residues showed that the interaction was 
largely promoted by the release of water molecules from both the sugar residues and the binding site of Con A. 
Suppression Subtractive Hydridization法 を 用 いた成人 T 細胞 白 血病関連遺伝子の 単離
都 甲 真紀子
成 人 T 細胞 白 血病 (ATL) の 発症 に は HTLV-I ウ イ ルス が 関 与 し て い る 。 し か し HTLV-I に感染 し た ヒ ト の
0. 1 % し か ATL を 発症 し な い こ と か ら ， 他 に 細 胞 内遺伝子の 発現変化が発症 に は必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
そ こ で 本研究 で は ATL 発症 に 関 わ る 遺伝 子 の 探索 を 目 的 と し ， ATL 患者 由 来細胞株 (ATN l ) と in vitro で
HTLV- l に よ っ て 形質転換 さ れ た T 細胞株 (MT l ) の 間 で SSH 法， 並び に デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ルハ イ ブ リ ダイ
ゼー シ ョ ン 法 を 行 い ， 異な る 発現 レ ベル を 示す遺伝子 を 複数単離 し た。
Molecular Recognition by Self-Assembled Monolayer of Cyclodextrin on a Gold Electrode 
Teruo Fukuda 
The self-assembled monolayer (SAM) of cyclodex出n (CD) affords novel binding properties to the electrode­
solution interface， a feature of which is obviously interesting for the development of new sensor technologies at 
the interfacial molecular recognition. Characterization and formation of SAM of CD on a metal surface was in­
vestigated by using the cyclic voltammetry (CV) technique. The regio- and stereo-selective complexation of 
chiral azo compounds by the SAM of α -CD derivative was indirectly investigated by using the CV technique 
using hydroquinone as a probe. The stereo幽selective complexation of electrochemically active α -amino acid or 
its derivatives by the SAM of CD derivative was directly investigated by using the CV technique. The 
complexation of phthalic acid ester by the SAM of α -CD derivatives was indirectly investigated by using the CV 
technique. 
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Bacillus cereus に よ る 芳香族力 ルボ ン 酸類の ア ミ ド 化
丸 山 励 治
微生物， 酵 素 を 生体触媒 と し て 利 用 し た 有機物変換が注 目 さ れ， 多 く の化合物， 様 々 な 反 応 系 へ の 応用 が
試 み ら れて い る 。 生体触媒 と し て 土 壌 よ り 分離 し た 8acillus cereus を 用 い ， そ の 変換活性 を 調 べ た と こ ろ ，
菌体増殖 の 定常期 で 芳香族 カ ル ボ ン 酸類 に 対す る ア ミ ド 化が認め ら れた 。 4-Biphenyl-carboxylic acid を 基質 と
し て 最適反応条件 の検討 を 行 っ た と こ ろ ， 370C ，  24時間 の 反 応 に よ り 95 % の 高 収 率 で p-Phenylbenzamide が得
ら れた 。
生命科学現象の分子 レベルでの解析 に 関 す る 研究 (一酸化窒素の科学)
安 井 文 彦
感染時 に 産 生 さ れ る 過剰 量 の ー酸化窒素 (NO) は ， 著 し い 血圧低下や細胞損傷 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れて
い る 。 そ こ で 我 々 は ， リ ポ 多糖 を 投与 し た マ ウ ス の 血圧お よ びそ れ に 伴 っ て 産 出 さ れ る NO 量 を TNF-Rp55・/ー
マ ウ ス と 正 常 マ ウ ス と の 間 で 比 較 を 行 っ た 。 さ ら に ， NO と ス ー パ ー オ キ サ イ ド と の 反 応 に よ り 産 生 さ れ る
パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト に よ る 蛋 白 質酸化 に 対す る リ ポ 酸 お よ び、そ の 誘導体 の 抗酸化活性 を 種 々 の チ オ ー ル
化合物 と の 比 較 を 行 っ た 。
脂質膜 !と よ っ て誘導 さ れ る 両親媒性ペ プチ ド の B 構造
Ilj 内 慶 将
酸性条件下で両親媒性 の 8 構造 を 形成す る 8 残基 の モ デ ル ペ プ チ ド に つ い て 脂質膜 中 で の 挙動 を 検 討 し
た 。 脂 質 膜 が与 え る モ デ ル ペ プ チ ド の 二次構造 へ の 影響 は 円 二色性 ス ペ ク ト ル に よ り 脂質膜 と モ デル ペ プ
チ ド と の 会 合 は蛍光 ス ペ ク ト ル に よ り 測定 し た 。 結 果 は モ デ ル ペ プ チ ド と 脂質 膜 が会 合 す る こ と に よ り β 構
造 の 形成が促進 さ れ て お り 脂質膜 と の 会 合 も 酸性 条 件 下 で は 中 性条件下 に 比べ約 6 倍大 き く な っ た 。 ま た
モデルペプチ ド 同 士 の 会 合 に つ い て も 検 討 し て い っ た。
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Purification and molecular characterization of Escherich忽 coli Polynucleotide Phosphorylase 
山 村 栄 虎
大腸 菌 の Polynucleotide phosphorylase (PNPase) を His-tag 融合蛋 白 質 と し て 発現 さ せ， 精製 し た 。 精製 し
た 蛋 白 質は. Gel filtration 及び Enzyme assay か ら PNPase で あ る こ と が確 認 さ れた。 こ の 酵素 を 用 い て . Gel輸
shift assay 及び. DNaseI footpri凶ing を 行 っ た。 そ の 結果. PNPase が一本鎖 DNA と 相互作用 し ， 相互作用 部
位 に は塩基特異性 (5'-TATTT) が あ る こ と が示唆 さ れた。
環境因 子 に対す る 植物の表面電位の応答
山 本 直 毅
光刺激 に 対す る サ ボ テ ン の 茎面電位 に は短周期 の 振動現象がみ ら れ， 内在性 の 生物時計が存在す る 可能性
を 示 し た。 ハ ー ブ系植物 の 匂 い 刺激 に 対す る カ ポ ッ ク の 葉面電位 の 応答 で は 植物 間 で の ア レ ロ パ シー効果
の 存 在 を 示 唆す る 現象 を 見 出 し た。 こ れ は植物 の 匂 い セ ンサー の 可能性 を 示す。 音刺激 に 対 し て オ ジギ ソ ウ
は緩和 的 に 閉合 し ， そ の と き 葉柄 の 表面電位 に 特異的 な振動現象がみ ら れた。
M odification of Inorganic and Organic Substrates with Functional Polymer M olecu les 
Akira Y oshizumi 
The author examined the construction of a molecular recognition system at the solid-liquid interface by using 
self-assembled monolayer technique. The polyrner-coated colloids obtained ("sugar balls") were aggregated when 
a solution of lectin was added to the dispersion， due to a specific binding of D-glucopyranoside residues on the 
colloid particles by a te位americ lectin molecule. 
〔物質工学専攻〕
微生物 に よ る 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク の生産及び生分解性 に 関 す る 研究
宋 存 江
近年， 廃棄 プ ラ ス チ ッ ク の 問 題 が 世 界 的 な 環 境 問 題 と な っ て い る 。 本研究 で は 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク ー 微
生 物 ポ リ エ ス テ ル と そ の 共 重 合 体 の 生産過程 を 検 討 し た 。 同 時 に ， Alcaligenes eutropherus (AS 1 . 1 84 1 ) を
使 っ て， PHB と P (HB-co-HV) の 生産 を検討 し た。 さ ら に ， 新 し い 生産原料 を使用 し て ， 生分解性プ ラ ス チ ッ
ク の 生産 を 検討 し た 。 ま た 工学部敷地 の 土壌か ら 白 色 の 糸状菌 を 分離 し 生産 し た 生分解性 プ ラ ス チ ッ ク
の 生分解性評価 を そ の 菌 を 使用 し て検討 し た。
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〔シ ス テ ム 生産工学専攻〕
高 精度 オプ テ イカル フロ ー 推定に関する研究
石 川 哲
こ う 配法の 拘束式か ら マ ッ チ ン グ を 行 う 探索方 向 を 決定 し ， 1 画 素 マ ッ チ ン グ処理 に よ り 最適な変位量 を
求 め ， ベ ク ト ル メ デ ィ ア ン フ ィ ル タ を 使用 し て ノ イ ズ除去 を 行 い ， オ フ テ イ カ ル フ ロ ー を 推定す る 。 本手法
に よ り ， 動 き 境界領域 に お け る 推定精度 を 向上 さ せ る こ と が可能で あ り ， 移動物体 の 検 出 に 有効 と な る 。 次
に ， フ ロ ー信頼度 を 見積 も り ， 高信頼度 の フ ロ ー を 利用 し て信頼度 の 低 い フ ロ ー の精度 を 向 上 さ せ， こ れ ら
の フ ロ ー か ら 高精度 の 奥行 き 情報 を 推定す る 。
電気 粘性 流体を応用 し た 回転型デバイ スの 特性 に 関 する研究
西 田
均
本研究 は， ER 流体 中 の 回転体 ま わ り の 流れ の 電気粘性効果 を 明 ら か に し ， 回 転 円 板型デバイ ス の 運動特
性 を 予測す る 工学的手法 を 確立 し た も の で あ る 。 円 筒 型デバイ ス で はず り 応 力 と 電流密度， 円 板型デバイ ス
で は ト ル ク と 電流密度が各種 の パ ラ メ ー タ か ら 受 け る 影響 を 実験デー タ か ら 明 ら か に し た。 ま た ， 流動 曲 線
で定式化 さ れ た 力 学応答系 モ デル か ら 導 か れ た構成方程式 を 用 い て ER 流体 中 の 回転 円 板 ま わ り の 流動特
性 と ト ル ク 特性 を 数値解析 に よ っ て予測 し ， 実験結果 と 比較 ・ 検討 し た。
放熱 基板用銅 ー モ リ ブデン系 複合 材料の熱物性 と 機械的 特性に関する研究
有 川
正
半導体産業 の 発展 は め ざ ま し く 半導体 の 高性能化等が進ん で い る 。 そ の た め 半導体素子 と の 熱膨張率 の 整
合性 と 放熱性 の優れた 基板材料が望 ま れ て い る 。 本研究 で は モ リ ブデ ン (Mo) と 銅 (Cu) を 組み合わせ
た粒子型お よ び積層 型 の Cu-Mo 系複合材料 を 作製 し た。 そ し て そ れぞれ の 熱物性お よ び機械的特性 を 測定 し ，
熱膨張係数 を 5 - 1 7  X 1 0- 6 /K 熱伝導率 を 1 50-390W / (m • K) に 制御 で き 特 に 半導体素子 を 搭載す る 放
熱基板へ の 適用 に期待で き る こ と を 明 ら か に し た。
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〔物質生産工学専攻〕
Genome structure and fu nctions of Lactobacillus plantarum temperate phage φ g le 
柿 川 真紀子
The complete genome sequence of a Lactobacillus temperate phage φ gle was estab!ished. The double-stranded 
DNA is composed of 42259 bp， and encodes for sixty-two possible open reading frames (ORF) as well as sev旬
eral potential regulatory sequences. In the several φ ξle ORFs弓 their functions were putatively assigned: cng and 
cpg (encoding for repressors) ， hel (heJicase)， ntp (NTPase) ， and several ORFs (e.g・ capsid proteins). In addition， 
the structural and functionaJ features of the mt gene were characterized. 
ヒ ト 第 1 4番染色体の ゲ ノ ム解析 と 鰻補 T 細 胞 白 血病原因遺伝子の単離
杉 本 潤
ヒ ト 第 1 4番染色体 q32. 1 領域 で は ， T 細胞 白 血病 に お い て 高 頻度 に 染色体転座が観察 さ れ る 。 我 々 は ， こ
の 原癌遺伝子 の 存在が示唆 さ れ る 転座活性化領域 よ り 新規遺伝子 を 単離 し 解 析 を 行 っ た 。 こ の 結果， 新規遺
伝子が コ ー ド す る ア ミ ノ 酸配列が. T 細 胞 白 血病 の 原 開遺伝子 と し て す で に 同 定 さ れ て い る TCL l と MTCP l
の ア ミ ノ 酸 配列 に 高 い 相 同 性 を 示 す こ と が 明 ら か と な っ た 。 我 々 は こ の 新規遺伝子 を TML l と 命 名 し 候補 T
細胞 白 血病原 因遺伝子 と 位 置 づ け た 。
Fe-W 合金篭着 に よ る 八 イ ス鋼 (SKH59) の表面改質
高 野 孝 和
硬 質膜 と し て 切 削 工 具 に 適用 が注 目 さ れ る 電着 Fe-W 合金 膜 を ハ イ ス 鋼 (SKH59) に 成膜 し ， 表 面硬 さ 及び
付着 力 に つ い て検討 し た 。 パ ル ス 電解でデ、 ユ テ ィ サ イ ク ル が W 含有 率 に 影 響 し 0. 1 の 時50wt. % の 高 合金 を
得 た 。 合 金 膜 は W 含有量 の 増加 に よ り 表面硬 さ を 大 き く し 付 着 力 を 低下す る が 接 合 金属種 の 選定 で 表 面硬
さ と 付着 力 を 両立 で き る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 守 ス ク ラ ッ チ試験 と 硬 さ 試験 の 併用 で精度 の 高 い 付着 力
評価が で き る こ と を 示 し た 。
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Studies on the Syntheses and Reactions of Sulfoxide Derivatives 
bearing Severa l  Heteroaromatics 
竹 田 昌 央
ベ ン ゾチ ア ゾ リ ー ル基 と テ ト ラ ゾ リ ー ル基 を 有 す る フ ェ ナ シル ス ル ホ キ シ ド と ジ メ チル ブ タ ジ エ ン 存在下
で熱分解反応 を 行 う と ， それぞれ の 反応 に お い て， チ オ ア ルデ ヒ ド や ス ル フ ィ ン が 中 間体 と し て 存在 し て い
る と 考 え ら れ る 環化生成物が得 ら れた。 ま た ， α 位 に ホ ス ホ リ ル基 を有す る テ ト ラ ゾ リ ー ル ス ル ホ キ シ ド を
ア ミ ン存在下で反応 を 行 う と ， ホ ス フ ィ ン カ ル ボ チ オ ア ミ ド オ キ シ ド 誘導体が生生成物 と し て 得 ら れた 。 こ
の 反応 に お い て も ス ル フ ィ ン が 中 間体 と し て存在 し て い る と 考 え て い る 。
Studies on the Thermal Decomposition of Severa l  M odel Compounds Containing 
P and N Atoms and Their  E汗'ects on the Thermal Behavior of Cel l u lose 
福 島 和 彦
In order to understand fire-retardant mechanism for polymeric materials， the thermal decomposition of several 
phosphoramidates， phosphoric triamides， phosphazenes， and phosphates was investigated， and the thermal decom­
position processes were proposed by identifying evolved gaseous and residual compounds. In addition， most of 
the phosphoramidates and phosphoric triamides may be effective as fire retardant for cellulose in terms of supply 
of f1ammable gasses and an amount of charred residues， and an interaction between the P-N bonded compounds 
and cellulose was discussed. 
SURFACE M ODIFICATION OF GaAs AND CVD DIAM OND FILMS BY 
LAYERED- COM POUND GaS 
A.B.M.Obaidul Islam 
The thermal evaporation of a GaS single crystal has been used for the first time to passivate the GaAs surface， 
and to investigate the modification of B-doped diamond film surface by GaS and/or S.  The initial sぬge of the 
growth of GaS films on GaAs substrates and diamond film surfaces has been characterized by AES， LEELS， 
XPS， AFM， and PL. It has been found that GaAs is passivated by GaS films， and S-terminated diamond surface 
seems to possess PEA surface. 
- 1 1 5 
酸化物高温 超伝 導体 および ホウ 素炭化物超伝 導体の 超伝 導機構に関する研究
曹 世 勤
酸 化 物 高 温超 伝 導 体 の 超 伝 導 機 構 の 解 明 を 目 指 す 一 環 と し て Nd 1 - X Prx Ba2 CU3 0 7 - Y 系 お よ び NdBa2
(CU 1 - ZZnZ )  3 0 7 -Y 系 を 固相 反応法 に よ り 作製 し Nd の Pr 置換お よ び、 Cu の Zn 置 換 の 効果 を 熱伝導度 を 中 心
に ， 伝 導 の 散乱機構 に つ い て研究 を 行 っ た。 ま た， 酸化物高温超伝導体で も 見 ら れ る 超伝導 と 磁性 の 共存機
構 を 調 べ る こ と を 目 的 と し て ， 超伝導転移温度 と 磁気転移温度 の 相 関 を ホ ウ 素炭化物超伝導体 Erl - xDyxNi z 
B 2 C 系 お よ び、 H0 1 - xNdxNi 2 B 2 C 系 を 用 い て実験研究 を 行 っ た。
手首局所力 フによる 無侵襲長時間 連続血圧計測に関する 基礎的研究
陸
滑 明
手首で容積補償法 に よ り 無侵襲的 に 長時 間 連続血圧 を測定す る 方法 に つ き 理論的 (有限要素法) 及び実
験的 (光電容積振動法) に検討 し た 結果， ①手首で血圧 を 測定す る 場合 の 最 も 適切な部位 は 接骨 末端手掌側
で擦骨が最 も 突起 し た 部位 で あ る ， ② こ の 部位で正確 に 血圧 を 測定す る に は 手 首 の 直 径 の 1 13 か ら 112 の 正方
形局所 カ フ で十分で あ る ， ③ こ の 局所 カ フ を 用 い る と カ フ 末梢側で の 循環障害な く 容積補償法 に よ り 実用 的
な精度で連続血圧 を測定で き る 可能性が あ る こ と な ど が判 明 し た。
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